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【ＰｉＰｉｔ!!00】

「河童かつぱ沼の対決！　……なの？」





　……しとしとしと。



　……ぴしゃぴしゃぴしゃぴしゃ。



　……しと。ぴしゃ。



（あー、雨、鬱うつ陶とうしい！　『鬱陶』しいって漢字も猛烈に劇的に苛か烈れつに鬱陶しい！）



「……ふぅ」

　美み倉くら清さや香かは溜ため息いきをついた。この雨にはうんざりする。自分の口から出た息さえ、湿って重く感じた。本当に鬱陶しくてかなわない。

「雨、やまないなぁ」

　ひとり呟つぶやいてみたが、隣を歩いている山やま岡おか選すぐるからも、後ろにいる彩さい原ばら舞まい子こからも反応はなかった。

　傘に当たる雨音のせいで、小さな声が聞こえなかったのかもしれない。

「……ふぅ」

　清さや香かはもういちど溜ため息いきをついた。

　星ほし祭まつりの街の中心部、つまりは駅前から北の山側にしばらく歩いただけで、あたりの景色はずいぶん変わってしまう。家はまばらになって、畑や田圃たんぼが目立つ。星祭で生まれ育った清香だが、このあたりはあまり来たことがない。

（来る用事、ないもんねぇ。で、その珍しい用事ができたと思ったら、よりによってこんな雨の日で……）

　今日は七月一日。

　もう梅つ雨ゆに入っている。一昨日おとといから降り続いている雨は、今日の夕方になっても、一向に降りやむ気配がない。アスファルトの路面は川のように水が流れている。

「……で、ホントなわけ？」

　前を向いたまま、清香は山やま岡おかに尋ねた。

　……山岡選すぐる。

　先月、清香のクラスに転校してきたばかりの男子生徒だ。

　いろいろと複雑な事情が（もー、ホントに複雑怪奇すぎるんですけど！）あって、ここ最近は清香、そして舞まい子こと一緒に行動することが多い。

　男子としては小柄で、清香とあまり背の高さも変わらない。

　そんな華奢な身体からだに、今日は馬ば鹿かでかいリュックを背負っている。なにが入っているのか知らないが、人間ひとりが収まりそうなサイズだ。

　可愛かわいいのは身体つきだけでなく、小動物のようにくりくりっとした目に、女の子のようにつるんとした顔、女の子以上にサラサラできれいな髪の毛は今日も健在だ。

（見た目はムダに可愛いんだけどねぇ）

　山岡はぼんやりした顔で、口をモゴモゴ動かしている。

「ん？　美み倉くらさん、今、なんか言った？　モグモグ、なんのモグ、話？」

「だから……その水中用とかって」

「ホントに決まってるって。……パクリ……天下の文もん科か省しようのデータ、疑う気？　モグ」

「文科省のことはともかく、雨がざーざー降る中で、特大プリンシュークリームを何個も何個も続けざまに夢中に猛烈に闇やみ雲くもに有う頂ちよう天てん外がいで食べてるひとの言うことは信用できないっていう話なんですけど」

　言い終えて、清香はわざとらしく「はぁ」と溜息を漏らした。

「なにさ、有頂天外って？　奇想天外なら知ってるけど。美倉さん、相変わらず意味わかんないのに難しい言葉使うの好きだよねぇ。で、なにが問題なわけ？　雨の中で特大プリンシュークリーム食べちゃいけないなんて、そんな規則はＣ種特別公務員就業法のどこにも書いてないよ」

　そう言うと、山やま岡おかは手にしたシュークリームのかけらをポンと口に入れた。

「はいはい、わかりました」

　面倒くさくなったので、清さや香かはシュークリームの話は一方的に打ち切ることにした。

「で、『河童かつぱ沼』ってまだなの？　結構歩いてるよ、もう」

「だから、もうすぐだって」

　どこからとり出したのか、ウエットティッシュで口元をきれいに拭いながら、山岡が答えた。

「あのー、ちょっとよろしいですか」

　ずっと黙ったまま、清香と山岡の後ろを歩いていた舞まい子こが口を開いた。

「河童沼へは、その先のポストのところを左に行ったほうが早いですよ」

「舞子さん、河童沼って知ってるんですか？」

　清香は足を止め、舞子の顔を見た。

「河童沼でしたら、小学生の頃ころに遊びに行った記憶があります。河童がいるという噂うわさを聞いて楽しみにしていたのですが、結局、河童には会えませんでしたけど」

「河童が見たくて、わざわざそのために出かけたんですか？」

　目を丸くした清香に、舞子は穏やかに微笑ほほえんだ。

「はい。確か夏休みでした。朝の九時頃に行って、日が暮れるまで待っていたんですけど、河童の姿は見られませんでした」

「あ、朝の九時から日暮れって……舞子さん、大丈夫だったんですか」

「大丈夫でした。ちゃんとお弁当を持っていったので」

（いや、だからそういう話じゃないんだけど……えへへ、ダメだ。舞子さんてば、ちょっと可愛かわいすぎる……）

　……彩さい原ばら舞子。

　彼女も山岡と同じく、先月、清香のクラスに来た転校生だ。

　清香とは山岡以上に（いやいや比較になんないってば！）深～い関係があるのだが……。

（ま、この話は長くなるから後回しでいいかな……そんなことより！）

　にやけ顔を傘で隠しながら、清香は舞子の顔をちらちらと見た。

（ダメだ。未いまだに正面から顔を見られない）

　と思いつつも、舞子の顔から視線が離れることもない。

　舞子のほうが清香より少し背が高いので、微妙に見上げる形になる。

　ほっそりした身体からだを包んでいるのは、清香とお揃そろいの、星ほし祭まつり高校制服の白いブラウスとチェックのスカートだ。

　そして、その制服の上には、きれいな卵形の顔が載っている。切れ長の目をしていて、派手なところはないが、和風の美人だと清香は思っている。

「清香さん」

「は、はいっ」

　舞まい子こに急に呼びかけられ、清さや香かははっと我に返った。

「急ぎましょう。いくら夏でも、早くしないと日が暮れてしまいますよ」



「……ここですね、ここを入っていけば河童かつぱ沼のはずです」

　舞子が足を止めたのは、近くの農家のガレージらしい建物の前だった。古いトラクターが置かれているのが見えた。

「あぁ、そうそう、ここ、ここ」

　山やま岡おかがすかさず答えた。

「はぁ。山岡君、またテキトーな相あい槌づちだよ。ま、それはともかく行きますか」

　清香、そして山岡が歩き出した後も、舞子はなぜかしばらく動かなかった。今来た道のほうを振り返り、首をかしげていた。

「舞子さん、どーかしました？」

「……あ。いえ、なにも」

　清香たちは肩を並べ、ガレージの横の、舗装もされていない細い道を進んだ。靴を泥まみれにして、それから五分ほど歩いたところで、急に目の前の景色が開いた。

「……ここが河童沼……ですか？」

　清香の質問のような確認のような曖あい昧まいな言葉に、舞子は「そうです」とはっきり答えた。

　清香は小さな池みたいなものを想像していたが、河童沼は予想外に大きかった。星ほし祭まつり高校の校庭くらいの広さはある。直径にして五十メートルくらいか。だが、密生した葦あしのせいで、水面はほとんど見えない。しかもあたりには深い霧が出ている。沼全体が雨の中に半分滲にじんでいるようだった。

「で、ホントにここにいるわけ？」清香はあらためて山岡に確認した。「その水中用だかのＳ＆Ｍのオーナーが」

「なんべんも説明したでしょ」山岡が面倒くさそうに言った。「確かな情報が入ったんだってば。アンテナは河童の皿形をしていて、そのアンテナを刺されてSlaveスレイブにされた者は通常の能力解放に加えて、水から酸素をとり入れられるようになって、水中でも自由に行動できる。文字通り、水中用Ｓ＆Ｍ」

「いや、だからさぁ……その水中用っていうのがそもそも怪しいんですけど。だいたい、河童のお皿型アンテナって。えへへ、だったらコントローラーはキュウリ型だったりして……」

「なんで知ってるの？」

　山岡が真面目まじめな顔で答えたので、清香はなにも言い返せなくなってしまった。

「さて、準備しようかな。美み倉くらさん、ちょっと手伝って」

　山岡は清香に傘を持たせると、背負っていた大型リュックをどさりと下ろした。中から分厚く巻かれた布と、金属のパイプを数本とり出す。

「なにそれ？」

「作戦用機材」

　山やま岡おかは手慣れた感じで布を広げ、パイプを繋つなぎ……、

「できたっ！」

　組み上がった大きな「傘」を地面に突き立て、自慢するように胸を張った。

「文部科学省特製・雨天作戦用防水天てん蓋がい」

「はぁ」清さや香かはうんざりした。「ただのビーチパラソルじゃん。ていうか、『星ほし祭まつり海水浴場・町営海の家備品』って傘のところに思いっきり書いてあるんですけど。これ、フツーは泥棒って言わない？」

「いや、専門的には『現地調達』って言うんだよ」

（言わねーよ、馬ば鹿か）と言い返したいところだったが……。

（あぁ、舞まい子こさんの前でそんな汚い言葉は絶対に使えない……あー、でもこの馬鹿を徹底的に罵ののしってやりたい。こんど、こっそり呼び出して何時間も何時間も馬鹿馬鹿馬鹿と……）

　と、清香が小さな野望をむくむくと膨らませている間に、山岡はビーチパラソルの下に銀色のビニールシートを敷いた。雨降りと生なま臭ぐさい沼の横にいることに目を瞑つぶれば、まるで楽しい海水浴だ。

「まぁ、細かいところはいいけど。Ｓ＆Ｍの回収は山岡君や文もん科か省しようのためじゃなくて、舞子さんのためなんだから。ね、舞子さん」

「清香さん、あれ」

　舞子が沼の真ん中を指さしていた。

　霧の向こう、ぼんやりとだが、確かに人影が見えた。

「か、河童かつぱ……」

　清香は思わず呟つぶやいていた。

　その人物の頭は暗い空のぼんやりとした光を丸く反射していた。まるで頭にお皿を載せたように……。

「ほら、いた」山岡が薄っぺらな胸を大きく突き出した。「河童のお皿形アンテナでSlaveスレイブにされてるんだよ」

「まさか、ホントにいたなんて……ど、どうしよう？」

　いざ本物……Slaveにされているらしい人物を目にして、清香は少々……否、かなり焦った。

「どうするって、捕まえるしかないでしょう？　ていうか、捕まえないとＳ＆Ｍの回収、できないよ？」

「わかってるって、そんなこと」

　癪しやくに障さわるが、山岡の言う通りだ。

　ただ……。

　それは気が重い。

　前の「チョンマゲ事件」では、成り行きでSlaveにされた人間と大格闘したこともある（そのとき清さや香かの身体からだを操っていたのは舞まい子こだったが）。

　とはいえ……どんな形であれ、誰だれかとやり合うことは……イヤだ。平和主義とはいわないが、争ったり、競ったり、張り合ったり……清香はそうしたことが大の苦手だった。

「……舞子さん」

　気がつくと、舞子の手が清香の肩に乗っていた。

「大丈夫です、清香さん。私のことを信用してください」

「……はい。わかりました」

　清香は答えた。

　舞子は肩に提さげていたトートバッグの中から、銀色に光る「アンテナ」とゲーム機の「コントローラー」に似た物をとり出した。

「清香さん、では行きます。あ、その前に山やま岡おかさん」

「わかってますって」

　山岡が舞子の背中に立った。

「ちょっと山岡君！　舞子さんのことちゃんと支えててよ。それから変なとこ触んないでよ！」

「だからわかってるってば。ほら、早くしないとＳ＆Ｍのオーナーが」

　舞子がアンテナを握った手を高く挙げた。そして「行きます！」の言葉とともに、その手を清香の頭に振り下ろした。

（…………！）

　頭のてっぺんに衝撃を感じた直後、清香の意識は一瞬ブラックアウトした。

　そして……清香の身体はもう、彼女の意思ではコントロールできなくなった。

　銀色のアンテナが清香の頭に刺さり、彼女はコントローラーを持った舞子＝MasterマスターのSlaveスレイブとなったのだ。

　それがつまり……Ｓ＆Ｍだ。



　それは一ヶ月前のことだった。

　清香のクラスに彩さい原ばら舞子が転校生としてやって来た。

　舞子は元々、この街、星ほし祭まつりの生まれだが、父親の仕事の関係で東京で暮らしていた。ところがある目的があり、ひとりきりで祖父の家に引っ越し、星祭高校に転校してきたのだった。

　その目的というのが……Ｓ＆Ｍだった。

　そもそもＳ＆Ｍは舞子の亡くなった祖父のコレクションだった。それがある日、そのすべてを何者かに奪われてしまった。Ｓ＆Ｍは使う者次第で際限なく悪用可能な危険な代しろ物ものだ。心を痛めていた祖父は、孫である舞子にＳ＆Ｍの回収を託した。

　舞子はその協力者として清香を選んだ。そして、ひとつだけ残されていた「ガラクタ」と呼ばれるＳ＆Ｍを使い、清香をSlaveとして活動を始めた。

　いろいろなことがあり（ホントにいろんなことがあったんだけどねぇ……）、その結果、まずは「チョンマゲ」と呼ばれるＳ＆Ｍを無事、回収することができた。ちなみに山やま岡おかは高校生でありながら、文部科学省存在禁止文化財課の秘密エージェントという胡う散さん臭くさい任務に就いているらしく、舞まい子ことは別ルートでＳ＆Ｍ回収のため、転校生として星ほし祭まつりにやって来たのだった（来なくてもなんの支障もなかったんですけど）。



「清さや香かさん、それでは行きますよ」

　清香の声で舞子が喋しやべった。

　清香は（了解でぇす）と心の中で唱えた。それで彼女の意思は舞子に伝わる。

　……Ｓ＆Ｍは、アンテナを刺すことにより、その人間を自由に操ることができる。

　だが。

　そもそもは人間が使うようにはできていないらしく、Masterマスターとなった人間はSlaveスレイブにした相手を自由に操れる代わりに、自分の肉体は仮死状態となり、動くことができなくなってしまう。今、清香のMasterになった舞子も同じで、人形のようになり、山岡に支えられている。

　そして、清香と舞子が使っているＳ＆Ｍ＝「ガラクタ」にはもうひとつの特徴があった。その名前の通り、一種の不良品なのだ。普通のＳ＆Ｍの場合、Slaveにされた人間はMasterの操り人形となり、肉体の自由を奪われると同時に、意識も失う。つまりは自分がSlaveとされている記憶も残らない。ところが不良品である「ガラクタ」はなんどか使ううちに、調子がおかしくなった。Slaveとなっている間も、清香の意識が消えずに残るようになったのだ。

（まぁ、ツーといえばカーというか阿あといえば吽うん、みたいで便利ではあるんだけど……だけどねぇ）

　そこには大きな問題があった。清香の意識が残るだけではなく、彼女の考えていること、記憶、感情……つまりは、清香の「心」がMasterとなった舞子にはすべて筒抜けになってしまうのだ。



　たとえば……



（あたしが舞子さんのことを大、大、大好きなこととかも！）



（あー、もうそんなこと今さら隠してもしかたないからどーとでもなれとか、思わなくもないんだけど、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしいというか……）



（……てなことを考えたり思ったりしてることも知られちゃって、それはやはりやはりとても恥ずかしいというか……などと考えていることが……）



「……あのー、清さや香かさん」

　自分の声（話しているのは舞まい子こだが）に呼びかけられ、清香はふと我に返った。

「いろいろ複雑なことをお考えのところ、大変恐縮なのですが……Ｓ＆Ｍのオーナーに逃げられてしまっては大変なので……」

（あー、ごめんなさい！　わかりましたわかりましたホントにわかりました。ちゃっちゃっと始めちゃってください）

「わかりました」

　そう言うと、舞子は清香の身体からだをビーチパラソルの下へ移動させた。ビニールシートの上には、目を閉じて横になっている舞子と、体育座りしている山やま岡おかがいた。

「では」

　Slaveスレイブ清香の手が、自分の制服のブラウスのボタンにかかった。

（……ゃっ）

　清香の手が止まった。

（あー、なんでもないです！　どぞどぞ、ご自由に景気よく懸念なくパーっとやってください！）

「……お言葉に甘えて」

　清香の指が動き、ボタンが次々と外されていく。続いてスカートのファスナーが下ろされた。

（……）

　清香はあまりの恥ずかしさに思わず目を閉じ……られないのが、Slaveにされている辛つらさだ。舞子は清香の制服を脱がせると、それをきれいに畳んでトートバッグの中に仕舞い込んだ。

　山岡は制服を脱いだ清香のことを見て、「ちっ」と舌打ちをした。

「……なんだ、スクール水着か」

「山岡さんはどんなものを期待していたんですか？」

　舞子に尋ねられ、山岡は、

「別になにも。ただ僕はですねぇ、スクール水着とかそういうものに萌もえるとか、ありきたりな趣味の低級な人間ではないということをこの場を借りてはっきりと……」

（舞子さん、山岡君は無視しましょう）

「はい」

　水着になった清香の身体が、ゆっくりと沼の中に入っていく。ちなみに足に履いているのは、昨日、駅前の大型ショッピングストア、ギャラクシーで買ったアクアシューズだ。

（ピンク色で可愛かわいいんだよねぇ。制服にもこの水着にも似合わないけど……あ、どうですか？　冷たくないですか？）

「大丈夫です」

（よかった。ただ、かなり生なま臭ぐさいですね）

「Ｓ＆Ｍのせいですね。そうでなくとも、多少は臭においそうですけど……」

　Slaveスレイブになった人間は筋力だけでなく、その感覚も拡大される。視力だけでなく、聴力や嗅きゆう覚かくも鋭くなる。だが、なぜか触覚や痛覚は消え、暑い寒いといったことも感じられない。清さや香かは今、水温だけでなく、身体からだにぽつぽつと当たる雨粒の感触もわからなくなっていた。

　清香をSlaveにしている舞まい子こが、水の中をおっかなびっくりという感じで進んでいく。まだ沼に入ったばかりだが、水はすでに清香の首のあたりまで達していた。

（あ、そういえば……舞子さんて、泳ぎは得意なんですか？）

「心配は無用です。頑張れば、二十五メートルはなんとか泳げます」

（そうですか……えー。神様、どうか沼の底がこれ以上深くなりませんように）

　と、清香は神様に祈った。

　その祈りが通じたのか、沼の中央まで進んでも、なんとか清香の足は水底に着いているようだった。

（おかしいなぁ。さっき見たときは、このあたりに人影があったんだけど……水中用Ｓ＆Ｍだから、水の中に潜っちゃったんですかねぇ。だったらちょっとメンドーかも）

「ですよね……あ、あそこに」

　清香にも見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　沼の真ん中に葦あしが密生して、小島のような塊を作っているところがある。清さや香かのいるちょうど反対側、その葦の隙すき間まから、ちらちら光が見える。

（……河童かつぱの皿。まちがいないです。あれですよ、あれ！）

「水中用ということは、まともに相手をしてはこちらが一方的に不利ですね」

（格闘……みたいなことになったら、勝ち目はないっぽいですよね）

　舞まい子こは少し考え込んだ。

「わかりました。素早く済ませましょう。こっそり近づいて、あの河童の皿形アンテナを抜いてしまいましょう。Slaveスレイブにされたひとの素性がわかれば、Masterマスターの手がかりもつかめるはずです」

　ざばんっと音を立てて、清香の視界が水中に切り替わった。

　雨模様で太陽の光も入らないうえに、水はひどく濁っている。本来なら、ほとんど視界がないところだが、Slave化されている影響で、清香の視力も超人化している。

　濁った水のせいでぼんやりとなってはいたが、遠くに人間の下半身らしい黒い影を捉とらえることができた。

（……さすがＳ＆Ｍ！　そっちの姿、こっちからはちゃーんと見えてるんだからね！　……でも、パワーアップしてるのはあっちも同じか。やっぱり、気づかれないうちに近づくしかないな）

　清香の視界がパチリパチリとなった。舞子がSlave清香に瞬まばたきをさせているのだ。Slave状態の清香の考えは舞子にそのまま伝わる。一方の舞子は清香の口で思っていることを話せばいい。だが、今は水の中だ。瞬きで「ＯＫ」と清香にサインを送ってきたというわけだ。

（おっ。舞子さん、泳ぎ、意外と上じよう手ずじゃないですか）

　相手に気づかれないように、舞子は沼の底ぎりぎりのところを、少々ぎこちない平泳ぎで進んでいく。Slaveにされている清香は、スポーツは苦手だが、体力と運動神経には誰だれにも負けない自信がある。潜水も得意だ。Slaveとなって水の中に入るのは初めてだが、しばらくは水面に出なくても泳ぎ続けられるだろう。

　……黒い影がどんどん近づいてくる。

（舞子さん、もうすぐです。あ、でも慌あわてないで。もう少し、そう、もう少しです……今です！）

　パチリが一回あって、続いて清香の視界がぐんっと上に移動した。Slave清香の身体からだが水面に飛び出したのだ。

（……かっ、河童！）

　清香の目の前に、きらりと光る……それがあった。

　そして……。



「……誠に申し訳ありませんでした。一種の事故と申しますか、勘違いと言いますか……」

　自分の声で舞まい子こが謝るのを、清さや香かは黙って（まだSlaveスレイブにされているので喋しやべりたくても喋れなかったのだが）聞いていた。

　舞子の……Slaveになった清香の顔が上がった。その視界に目の前にいる初老の男の顔が入った。まだ顔を真っ赤にしている。

　怒った男の向こうに、きれいな夕焼け空が見えていた。さっきまでの雨が嘘うそのように、すっかり晴れ上がっている。

「すいませんでした。決して悪意があってしたことではないので……」

　舞子はさっきから謝り通しだ。だが、それでも男の怒りは収まらなかった。

「アンタね！　悪意がないって言ったって、いきなり襲われて、頭の皮かわ剥はがされそうになったんだよ、こっちは！」

　よほど怒っているのか、男は丸く禿はげあがった頭のてっぺん……まるで河童かつぱのお皿のような……から、盛大に湯気を立てていた。もう雨は上がっていたが、もしも降り続いていたとしたら、雨粒が男の頭に触れた途端、ジュウジュウと蒸発しそうな勢いだった。

「あの……ところで沼の真ん中でなにしてらしたのでしょう？」

　どうした風向きか、舞子がそんな質問を口にした。

（ま、舞子さん。ここは変なこと聞かないで黙ってたほうがいいですよ）

「お、俺おれがなにやってたっていいだろ！　あれだよ、釣りだよ釣り！　ほら！」

　河童禿げの男はそう言うと、自分の胸のあたりを指さした。男はゴム長……足だけではなく、胸の高さまで覆う、漁師が使うツナギのようなものを着込んでいた。

「釣りって……わざわざ、こんな汚い沼で、ですか？」

「あ、雨の日のみに出現する、伝説の大ナマズなんだよ！　この沼にはそういう主ぬしがいるんだよ。も、もう少しで捕まえられそうだったのに、おまえらが……」

　男はふいに横を向いた。そこには山やま岡おかが持ってきたビーチパラソルが立っている。そしてビニールシートの上に寝たままの舞子も……。

「なんだ、あれ。おまえたちこそ、なにやってんだ？　雨の日に沼で海水浴でおまけにお昼寝か？　沼で釣りするのと海水浴するのと、どっちが異常行動か考えてみろ」

「はい、それはその……」

「ははぁん、わかったぞ。こんな生なま臭ぐさい沼でも海水浴気分で盛り上がって、それで初老の域に達した、哀れな俺のことを襲ったんだろ？　おまえたち、む、むむ、無軌道な若者だな！　頭に変なものつけて」

　それから舞子はさらに謝り倒し、河童禿げの男は「主釣りの邪魔だからな。二度とここには近づくなよ」と捨て台詞ぜりふを残し、ようやくその場から立ち去っていった。

　男がいなくなるのと同時に、山岡が近くの繁しげみからこっそり姿を現した。

（舞子さん、アンテナ外してください！　今すぐにっ！）

　舞子は清香の身体からだを操り、その頭からアンテナを引き抜いた。一瞬のタイムラグがあって、清香の全身に感覚が甦よみがえった。首を回して、ついでに両方の拳こぶしを軽く握ってみる。

　思い通り、動いた。

（よし！　……うへぇ）

　生乾きになっている水着の感触までが、唐突に復活した。

（気持ち悪い……っと、それより）

「ちょっと―――――！　山やま岡おかく――――――――――んっ！」

　清さや香かに睨にらみつけられると、山岡は「えへへ」と笑った。そして、どこに隠し持っていたのか、手にした特大プリンシュークリームにがぶりと噛かみついた。もう片手にはデジカメのようなものを持っていた。

「あたしと舞まい子こさんが平謝りしてたのに、キミ、どこ行ってたのよ。……あ、ＮＧワードは『怖かったので逃げてました』」

「清香さん……相手の退路を完全に塞ふさぐのは、戦略としてはいかがなものかと」

　ビニールシートから起き上がった舞子が、諫いさめているのか煽あおっているのか、よくわからないことを言った。

「えーっと、その」山岡はまたシュークリームをぱくりとやった。「キミたちが沼の真ん中であのおじさんと格闘している様子を、文もん科か省しよう特製のこのデジタル望遠鏡で観察してみたところ、河童かつぱの皿型アンテナではなく、河童禿はげであることを確認。文科省の秘密エージェントとしてはトラブルに巻き込まれないほうが得策だと戦術的判断を下し、戦略的に後退していました。報告、以上」

「望遠鏡とか持ってるなら！」

　清香は山岡ににじり寄った。

「最初から使えばいいじゃんっ！」

「ああ、なるほど。でも、雨が降っていたので、できれば使いたくなかったというわけで。支給された備品の修理費は自前なので」

「……まったく。最初から変というか怪しいというか胡う乱ろんというか怪け訝げんというか。だいたい、なによ、水中用Ｓ＆Ｍって。馬ばっ鹿かじゃないの。明日から期末テストだっていうのに、適当な情報、持ってくるな！　ちょっとこっちに来る！」

　清香は山岡の首根っこをつかまえると、そのまま十メートルばかりずりずりと引きずった。舞子に聞こえないように声を潜め、

「わかってる？　キミとちがって、舞子さんは真面目まじめにＳ＆Ｍを回収しようとしてるの。亡くなったおじいさんとの大事な約束だから」

「いや、僕も文部科学省存在禁止文化財課の秘密エージェントとして、極めて真面目に……」

　清香の気迫に押されて、山岡は途中で黙り込んでしまった。

「とにかく。これからはちゃんと吟味して精査して選別して確度と精度の高いネタを持ってくること、いい？」

「あのー」

「うわっ」

　いきなり後ろから舞まい子こに声をかけられ、清さや香かは飛び上がった。

「ま、舞子さん、いつの間に……」

「これを」

　舞子が差し出したのは、大きなバスタオルだった。

「まだ濡ぬれてます。早く拭ふかないと風か邪ぜをひいてしまいますよ」

「は、はい」

「それから、あまり山やま岡おかさんのことは責めないでください。今日のことも、成果はありませんでしたけど、私……楽しかったです」

「……舞子さん」

　受けとったタオルを広げ、清香はそれを上半身に巻きつけた。



　……ふんわりとして暖かかった。



    

  
    
      
【ＰｉＰｉｔ!!01】

「新たな敵!?　と恐るべき『特別課外授業週間』」
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　河童かつぱ沼での騒動があった翌日。

　一学期期末試験の初日。

　午前中でテストが終わり、清香は舞子と一緒にお昼ご飯を食べることにした（山岡が一緒に来たそうな顔をしていたが、完全に無視した）。

　場所は舞子のリクエストに従い、駅前の大型ショッピング・ビル＝ギャラクシーの最上階、その「味の特選街」にある「パスタのタバサ」。清香は本当はカルボナーラが食べたかったのだが、舞子が注文したのを見て、自分もペペロンチーノを頼むことにした。

　ペペロンチーノは「油臭く」て、あまり好みではないのだが、舞子と同じものを食べていると思ったら、それも気にならなかった。

「……でも、ホント、ダメだったんですよ」

　食後のアイスマンゴー＆フルーツパッション＆アボガドティーをずずーっと啜すすりながら、清香は舞子に愚痴をこぼした。

「山やま岡おか君のテキトーな情報のせいで、昨日やる予定だった一夜漬け作戦も不発に終わって、今日のテスト、みんなダメですよ。もう最悪。明日は苦手な数学が入ってるし……」

「……ごめんなさい」

　抹茶ラテを飲んでいたストローを口から離すと、舞まい子こはぺこりと頭を下げた。

「Ｓ＆Ｍ回収はそもそも私の願いです。それに清さや香かさんをつき合わせたせいで、大事な勉強時間を奪ってしまって……」

「えー、そういう意味で言ったのではなく」

　清香は慌あわてて両手を振り回した。

「本当にごめんなさい。……そうだ、こうしませんか、清香さん」

　舞子が顔を上げた。

「私、数学なら多少、得意です。今日は私の家で勉強会をしましょう。清香さんが構わないなら、今晩は私の家に泊まる、ということでどうですか？　それなら寝るギリギリまで勉強できますし……どうですか？　お泊まりの勉強会、ということで」

「お、と、ま、り？」

　舞子の言葉に、清香は頭の芯しんがじーんっと痺しびれた。



　えへへ。



「どうですか？」って。

　どーも。

　こーも。

　あるもん、か。

　数学とか勉強とか期末試験とか……そういうものは（ぐーっと遠くの）こっちに置いておいて。

　お泊まりで勉強会。

　舞子さんとお泊まり。

　初めての、お泊まり。

（やべえマジで心臓がバクバクいってきたよぉ！）

「あ、あの……顔色が悪いみたいですけど、大丈夫ですか、清香さん？」

「は、はい。だ、だだだだだ大丈夫でやんす」

「？」

（はっ。今、あたし、『やんす』って言った？　なに、『やんす』って？）

　慌てつつも、清香の脳の一部は本人が制御不能な速度で無制限に勝手なイメージを生成していた。

　……お泊まりお泊まりお泊まり……泊まるって舞子さんの部屋で？　あ、でも舞子さんの家は広くておまけにひとり暮らしだから部屋は余ってるけど。いやいやいや優しい舞子さんのことだから、別々の部屋に寝るのも淋さびしいでしょうからどうぞ私の部屋で一緒寝てください。いやだ、きゃっ。でも布団ふとんはさすがに別々だよなぁ。いやいやいやいや待て待て待て。こういう作戦はどう？　舞まい子こさん、それじゃあお休みなさぁぃ。あ、布団に花瓶の水をうっかりこぼしてしまった（ここちょっと棒読みで）。これじゃあ寝られなぁい。困りましたね、清さや香かさん。わかりました。少し狭いですけど、私の横に寝てください。むっはー。消える部屋の電気。初夏の夜に少し汗ばんだ舞子さんの首筋。ふと触れてしまうあたしと舞子さんのくるぶし！　いやいや、ちょっと。なにか大事なことを忘れている。パジャマ？　舞子さん、寝るときはパジャマ？　いや、その線に突き進む前になにかモワモワ考えていたことがそうだお風ふ呂ろ！　寝る前にお風呂、入るよね？　一緒に？　いやいやそれはないし。あたしもそういうことは望んでないけど、もしひとりで先に入ってて、そこへ舞子さんが背中でも流してあげましょうかって……。

「……清香さん」

「……はい」

　舞子の呼びかけのお陰で、清香はなんとか「こっち側」に帰ってくることができた。

「支度もあるでしょうから、ここでいちど解散して……ええと、三時くらいに私の家に来てください。それでいいですか？」



　えへへ。



    

  
    
      



    

  
    
      「いいですか？」って。

　いーも。

　悪いも。

　……っと。また妄想の無限ループに突入しそうだったので、清さや香かは慌あわててブレーキをかけた。

「わかりました。それじゃ、三時に」



　　　２



（幸せって……いつ降ってくるかわかんないんだなぁ。えへへ、まるで隕いん石せきみたいに）

　駅前で舞まい子こと別れた後、清香は信じられないスピードで家まで走って帰り、支度を始めた。

「ええと、歯磨きセットとタオルと着替えとＤＳＬｉｔｅと、それから一応、勉強道具も、と。……あ、パジャマどうしよう？」

　パジャマは散々悩んで、いちばん無難そうなボーダー柄の半はん袖そでカットソーとハーフパンツがセットになった、ルームウェアを鞄かばんに詰め込んだ。

「あ。泊まるんなら、お父さんに電話しなきゃ」

　清香は父、正まさ晴はるの職場……星ほし祭まつり警察の刑事課に電話を入れた。父はそこで刑事課長を務めている。舞子の家で泊まりで勉強するということを伝え、慌てて家を出た。

「こんにちはぁ。えへへ、来ちゃいました」

「いらっしゃい」

　玄関に出迎えに現れた舞子は、上はノースリーブの白いポロシャツ、下は細身のクロップドパンツをはいていた。夏らしい、涼しげな格好だった。

「おジャマしまーす。あー、相変わらずですねぇ」

　舞子の家に来るのは、半月ぶりくらいになる。舞子の家……彼女の亡くなった祖父の家には、そのコレクションがそのまま残されている。古今東西の鎧よろいやワニの剥はく製せいや爆撃機の照準機や変な形の壺つぼや上下のよくわからない抽象画や深海魚の標本といった代しろ物ものが、あちらこちらに転がっていた。

　何体もの鎧が並んだ廊下を通り、居間、そしてその続きの和室に通された。ここが今日の勉強会の会場、ということらしい。

「どうぞ、ごゆっくり。今、冷たいものでも持ってきますね」

（ふふふ、ここが舞子さんとあたしの愛の巣か……）

　清香が頭の中をピンクに染めていると、お盆に麦茶を載せて舞子が戻ってきた。

「それじゃあ、清香さん。早速、勉強、始めましょう」

「早速、ですか？」

「早速です。数Ⅰの教科書とノートを開いてください。いえ、その前にこの問題集を解いてみてください。まずは二次関数の最初のページから」

「は、はい……」

　それから十五分が経過し……。

「……二十五点。まったく話になりません」清さや香かの解答を採点すると、舞まい子こはきっぱりと言いきった。「これでは、ダメです」

「ま、舞子さん……」

　答え合わせのされた問題集をじっと睨にらんでいるうちに、清香の頭にぴっと電気が走った。

「舞子さん！　すごくいいアイデアを思いつきました。明日のテスト、Ｓ＆Ｍを使うんです。まず、数学の得意な舞子さんが十五分くらいでちゃっちゃとテストを終わらせて、その後、あたしがアンテナを刺して、Slaveスレイブになります。あたしの身体からだをコントロールして舞子さんが答案を書いてくれれば、百点まちがいなしです！」

「……」

「……ダメですかね」

　清香は舞子にすがるような視線を向けたが……。

「清香さん」

「……はい」

「そんな顔してもダメです。Ｓ＆Ｍを悪用するのは禁止です。自力でできるようになるまで、なんどでもやります」

「……はい」

　舞子のスパルタぶりは凄まじく、午後六時半の夕食まで休みなく勉強タイムが続いた。

　夕食のメニューはカレーだった。清香が来る前にすでに舞子が調理を済ませていたらしく、勉強が終わるとすぐに食事になった。「夕飯作るの手伝いまーす」といって、多少は勉強がサボれるはず、という清香の予想は完全に外れた。

「あのー、舞子さん。ご飯食べた後も、また勉強ですよね？」

「当然です」

「そうですか……」

　清香は半泣きになりながら、スプーンを口に運んだ。

（うぅぅ。舞子さんの手作り料理を初めて食べられた記念日なのに……脳が疲れ果てていて、味がわからない……）

　夕食の後も勉強は続いた。そして九時ちょうどになると……。

「勉強はここまでにしておきましょう」

　そう言って、舞子はぱたんと問題集を閉じた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいの清香は「やったー！」と喜ぶ……気力も残っていなかった。

「も、もう、寝てもいいですか……あたし、脳にちょっとキテて。前頭葉と海かい馬ばがズキズキと……」

「そうだろうと思いました。いくら勉強しても、明日の試験で力を発揮できないと意味がないです。なので、これからは明日の試験に万全な態勢で臨のぞめるようにリラックスタイムにします」

「リラック……スタイム」

（まさか……お風ふ呂ろ？　ふたりで？）

　清さや香かが勝手にドキドキしていると、舞まい子こは立ち上がり……部屋の電気を消した。

「あの……なにを始めるんですか？」

「少し辛抱してください。明るいところだとできないことなので」

「……！」

「すいません。私がいいと言うまで、しばらく目を閉じていてください」

「は、はい」

　清香はありったけの力を込めて瞼まぶたを閉じた。あまりに力を入れすぎて、こめかみのあたりがキンキン痛くなった。



（………………）



　緊張が極限に達していたせいか、なんの妄想も膨らまなかった。舞子の言葉だけをただ待って、清香はじっと目を瞑つぶっていた。



「いいですよ、清香さん。目を開けてください」



「はい……うわっ」

　ついさっきまで勉強に使っていた座卓の上に、十数本の太い蝋ろう燭そくが並んでいた。橙だいだい色いろの炎が、正面にいる舞子の顔、そして部屋の壁に不規則な影を作っていた。

「なんですか、これ？」

「怪談用のセッティングです」

「えーと」清香は首を捻ひねった。「前後がよくわかんないんですけど、なぜにいきなり怪談なんですか？」

「昔……私が子供だった頃ころ。この家の主あるじだった亡くなった祖父が、私によく怖い話をしてくれました」

「はい」

「怖い話を聞いた夜は、とても寝つきがよかったことを覚えています。それに夏ですから」

（夏ですからって。ていうか、子供ってたいがい寝つきいいし……ん、待てよ待てよ。怪談を聞く→あたし、怖がる→……きゃあ怖い舞子さん→がしっとしがみついて→よちよち怖くありませんよ清香さん……ってその手があるかっ！）

「……怪談、聞かせてください。舞子さん」

　清さや香かはずずっと、身を乗り出した。

「はい。これはその祖父に聞かせてもらった話なのですが……」

　雰囲気を出そうとしているのか、舞まい子こは急に声を潜めた。

「昨日行った、あの河童かつぱ沼を舞台にした怪談なんです。あの沼は昔、ただの野原だったそうです。そこにある日、空から鬼が落ちてきたといいます。鬼が落ちた勢いで大きなくぼみができて、そこに後で水が溜たまって沼になった、と」

「ふむふむ」

「鬼は自分が落ちた場所に宝を埋めて、遠くへ旅立つことにしました。けれど、宝物を誰だれかに盗とられないかと心配になりました」

「そうですよね。宝物ですもんね」

　清香は相あい槌づちを打った。

「そこで鬼は旅立とうかどうしようか、十年悩んだといいます。そうしているうちに、くぼみに水が溜まり、沼になりました。そうなると、もう宝物が盗られる心配はありません」

「ま、そうですよね」

「でも、鬼はそれからまた十年悩んだといいます」

「なんかウジウジしてますね、鬼のくせに」

「そういう性格の鬼だったんだと思います。……それで。いつの間にか沼には、河童が住み着くようになっていました。鬼は河童にキュウリを与えて、沼の底の財宝を守り続けるように命令したといいます。それでようやく安心して、旅に出た、と」

「なるほど」

「その後、財宝を狙ねらった者たちが沼を調べようと近づきました。ところが鬼の言いつけに従った河童に水に引き込まれ、みんな、殺されてしまったといいます」

「……ふむふむ。ええと、それで？」

「……おしまい、です」

「……」



　……一ミリも怖くない。



　抱きつきようがない。



（ていうか怪談とかじゃなくて、単なる昔話だし）



「舞子さん。あたし、ちょっとトイレに行ってきます」

　トイレに行きたくなっていたのは本当だが、清香は「作戦タイム」をとろうと考えた。舞子はまだ他ほかの怪談を用意しているのかもしれないが、一発目があの調子では、続編もたかが知れている気がした。それでも無理やり怖がるとするなら、それなりに心の準備が必要だ。

「……て、それはいいけど、ちょっと、暗いんですけど」

「怪談」をしていた和室、その隣の居間だけではなく、そこを出たところの長い廊下も真っ暗だった。スイッチを入れても電気がつかない。舞まい子こは雰囲気作りのために、家ぜんぶのブレーカーを落としてしまったようだ。

「真っ暗じゃトイレにも入れない」

　舞子には悪いが、勝手にブレーカーを戻すことにした。前にも訪ねているので、この家のことはよく知っている。確かブレーカーは風ふ呂ろ場ばと続いた洗面所にあったはずだ。

　鎧よろいの並ぶ廊下を進み、玄関脇わきから台所のほうへ曲がって、その手前にある洗面所に入る。

「ええと、ブレーカーは……あった」

　背伸びをして、清さや香かがブレーカーのレバーに触れようとした、そのときだった。



　……こつん。

　なにか音がした。



　……こつん。

　また、だ。

　風呂場のほうから音が聞こえる。

「誰だれ？　誰かいる？」

　呼びかけてみても返事はなかった。

　サッシの向こうは暗いままだ。風呂場にひとの気配はないようだが……。



　……こつん。



　風呂場ではなく、その外……裏庭に面した窓が音を立てているような気がした。

　清香は思いきって、サッシ戸を開けた。暗い風呂場に足を踏み入れると、そのまま窓を開いた。

「誰かいるの！」

　暗い庭に向かって、そう呼びかけた。すると、植え込みががさがさと揺れた。

（……え？）

　植え込みから、なにか黒い影が飛び出したのが見えた。ちょこちょことした足どりで家の角を曲がり、あっという間に玄関のほうへ走っていってしまった。

「……動物？　お化け？　妖よう怪かい？」

　暗くてよくわからなかったが、その逃げてしまった「もの」は、人間のシルエットには見えなかった。全体に丸っこく、頭は人間の何倍も大きく、角だか耳だか尖とがっていて……。

　清香は窓から身を乗り出した。もう見つからないだろうと思いつつも、「丸っこいもの」が逃げていったほうを見ると……。

「……ひゃっ」

　木の横に別の人影が見えた。

　怖さと戦いつつ、清さや香かはじっと目を凝らしてみた。

　さっきの「丸っこいもの」とはまた別の誰だれかだ。全身黒ずくめ。頭からすっぽり頭ず巾きんだかフードだかをかぶり、身体からだ全体をマント……みたいなもので覆っている。

「……あ、あのー、誰ですか」

　勇気を振り絞り、清香はその人物に声をかけた。

　その瞬間。誰かに背中から肩を叩たたかれ、清香の心臓は止まりそうになった。

　振り返ると、そこにいたのは舞まい子こだった。

「清香さん、どうしたんですか？　まだお水も入れてないし、沸かしてないですから、お風ふ呂ろ、入れないですよ」

「舞子さんっ！　今、そこに、その庭に！　変な怪しい怪け訝げんで不審な！　人影が！」

「……人影？」

「そうだ！」清香は急に声を潜めた。「ふたりいたんです。ひとりは逃げちゃったけど、もうひとりは、あそこの木のところに……あれ？」

　清香がまた窓から顔を出してみると、木の横にいた「黒ずくめ」はすでに姿を消していた。舞子も清香と並んで、庭に首を突き出した。

「……あそこにいたんですか？」

「はい。なんか全身真っ黒で細いシルエットの……それから、それとは別に丸っこいのが一足先に逃げていって」

「……そうですか」

　そう言ったきり、舞子はじっと裏庭を見つめたまま動かなかった。清香もしかたなく彼女につき合って、暗い庭を黙って眺め続ける羽は目めになった。

（……あ）

　とても大事なことを忘れていた。

（せっかく怖い目に遭あったのに、舞子さんに抱きつくの忘れたぁ～）

　今からでもなんとか……いやいや、さすがにそれは不自然……でもでも、こう、そこは迫真の演技でどうにか……ならないかなぁ……などと清香が悩んでいると、

「清香さん。なにか聞こえませんか」

「え？」

　清香は反射的に窓から身をぐっと乗り出した。

「ちがいます。外からじゃなくて……」

「？」

　ようやく舞子の言っている意味がわかった。

　風ふ呂ろ場ばの外、廊下からなにか音が聞こえてくる。ぎぃぎぃ……古い床板が鳴っている音だ。誰だれかが近づいてくる。

（あの丸っこいヤツ？　それとも黒ずくめのほう？）

　清さや香かは本気で怖くなって、舞まい子この二の腕をぎゅっとつかんだ。「大丈夫ですよ」というように、舞子は清香の肩をぽんと叩たたいた。

　床が鳴る音は、どんどん大きく、そして近づいてくる。

「ここにいてください」

　清香にそう言うと、舞子は風ふ呂ろ場ばから洗面所に出た。そして、ブレーカーを上げた。

　みしぃ。

　また、すぐ近くで音がした。

（な、なんとかしなきゃ。舞子さんを守らなきゃ！）

　怖さを乗り越えて……というか体当たりして粉砕して……清香は風呂場を飛び出し、そのまま洗面所も駆け抜けて廊下に出た。

　それと、廊下の灯あかりが点いたのが同時だった。

「……なにしてんの？」

　そこにいたのは、ぽかんと口を開けた山やま岡おかだった。

「……山岡さん？」

　清香に続いて、舞子も廊下に出てきた。

「山岡君だったのね？　丸っこいカッコしたり黒ずくめになったりひとり二役したり、そんなに忙しいことしてまで、あたしたちのこと脅かしたかったわけ？　なんの嫌がらせなの？　正直に言いなさいよ！」

　と、清香が凄すごんでみせたが、山岡はきょとんとした顔のままだった。

「……なんの話？」

「また、とぼけて……今、たった今、裏庭、ウロウロしてたでしょ？　あー、わかった。お風ふ呂ろ覗のぞこうとしてたんだ」

「知らないって。庭とか行ってないもん。玄関からまっすぐここに来た。いやー、真っ暗だからなんかあったのかと思って、心配しちゃったよ」

　清香は考えた。山岡はいい加減でウザい性格だが、つまらない嘘うそをつくタイプでもない……本人が庭にいないと主張している以上、それは本当なのだろう。

「山岡君。玄関から入ってきたとき、誰かとすれちがったり見かけたりしなかった？」

　山岡は「ううん」と首を横に振った。

「そうなんだ。あ！　玄関からって、どうやって入ってきたのよ。カギ掛かってたでしょ？　ていうか、そもそもなんの用事があって来たのよ」

　清香がまた凄むと、山岡は、

「え？　玄関のカギ、開いてたけど？　なにしに来たって？　美み倉くらさんが彩さい原ばらさんの家で珍しく勉強してるって情報をキャッチしたので、差し入れにとてつもなくうまいケーキを……あ、その美倉さんが今、踏んづけてるヤツがそのケーキです」



　　　３



　その後、清さや香かと舞まい子こ、そしてついでに山やま岡おかも裏庭に出て、あたりを調べてみた。今日は一日天気がよかったせいで地面も乾き、足跡らしいものは見つからず、他ほかにもこれといった手がかりは発見できなかった。

　それ以上調べる手立てもなく、清香たちは家の中に戻った。「差し入れに来ただけ」という話は本当だったようで、山岡はすぐに帰っていった。

「不審な影を確認した以上、ボディガードの必要があります！」

　そう言って、勢いのまま、清香は舞子の部屋で一緒に寝ることにした。だが、昼間の勉強に疲れ果て、舞子のベッドの横に敷いてもらった布団ふとんに横になった瞬間、スイッチが切れたように寝入ってしまった。

（一生の不覚……舞子さんの寝顔を見ることもできなかった……）

　とはいえ、舞子のシゴキのおかげで、翌日のテスト、数学はそこそこの成績をとることができた。

（ったく、ついてるんだか、ついてないんだか……）

「お泊まり」の勉強会は「幽霊騒動」の日だけだったが、次の日からもテストの後、舞子と一緒に勉強をした効果があったのか、期末テスト全般、清香にしては健闘することができた。

　その期末テストが終わった翌日……。



　制服に着替えを済ませ、食堂に入った清香の鼻に、ぷーんと香かぐわしい匂においが忍び込んできた。

「あー、いい匂い。お父さん、なに作ってんの？」

　カウンターの向こうのキッチンで、正まさ晴はるが煮立つ鍋なべの前にいた。

「鶏とり肉にくの中ちゆう華か粥がゆ。玄米だから身体からだにいいぞぉ」

　そう言って笑った正晴の顔に、清香はどきりとなった。物心ついて以来、ず――っと眺め続けてきた正晴の顔だが、未いまだにちょっとでも油断していると……来る、ことがある。

　清香の父は警察官で、星ほし祭まつり署刑事課の刑事課長を務めている。

　仕事柄、なのか……その顔は恐い。

　かなり恐い。

　広い額にきっちりオールバックで決めた髪。目は細いが妙に眼光が鋭い。薄い唇に口くち髭ひげ。

　実の娘である清香から見ても……やはり恐い。とても恐い。どんな凶悪犯も、取調室に入ってきた正晴の顔を見ただけで、ペラペラ自白するという。

　だが、その心は天使のように清く美しい。娘の清香がそう言うのだから、まちがいない。

　犯罪を憎み、平和な世界を望み、家族を愛する。

　仕事の都合で家を空けることも多いが、その分、仕事が多少暇なときは、清香が担当すると決めている家事もばりばりこなしてくれる。掃そう除じ洗濯はもちろん、高い材料を買ってくるという欠点を除けば、料理もプロ級だ。母を幼い頃ころに亡くした清さや香かだったが、父がいてくれたせいで、寂しいと思うことはなかった。

　……顔は恐いが。

「よし、出来上がり、と。調味料出しといてくれ」

　最後の仕上げに、清香が醤しよう油ゆとお酢をちょこっと鍋なべに注いだ。さらに香りが際きわだち、清香のおなかがグググゥと鳴った。

「いただきまーす」

　清香と正まさ晴はるは手を合わせ、食事を始めた。

「……あれ？　清香、おまえ、なんで制服、着てんの？　今日、学校？　テスト、昨日で終わったんじゃないのか？」

「あー、それは……はふはふ……うまい、はふ、熱い……よくわかんないけど、来週から『特別課外授業週間』ていうのがあって、今日はその説明会なんだ。だから登校日。明日から三日間はお休みで、週明けから、その課外授業週間ってわけ」

「ふーん。試験休みはないのか。で、そのなんとか週間てなにすんだ？」

「なんだっけな？　確か、みんなでプラネタリウム行ったり、町の史跡巡りしたりとか、そういう行事が目白押しみたいよ？」

「そうか。いいなぁ、楽しそうで。お父さん、こっそりついてっちゃおうかな」

「……」

「……冗談だよ」

「……よかった」

　清香は心底、安心した。以前、三者面談で正晴が学校に来た際、その顔を見て、女子生徒がパニックを起こした。

「行きたいけどさ」

「行きたいの？」

　清香はまたギクリとなった。

「……行きたいけど、行けないよ」正晴は拗すねて、子供のように頬ほおを膨らませた。「先週から変な事件が続いてて。なんか、あれ、思い出したよ。おまえの担任だった花はな沢ざわ先生の事件。似てるんだよなぁ、なんとなく」

「花沢先生」と聞いて、清香は口に運ぶスプーンを止めた。

「花沢先生の事件」というのは、先月、この星ほし祭まつりで起きた連続傷害事件のことだ。清香の担任だった花沢がその被害者だった。その陰には実はＳ＆Ｍの存在があり、清香と舞まい子この手によって事件は解決された。だが、その事実を知る者はごく少数だ。警察においては、犯人は未いまだ検挙できず、事件も未解決、ということになっている。

「で、お父さん、どんな事件なの？」

「……ダメ」

「え？　なにが？」

「捜査上の秘密だから」

「ちょっとだけでも？」

　正まさ晴はるがその鬼よりも恐い顔で清さや香かのことを睨にらみつけた。

（……お、恐ろしい。で、でも、負けちゃダメだ。なんかＳ＆Ｍと関係のあることかもしれないし……）

　清香は顔面のあらゆる筋肉にぐっと力を込めた。

（ここは舞まい子こさんのために……恐いけどぉ）

「……ま、ちょっとならいいか」根負けしたのか、正晴がおもむろに口を開いた。「捜査の進展状況とかじゃなくて、事件のあらましくらいなら。いや、そもそも事件といえるのかどうか……いいか、話しちゃえ」

「お父さん、ありがとう！　このご恩は一生……」

「いや、そんなふうに言われても。……事件なのかどうか……苦情みたいなものはたくさん届いてるんだが……清香、おまえ、『トンガリ君』って聞いたことないのか？」

　正晴に尋ねられ、清香はぽかんとなった。

「……『トンガリ君』？　アイス？　それともお菓子？」

「いや」と正晴は首を横に振った。

「人間。いや、怪人だ」

「怪人？」

「最近、この星ほし祭まつりで暗躍している怪しい人物がいるんだ。いつの間にか、トンガリ君ていう名前がついているらしい」

「全然知らなかった」

「うーん、そうか。小学校や中学で流は行やってる『都市伝説』らしいからなぁ」

「で、そのトンガリ君て、なにするわけ？」

「うーん」としばらく唸うなった後、正晴は、

「いや、特になにも」

　と、答えた。

「なにも？」と、清香が聞き返すと、

「警察が動くようなことは、なにもしてない。それ以外のことなら、いろいろしてるんだ。たとえば……」

　正晴はトンガリ君のしでかしたことを語り始めた。

　ある夜。

　星祭中学に通う女子中学生のＫ・Ｗさんがコンビニから出てきたら、トンガリ君がゴミ箱の向こうから、じっと様子を窺うかがっていた（ちなみに様子を窺っていただけ。Ｋ・Ｗさんがじっと睨み返すと、すぐにどこかに行ってしまった）。

　別の日の深夜。

　トンガリ君はバス通りにある岩いわ松まつ時計店のシャッターをがたがた揺すっていた。

　また別の日の夜。

　トンガリ君はギャラクシーの駐輪場の自転車を片っ端から蹴け倒たおしていた。

　またまた別の日の夜。

　トンガリ君は地面に這はいつくばると、自販機の下に手を入れて、「うんうん」唸うなっていた（落ちている小銭を探していた？）。

「……ええと、そんだけ？」

　清さや香かは拍子抜けしていた。「怪人」とか「暗躍」とかいうから、どんな恐ろしい話になるかと期待していたら……。

「いや、でも、それだけじゃないんだ」清香の失望に気づいたのか、正まさ晴はるが慌あわててつけ加えた。「噂うわさレベルなら、他ほかにもいろんな話があるんだ」

「どんな？」

「ええと……トンガリ君は空を飛ぶ。だけど、高度二百メートルに達すると気圧の関係ですぐに墜落してしまう」

「……」

「深夜零時にお祈りすると、憎い相手に呪のろいをかけてくれたり、枯れた花をまた咲かせたり、それから……」

「お父さん！」

「ん？」

「ごめん。……もういい。……あ、ちょっと待って。そのトンガリ君の話、どこが花はな沢ざわ先生の事件と似てるの？」

「それがな……」正晴は声を潜めた。「これはまだ外には漏らしてないんだが……犯人はパーカーのフードをすっぽり被かぶってたらしいんだ。それで顔はよく見えなかったと」

「フードをすっぽり？　この暑いのに？」

「うん」と正晴は答えた。「で、目撃者の証言によると、そのフードっていうのがちょっと変で。まるで頭に角でも生えてるみたいに、尖とがってたっていうんだ」

「……頭に角？」

「花沢先生のときも、ほら……犯人はみんなチョンマゲしてたとか、そんな情報があっただろ？　お父さん、そのこと思い出して」

（頭に角……それって、もしかして……）

　テーブルをばんっと叩たたいて、清香は派手に立ち上がった。

「お父さん！　もっと詳しい話、教えて！」
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　清香はドアに手をかけると、音を立てないように、そーっと開いた。

　……遅刻した。

　父との話に夢中になって、家を出るのが遅れてしまったためだ。おまけに途中で自転車がパンクした。

　ドアを半分ほど開くと、清さや香かはこっそり一年Ｃ組の教室に入り込んだ。後ろのほうにいた生徒たちが清香に気づき、ニヤニヤ笑っていた。

「……ん？」

　体育教師の三み郷さと由ゆ加か里りが、黒板になにか書いているのが見えた。

　由加里はこれまで一年Ｃ組の臨時担任だったが、担任の花はな沢ざわが退職してしまったため、少し前から正式なクラス担任となっていた。

「……え、なに？」

　清香は足音を殺し、教室の真ん中にある自分の席までどうにか辿たどり着いた。気のせいではないらしい。近くにいた生徒たちが自分のことを見て、なにか笑っている。清香の隣の席にいる、鹿か山やま一いち郎ろう太た……ナスそっくりでいつでもボンヤリしている、清香の図書委員仲間まで、笑いを堪こらえているような表情を見せていた。

（感じ悪いなぁ……なんなのよ）

　と、清香があたりをぐるっと見回すと……

「あっ！」

　みんなのニヤニヤ笑いの理由がわかった。

　黒板の真ん中にでかでかと「美み倉くら清香」と名前が書かれていた。その脇わきには「祝！　決定！　特別課外授業週間担当委員！」と添えてあった。

「なに、特別課外授業週間担当委員って！」

　清香が思わず叫さけぶと、由加里がくるりと振り向いた。

　清香と由加里の視線がぴったり合った。

　……由加里は小さな頭に長い手足、九等身は軽くクリアしていて、そのプロポーションはモデル並だ。顔もきれいだ。だが……そのファッションセンスが壊滅的で、いつでもギャラクシーの特売ワゴンに並んでいる、異常にセンスの悪い服ばかり着ている。

　今日は緑色の巨大なトンボが胸に張りついている、ピンク地のスウェット姿だ。

「美倉さん！」

「は、はい」

　遅刻してきたことを思い出し、清香は背筋を伸ばした。

「あらあらあら？　美倉さん、足が速いからさっきまでいなかったはずなのに一瞬でその席に現れた？」

　意味がよくわからない。翻訳するなら「さっきまでいなかったはずなのに一瞬で現れたのは足が速いせい？」となるが、それでもなにかまちがっている。

　由加里の日本語がおかしいということは清香も以前から知っていたが……言語、というより、その思考プロセスそのものが常人とちがうらしい。

「あの……」

　遅刻のことは忘れられている展開にほっとしつつ、清さや香かはそれ以上に不吉な予感を覚え、由ゆ加か里りに呼びかけた。

「その……黒板のそれ……あたしの名前が書いてあるのは、いったい、なんなんでしょうか？　立候補した覚えはないんですけど」

「これのこと？」

　由加里がぱんっ、と黒板……「美み倉くら清香」と書かれたあたりを叩たたいた。

「それです。その特別課外授業週間担当委員っていうのが」

「この特別課外授業週間担当委員？」

「そうです。その特別課外授業週間担当委員のことです」

　由加里はぽりぽりと頭を掻かき、

「美倉さん、ひとつ提案があるところなんだけど」

「はい」

「省略して特別委員、でいい？」

「いいです。舌を噛かみそうで、あたしもちょっと怖かったです」

「よかった。じゃ、美倉さんが特別委員で決定、ということで正式に。これでせっかく推薦してくれたひとも大満足でしょ」

「え？　そうじゃないですよ！」清香は慌あわてて抗議した。「あたしが『いいです』って言ったのは特別課外授業週間担当委員を特別委員って省略するって話で……」

「ダメダメ。もう決定してしまったところに決まったから。そこまでにして特別委員がイヤならば、今からでも陸上部に入ってくれるなら、多少の汚い手を使ってでもなんとかできるところにあるかも」

「陸上部はイヤです」

　清香はきっぱり断った。無駄に身体能力の高い清香は、以前から由加里に（彼女が顧問をしている）陸上部にしつこく入部を誘われていた。

「ていうか、先生。いったい、どこのどいつが、あたしのことを特別委員に推薦してくれちゃったわけですか？」

　由加里はその長い腕をぐんと伸ばし、清香の斜め後ろの席を指さした。

「……え？」

　その先には舞まい子こがいた。にこっと笑って、清香の顔を見返している。

「……そ、そんな、舞子さんが？　どうしてまた……」

「彩さい原ばら舞子さんは」由加里が言った。「『特別委員には立派な人材を必要としています』というワタクシのリクエストに、すかさず美倉さんを推薦してくれたという有様なので」

（……ま、舞子さん。よりによって由加里先生の言うことを真に受けるなんて……）

　舞子の後ろの席にいた山やま岡おかが、清香に手を大きく振って、

「注目！　注目！　僕も票集めに駆けずり回ったから！　ちゃんと感謝して！」

（おまえ、また、余計なことを……）

　ぎろっと睨にらみつけたが、山やま岡おかは相変わらず、無邪気に笑っているだけだった。



（舞まい子こさんには怒りをぶつけられないので……山岡、潰つぶす）
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　結局、清さや香かは特別課外授業週間担当委員、略して特別委員を引き受けることになった。クラス全員が注目している前で、頑固者（というか理屈がまったく通じないというか……）の三み郷さと由ゆ加か里りとゴチャゴチャやり合うのは、いくらなんでも気が重すぎた。

　相手が由加里でなかったとしても、そもそも清香は誰だれかと揉もめたり、争ったりすることは苦手だったが……。

（まぁ、舞子さんの推薦ってこともあるし……ここは縁起物、ということで）

　その後、特別週間のオリエンテーションはすぐに終わり（清香が来る前に説明はあらかた終わっていたらしい）、清香は舞子と一緒に教室を出て、校舎の一階に下りた。事務室や職員室の前を通って、図書室に向かう。

　途中、清香は、特別委員のことで舞子に文句のひとつも言ってやろうかと思っていたのだが……

（ダメだ。舞子さんの顔、見てると文句とか抗議とか謝罪要求とか……あぁ、それはもう無理無理）

　廊下の奥の大きな扉を開くと、ひんやりとした空気が清香たちを迎え入れた。

　清香はここで図書委員を務めている。……特に読書好き、というわけでもない清香が委員になったのには、ひとつ、理由があった。

　……この図書室が好きだったからだ。

　生徒数など、学校の規模からすると、星ほし祭まつり高校の図書室はかなり広い。広さはともかくとして、清香が気に入っているのは、その絶妙な「暗さ」だ。本を傷めないための配慮なのだろうが、開架式の書庫は窓が小さい。高い天井からぶら下がった頼りない照明のせいもあって、本棚と本棚の間にいると、まるで海の底にいるような気分になる。閲覧室も手元のランプを使って読書するようになっていて、天気のいい日の昼間でも、ぼんやりと薄暗い。入学早々（といってもわずか三ヶ月ほど前のことだが）、偶然、図書室に来た清香はすぐにここが気に入ってしまった。

（……なんか落ち着く）

　特にクラブに入るつもりもなかった清香は、すぐに図書委員になることを決めた。同じクラスのもうひとりの委員が、ナスのヘタみたいな髪の毛を頭に載っけた、鹿か山やまという冴さえない男だったことも、図書室の魅力の前には、特に問題にはならなかった。

　転校してきた舞子もなぜか図書委員になり、自然、特に当番でないときも、図書室が清香たちの学内での溜たまり場となった。

「……あれ、今日、当番だっけ？」

　清さや香かたちの顔を見るなり、貸出カウンターにいた鹿か山やまが声をかけてきた。

「ちょっと自由研究。『資料保管室』にいるから邪魔しないでね」

　そう釘くぎを刺すと、清香は書庫の奥にある、古びた木製の扉を開いた。「資料保管室」というプレートと、その下には「関係者以外立ち入り禁止」の貼はり紙がみがある。

　資料保管室。

　名前だけは立派だが、その実態は図書室で使わなくなったものを放ほうり込んでおく、つまりは物置だった。廃棄処分が決まった昔の百科事典や地図など、図書室の備品だけでなく、壊れた人体模型や錆さびついた譜面台など、なぜか関係ないガラクタまで置かれ、十畳ほどある部屋は、文字通り、足の踏み場もない有様になっていた。

「……ここ、なんか落ち着きますね、舞まい子こさん」

「はい」と舞子が答えた。「自分の家にいるような感じです」

「……」

「あの、清香さん。それで緊急のお話というのは」

「あ、そうだ！　舞子さん、Ｓ＆Ｍについての新情報です。山やま岡おか君の河童かつぱネタとかとちがって、こっちはかなり信しん憑ぴよう性せいがあるんです。今朝、うちのお父さんから聞いた話なんですけど……」

　そう前置きをして、清香は父から聞いた「トンガリ君」のことを舞子に説明した。

「……なるほど。犯人はこの暑いのに頭にフードをすっぽり被かぶっていた、と」

　黄色くなった人体模型の頭を撫なでながら、舞子は清香の情報を反はん芻すうした。

「で、そのフードが変に尖とがってるんですって。それって絶対、頭にアンテナが刺さってるんですよ」

　清香は自分の推理……推測をつけ加えた。

「絶対かどうかはともかく、怪しくはありますね」

「でしょ？　じゃあ早速、捜査開始、ということで。お父さんに聞いて、今までトンガリ君が目撃された場所とかはメモしてきたんで……」

　清香が鞄かばんからメモ用紙をとり出すと、舞子は、

「そのメモだけください」

「え？　なんで？　どうして？」

「清香さんは忙しいでしょう？　特別課外授業週間担当委員になったわけですし」

「えー、そりゃ確かにあたしは特別課外授業週間担当委員になりましたけど」

　舌を噛かみそうになりながら、清香は言った。

「今日もこれから、特別課外授業週間担当委員のミーティングがあるって聞きました。Ｓ＆Ｍのことは、とりあえず私がひとりで調べてみます」

「ダメですよ、そんなの！」

　清さや香かは大声を上げた。

「だって舞まい子こさん、狙ねらわれているじゃないですか！」

「狙われている……？」

「ほら。あたしが泊まった夜。庭に変なのがふたり……たぶん、ふたりだったと思うんですけど、いたじゃないですか」

「はい」

　舞子の声が心なしか、小さくなった。

「あれ以来、ずっと気にしてるんですけど……誰だれかが舞子さんのことを狙ってるんじゃないかと思って。今朝、お父さんの話を聞いて、この街にまたＳ＆Ｍのオーナーが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしてる可能性アリってわかったし……」

「ああ、なるほど」舞子がうなずいた。「つまり、前の『チョンマゲ事件』のときと同じように、その『トンガリ君』のＳ＆Ｍオーナー……だったとしたら、ですけど……が、また先手を打って、こちらを狙っていると」

「その通りです！」

　きっぱり断言したものの、清香にも確信があるわけではなかった。トンガリ君が本当にＳ＆Ｍのオーナーなのかわからないし、その犯人が舞子のことを狙っている、というのはかなり飛躍した話だ。それはわかっているが……。

（舞子さんを不安にさせるのは忍びないけど、この機に乗じて『舞子さんをガードする！』って建前で無理やり押し倒して……いや、押しきって、さらにふたりの距離を詰めて詰めて……）

「実は……」舞子がぼそりと言った。「気のせいかもしれませんけど……」

「はい？」

「ここ最近、誰かにつけられているような、監視されているような……そんな気がしてるんです。あれから、家ではなにもないんですけど。学校の行き帰りとか、なにか視線を感じて……振り返ってよく見ても、誰もいないんですけど……この前の河童かつぱ沼のときも、誰かにつけられているような気がして……」

「で――――――っ！」清香は思わず奇声を上げた。「それ、マジで大変じゃないですか、事件じゃないですか！　ストーカーじゃないですか！」

　自分で切り出した「舞子さん狙われてますよ疑惑」だったが、いざ、舞子の口からそれが可能性だけの話でないと聞くや、清香の心は不安ではち切れそうになった。

「わかりました。舞子さん、こうしましょう。なんとか理由を捏ねつ造ぞうして、うちのお父さんに頼んで警備を出してもらいます。完全武装の警官隊……いやいや、ＳＡＴを。ＳＡＴがいいですよ。ＳＡＴってなんだか、よくわかんないんですけど。でも、ＳＡＴがいいと思います！」

「ＳＡＴはSpecial Assault Teamの略称。日本語で言うと、特殊急襲部隊。その名の通り、犯人を急襲して制圧するのが目的の部隊だから、ボディガードには向かないと思うな」

「あら」と言って、舞まい子こが傍らの古びた人体模型を見た。ＳＡＴについての解説はその人体模型から聞こえてきた。

「じ、人体模型が喋しやべった！　……ってベタなボケはしないからね！」

　そう言って、清さや香かは人体模型を担かつぎ上げ、横にどけた。その裏に座り込んでいた山やま岡おかが「にこっ」と天使のような笑みを浮かべた。

「山岡君、いつからいたの？」

　清香に尋ねられると、山岡は「さっきからずっと。話はぜんぶ聞かせてもらったから！」と、胸を張って答えた。

「で、なんで君がここにいんのよ？」

「え？　いけない？　おかしい？」山岡が目をパチパチさせた。「ここって、対Ｓ＆Ｍ対策室だよ？」

　清香は呆あきれて「はぁ」と溜ため息いきをついた。

「そんな話、今、初めて聞きました。ていうか、誰だれが決めたのそんなこと？　勝手に決めないで！」

「いやいや。ちゃんとした文部科学省の決定だから。あれ？　ここに入れておいた『特別時における施設徴用に関する教育機関等への協力要請書・甲／乙』が……」

　ポケットをごそごそやっている山岡に、清香は、

「とにかく！　今、大事な話してるところだから、邪魔しないで」

「あの、清香さん……」舞子が口を開いた。「Ｓ＆Ｍの調査のことなら、私、山岡さんにお願いしようと思ってました。清香さんは特別委員の仕事がありますし……」

（えー……そりゃ、ないですよ、舞子さん……）

「彩さい原ばらさんがそう言うなら、僕もそれでいいですよ」

（なんだ、山岡。その喋り方は！　偉そうに……）

「清香さん、あれ」

　舞子が壁の時計を指さした。特別委員のミーティングが始まる時間が近づいていた。

「……わ、わかりました。じゃあ、今日のところは委員会に行く、ということで」

　惚ほれた弱みで、舞子の言うことには逆らえない。とりあえず委員会に出席して、Ｓ＆Ｍ調査にはその後で合流だ。

「じゃ、僕たちは調査開始するので。彩原さん、それ貸して」

　清香の書いたメモを舞子から受けとると、山岡はそれを「ふんふん」と眺め、

「なるほどなるほど。どこまで情報が入ってくるかわからないけど、文もん科か省しよう経由でちょっと事件のことを当たってみるよ。あ、それから彩原さんのボディガードのことも僕に任せて。大船に乗ったつもりでいいから。あっはっはっ」
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「視聴覚教室、ビミョーに遠いんだよなぁ」

　清さや香かは廊下を歩きながら、ぼりぼり頭を掻かいた。

　特別課外授業週間担当委員会のミーティングは、視聴覚教室で行われることになっていた。視聴覚教室は特別教室棟にあるので、図書室のある本校舎を出て、渡り廊下をずっと歩いていかなければならない。

「面白くない面白くない」「舞まい子こさんのことが心配心配」「面白くない面白くない」「舞子さんのことが心配心配」

　渡り廊下を歩いている間、清香はずっと繰り返していた。

（……それにしても。舞子さん、ちょっと冷たいよなぁ）

　図書室を出るとき、清香は舞子に「委員会が終わったら、すぐに合流しますからねぇ」と言った。だが、舞子は「わかりました」とだけ答えて、すぐに山やま岡おかとなにか話し始めた。事件のあった場所を直接見てみたいと言っていたから、その相談なのだろう。

　……それはわかっていたが。

「こー、なんとゆーか。手ぐらい、控えめに振ってくれても罰ばちは当たらないのではないかと……あ」

　渡り廊下の途中で、清香は足を止めた。

「……もしかして」

　ひょっとして。

　……まさか？

　……しからずんば？

「あたし、舞子さんにひかれてる？」

　覚えがありすぎて、特に、これ、とは言えないが……冷静に考えて、客観的に見て……最近、ちょっと調子に乗って懐なつきすぎていたような……。

「えー、どうしよう。いや、ていうか、そもそも……」

　自分のほうが舞子を好きだというのは、散々ダダ漏れになっているとして……。

（舞子さんは、あたしのこと、どう思ってるんだろう？）

　友達？　親友？　仲間？　パートナー？　……ダメダメダメ。どんな答えが待っていたとしても、その現実を直視したくない！　怖い怖い！

　……と思ったので、清香はぎゅっと瞼まぶたを閉じた。

「ぼぎょっ」

　なにかにぶつかって、清香はその弾みで勢いよく尻しり餅もちをついた。

　気がつくと、あたりの景色が変わっていた。目を閉じて歩いているうちに、渡り廊下を通り過ぎて、特別教室棟に入っていたらしい。

「……あ」

　清さや香かの目の前には、彼女と同じように、床にお尻しりをついて倒れている女子生徒がいた。そして、あたりには紙の束が散乱している。

（……やっちゃった）

　自分がぶつかったせいだ。

（あー、謝ンなきゃ。プリントも拾って……）

　清香は慌あわてて立ち上がろうとしたが……相手の動きのほうが速かった。

　バネ仕掛けのようにすくっと立ち上がると、「大丈夫？」と、清香に手を差し出した。

　清香は自力で立ち上がるつもりだったが、「いいです」と断る隙すきもなく、その女生徒に手をつかまれ、床からひょいと引き起こされていた。

　清香は思わず、至近距離から彼女のことを見つめてしまった。

　……ショートボブの髪は清香よりも少し短くて、そのせいか、もともと小作りな顔がよけいに小さく見えている。背は清香より少し高いくらいだが、スタイルがいいせいで、もっと大柄に見えた。

　目鼻立ちが整った、大人っぽい雰囲気の美人だった。大きな瞳ひとみと、細いがきりっとした眉まゆに妙に迫力があって、清香は視線を逸そらすことができなくなっていた。

「……あ」清香は慌てて頭を下げた。「ごめんなさい！　あたしは大丈夫なんで。いや、もうホントに」

「よかったね、怪け我ががなくて」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言うと、彼女はにっこり微笑ほほえんだ。

「でも、目を閉じて歩くのは危ないから。こんどから気をつけないと」

「は、はい……あ」

　清さや香かは自分の手が、まだ相手に握られたままになっていることに気づいた。慌あわててその手を振り解ほどくと、清香は床に散らばったプリントを拾い始めた。

「……あれ？　これって」

　清香は手にしたプリントを見て、小首をかしげた。

「特別課外授業週間・行事予定表」とタイトルが書かれている。

「特別週間の予定表か……ええ！　なに、これー！」

　そこに記された、あまりに衝撃的な内容に清香は思わず声を上げた。



『・月曜日／校内一斉清掃１

　・火曜日／校内一斉清掃２

　・水曜日／町内清掃

　・木曜日／砂浜清掃１

　・金曜日／砂浜清掃２・バーベキュー大会』



「……清掃？　清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃清掃……ぜんぶ掃そう除じって書いてある！　なにこれ～！　しかも『雨天決行』とかってスパルタンな注意書きまであるし！」

「掃除だけじゃなくて、最後にバーベキュー大会って書いてあるけど？」

　プリントを覗のぞき込んで、ショートボブの女子生徒が口を挟んだ。

「それに、これがなんかキモい！　なんでヒトデが描いてあるんだろ？」

　清香はプリントの隅に印刷された、五角形の大きな頭をしたマスコットキャラを指さした。

「それ、ヒトデじゃなくて、星ほし祭まつり高校のマスコットキャラ『ホッシー』」

　清香は少し考えて、

「星祭高校のマスコットの『ホッシー』がどーしてヒトデなんですか？　マジで意味がわかりませんよ？」

「……あなた、割と面白いよね。それ、ヒトデじゃなくて、「☆」型。『ホッシー』だから、星の形をしてるの」

「な、なるほど……その手があったか」

「……」

「マスコットキャラのことはともかく！　ちょっと信じられないですよ、この連日連日、掃除掃除掃除のスケジュール」

「掃除はダメ？」

「ダメというかその……おかしいなぁ。試験の後の特別週間て、プラネタリウムとか博物館行ったり、新聞社の見学とか、確かそんなことする行事だったはずなのに……」

「あぁ。それは去年までね。今年からちょっと変わったの」

「ちょっとって……」

「あれ？　今日のオリエンテーションで話、聞いてなかったの？」

（あ、そうか……）

　遅刻したせいで、肝心の特別週間の中身のことは聞いていなかった。

「ったく、どこの誰だれがそんな余計なことしたんでしょうね。楽しい行事を掃そう除じ週間にしちゃうなんて」

　ブツブツ言いながらも、清さや香かはプリントを拾い集めようとしたが……散乱していたはずの紙が、もう床にはほとんど落ちていなかった。

「そこにいるひとだよ」

　清香の背中から声が聞こえた。

「そこにいるひとが、中身、変えちゃったんだよ」

　振り返ってみると、そこにはひとりの男子生徒がいた。床に膝ひざをついて、落ちたプリントを手にしていた。これまでに拾い集めたらしいプリントの束を胸に抱えている。

（あらら。いきなり美人にぶつかったと思ったら、こんどはすぐにイケメン？　今日はなんの日？）

　ショートボブの女子生徒も整った顔立ちだが、その男子生徒も負けてはいなかった。

　彫りが深く、鼻筋の通った横顔は少々、日本人離れしていた。高い鼻の上にちょこんと載った小さな眼鏡めがね、そのレンズに清香の顔が映っていた。

（あれ？　あたし、なんかバカみたいな顔してない？　ま、それはいいとして……なに言ってんだろ、この無駄に爽さわやかでカッコいいひと）

　清香が頭に「？」マークを浮かべていると、その男子生徒も「あれ？」という顔になった。

「あー、知らないんだ。意外に有名人じゃないんだね、里り璃り子こは」

「ごめんね、有名じゃなくて」

　ショートボブの……里璃子と呼ばれた女子生徒が頬ほおを膨らませた。だが、本気で怒っているようには見えなかった。

（ふーん。美男美女のカップルかぁ。うらやましいですなぁ……え？　この里璃子ってひとが掃除週間にしちゃった張本人？）

「それから、あなたにも」里璃子は清香にぺこりと頭を下げた。「あたしが楽しい特別週間を掃除漬けにしちゃいました」

「は、はぁ……」

「あらためて自己紹介。あたしは生徒会長の如月きさらぎ里璃子です。……自分で言うのもなんだけど可愛かわいい名前でしょ？」

（……自分で言う）

「僕は」男子生徒が無駄に爽さわやかな笑顔になった。「生徒会の副会長の友とも原はら修しゆう介すけ。よろしくね」

　そう言うと、修介はその大きな手を差し出すと、（あ……せっかく拾ったプリント、また落ちた……）清さや香かの手をがっしり握った。

（い、いきなり握手？　アメリカ？）

「あ、あたしは一年Ｃ組の美み倉くら清香っていいます……あの、それから。せっかく拾ったプリント、みんな落ちちゃってますけど」

「え？　あ、ホントだ！　まいったなぁ、もう」

（抱えてるほうの手を出して、それで握手すればプリント落ちちゃうのって、わかりそうなもんだけど。ていうか、落ちる瞬間に気がつかないって……）

　また散らばったプリントを拾い集めながら、修介は「あはは、いつもやっちゃうんだよね」と、また、無む闇やみに爽やかな笑顔を浮かべた。

「あたしも手伝います」

　清香がプリントに手を伸ばすと、その横で同じようにプリントを拾い始めた里り璃り子こが、

「美倉さんて、一年Ｃ組の特別委員だよね？」

「え？　なんで知ってるんですか？」

「さっき、クラス全部の委員の名前、確認してきたから」

　里璃子は清香にメモ用紙を見せた。

「委員の仕事、よろしくお願いね、美倉さん。……修介、ほら急いで」里璃子は言った。「プリント集めたら、すぐに視聴覚教室に行かなきゃ。掃そう除じ週間……じゃなかった、特別週間のミーティングの時間だよ」
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　ミーティングは一時間ほどで終わり、清香はその足で図書室に向かった。

　図書室のカウンターでは、鹿か山やまがひとり、分厚い図鑑を眺めていた。

　表紙をちらっと見ると、「世界の昆虫・水辺の昆虫編」と書いてあった。

　清香は「ふぅ」とわざとらしく溜ため息いきをつくと、カウンターの椅い子すに乱暴に腰を下ろした。

「……あぁ、特別週間の委員会、大変だったなぁ」

　大きな声でひとりごとを言ってみたが、鹿山は無反応だった。

（か、鹿山に無視された……なんか滅め茶ちや苦く茶ちや悔しい……）

「……ええと。鹿山君はどう思うの？　来週からの特別週間のこと」

「どうって？」

　図鑑から目を離さないまま、鹿山が答えた。

「だってひどいと思わない？　他ほかの生徒はこれから三日、完全に休みなのに。特別委員だけは準備で三日間ずっと登校なんだよ？」

「ふーん、そうなんだ」

　鹿か山やまはそう言ったきり、黙り込んだ。微妙な笑顔で図鑑を眺めている。

（そ、そんなに水辺の昆虫が好きか）

「……あのね、鹿山君。反応はそれだけ？」

　清さや香かは口を尖とがらせたが、鹿山はあっさり「うん」と答えただけだった。

「なんで、そんなにのんきな顔してるわけ？　みんなだって、来週、ずっと掃そう除じ、掃除、掃除なんだよ？　鹿山君、いつからそんなに掃除好き？」

「別に掃除は好きじゃないけど……朝のオリエンテーションで聞いてたから、今さらそんなこと言われても」

（なによ、その余裕。か、鹿山のくせに生意気な……だいたい、あたしだって、好きこのんでおまえみたいなナスの横にちんまり座っているわけではないわけであって……）

「それから美み倉くらさん、ちょっと声、大きい。ここ、一応、図書室なんだから」

「……すいませぇん」

（でも、いいじゃん。『お客さん』もいないんだし）

　確かに図書室はがらんとしていた。鹿山と清香が座っている貸出カウンター、そこから見える閲覧席には、生徒の姿はひとりも見えない。Ｌ字形に曲がった先、書庫の脇わきの席に受験勉強をしている三年生のグループが少しいるくらいだ。

「で、特別週間委員会なんだけど、生徒会長と副会長が仕切ってて……」

「あぁ、二年の如月きさらぎさんと友とも原はらさんでしょ」

　鹿山にあっさり答えられ、清香はきょとんとなった。

「なんで知ってるの？」

「有名じゃない。生徒会長の如月里り璃り子こさんと、副会長の友原修しゆう介すけさんて」

「そうなの？」

「そうだよ。如月さんは特に有名。美人で勉強もスポーツもできて、おまけに性格も明るくて、誰だれにでも親しみやすい。星ほし祭まつり高校女子生徒ナンバーワンて言われてる」

（なんだそりゃ。確かに感じは悪くなかったけど……星祭高校女子ナンバーワンは舞まい子こさんに決まってるじゃん）

「副会長の友原さんも、如月さんには負けるけど、成績もいいし、顔もいいし。女子の人気も凄すごいんだ。有能美形カップルって有名だよ」

「確かに。委員会のミーティングも華麗に仕切ってたもんなぁ。あれ？　カップルって……あのふたり、つき合ってんの？」

「さぁ、それはどうだろう？」

　と答えて、鹿山は意い味み深しんな笑みを浮かべた。

「僕、前々から思ってたけど。美倉さんて……いわゆる情報弱者だよね。デジタルデバイド？」

（ジョウホウジャクシャ!?　デジタルデバイド!?　よくわかんないけど、強烈に猛烈に豪快に馬ば鹿かにされている気がした！）

「あはは。でも、鹿か山やま君て、そんなに情報通なんだっけ？　そんな設定、今まで聞いたことないんですけどていうかどこで情報仕入れてるのやらやら」

　清さや香かが反撃に必死になった分、鹿山はそののっぺりした顔に余裕を上乗せしていた。

「どこで情報を仕入れているのか？　ウフフ。なるほど、それは気になるよね。それはね、ここ」

　そう言って、鹿山は目の前にあるカウンターをコンコンと叩たたいた。

「ここ？　図書室ってこと？」

「そう。図書室にはいろんなひとが出入りするでしょ？　ここにただ座ってるだけで、あんな話、こんな話が耳に入ってくるわけ」

「そう？　あたしだって、このカウンターんとこに座ってるけど、そんな面白い話、聞こえてこないよ」

「それは」鹿山がその細い目で清香を見つめた。「僕、存在感がないから」

「……」

「美み倉くらさんや彩さい原ばらさんだったらわからないけど、みんな、僕の前ではなんでもペラペラ喋しやべるから」

「……」

（鹿山……今まで考えたこともなかったけど……でかい男なのかもしれない……あっ！）

「鹿山君さぁ。それだけ情報通だったら、最近、街で噂うわさの『トンガリ君』のこと、知ってるよねぇ？」

「うん。トンガリフードをかぶった謎なぞの怪人でしょ？」

　機嫌がよくなったのか、鹿山はトンガリ君の件について、知ってる限りのことをペラペラ喋った。だが、残念なことに、今朝、清香が父から聞いた以上の情報を得ることはできなかった。

　トンガリ君情報をすべて話して満足したのか、鹿山がまた水辺の昆虫に戻ったので、清香はカウンターの下で携帯を開き、メールをチェックした。

（……やっぱりレスなしだよ。どうしちゃったのかなぁ、舞まい子こさん）

　……舞子たちと合流もしないで、清香がこうして図書室で時間を潰つぶしているのには理由があった。

　三十分ほど前、委員会が終わってすぐ、清香は舞子の携帯に電話をした。だが、「……電源が切れているか、電波の届かない……」のメッセージ。しかたなく、留守電にメッセージを残し、ついでに「図書室が開いている間はそこで待ってます」とメールも入れておいた。だが、まだ返事が来ない。

　しかたないので、一緒に行動しているはずの山やま岡おかにも連絡しようと思ったが……。

（あ！　あたし、山岡君の電話番号もメアドも知らないんだっけ……知りたくなかったから）。

　それから一時間半、図書室が閉まる午後五時ぎりぎりまで、清さや香かは舞まい子この連絡を待っていた。途中、なんどか電話してみたが、相変わらず「電源が……」の繰り返しだった。

（……どうしたんだろ）

　なにか忙しくて、こちらに連絡がとれない、もしくは着信やメールに気づいていない。

　……それならいい。ちょっと寂しいけど、問題はない。

　けれど……。

　もしも、連絡がしたくてもできない状況だったら……？

　清香の脳裏に、舞子の家に泊まった夜の、あの裏庭の光景が過よぎった。あの正体不明の怪しい影ふたつ……。それに舞子は言っていた。最近、誰だれかにつきまとわれている気がすると……。

　しかも。

　舞子は今、（Ｓ＆Ｍオーナーの犯行、の可能性がある）トンガリ君のことを調べている。「敵」のＳ＆Ｍオーナーとどこかで鉢合わせする可能性もある。

　一応、山やま岡おかも一緒にいるが……。

（舞子さんひとりほうが、絶対にマシ！　ていうか……舞子さんのピンチ？　でも、どうしたらいいんだろう？）

「ダメだ、考えてたって、なんにも始まらない！」

　清香はがたんと椅い子すを蹴けって、派手に立ち上がった。隣でぼんやりしていた鹿か山やまが、

「いや、だから図書室では静かに……」

　それに答える余裕もなく、清香は図書室を飛び出した。



　……舞子さん、待っててください！　今、行きますから！



　勢い込んで図書室を出て、昇降口で靴を履き替えている間、清香はなにか妙な違和感を覚えていることに気づいた。

　この前の「チョンマゲ事件」でも同じようなことがあった。チョンマゲ型Ｓ＆Ｍのオーナーに舞子（ついでに山岡も）が捕まり、彼女を助けるため、清香は駆けずり回った。

　舞子のことが心配で心配で、本当に夢中で……。

（……）

　だが、今はあのときのような逼ひつ迫ぱく感はなかった。舞子がピンチ、とはっきりしていないせいもあるだろう。

　けれど……。

（……あ）

　恐ろしい可能性に気づいて、清香は思わず上履きを落としてしまった。

　頭の中にもわもわと黒い雲が広がった。その雲の中から、なぜか鹿山と山岡が顔を出してニヤリと嫌らしい笑みを浮かべた。

『それはつまりさ』

　鹿か山やまと山やま岡おかがきれいなユニゾンで喋しやべり始めた。

『舞まい子こさんのことが心配っていうより……最近懐なつきすぎて舞子さんがうんざりしてちょっとひき気味って可能性を認めるのが怖くて、無理に舞子さんがピンチってことにしようとしていない？　いわゆる心理学用語でいうところの補償行為？』



「わーっ！」

　と叫さけんで、清さや香かは頭の中から妄想の鹿山と山岡を追い出した。

「舞子さんが舞子さんがって、何回も言うなっていうか、勝手に頭の中に出てきて、最後に『？』で締めるな！」

　そうやって追い出したものの、背中からまた追いかけてきそうな妄想から逃げるようにして、清香は慌あわてて靴を履いて校庭に飛び出した。学校一の俊足を活いかして校庭を駆け抜け、風のような速さで校門を抜けた。



　清香は必死に走った。

　どこに行けばいいか、それはわからなかったが……。



    

  
    
      
【ＰｉＰｉｔ!!02】

「謎なぞのストーカー？　舞子さんピンチ！　……だと思います」
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　校門を最高速度で飛び出したのはいいが……やはり、どこに行けばいいのかわからない。

（と、とりあえず……）

　舞子の家へ行こう。

　他ほかに選択肢も浮かばなかった。

　学校前の坂を駆け下り、その途中を右に折れる。

　住宅街の細い道を選んで、海沿いを走る国道まで近道する。排ガスを浴びながら国道脇わきを走り抜けて、そこから大きな家が並ぶ住宅地に突入、まったくペースを落とさないまま、清香は舞子の家の玄関に辿たどり着いた。女子の中距離タイムとしては、相当いい成績のはずだ。清香を陸上部に入れたがっている三み郷さと由ゆ加か里りが見たら、また涎よだれを垂らすところだろう。

「舞子さん！」

　扉を叩たたいていると、中から「はぁい」と返事があった。

　舞子の声だ。

（よかった。舞まい子こさん……無事だったんだ）

「どうしたんですか、清さや香かさん。汗びっしょりになってますよ？」

　扉が開き、中から制服姿の舞子が顔を出した。

「ぜぇ、それは、ぜぇ」

　事情を説明しようとしたが、さすがの清香の体力も、全力疾走のおかげで尽き果てていた。息が切れて言葉が出ない。

「とりあえず、中へ。タオル、持ってきますから」

　清香に居間のほうへ行くように促すと、舞子は洗面所へ向かった。

　ひとり、部屋に入った清香は、そこに山やま岡おかの姿を見つけ、顔をしかめた。

「なにやってんの、美み倉くらさん。サウナ帰り？　汗びっしょりだよ」

　山岡はそう言うと、手にしていたどら焼きにパクリとかぶりついた。

「清香さん、はい、タオル。それから麦茶もどうぞ」

　舞子がタオルとコップ、そして麦茶のペットボトルを手に戻ってきた。清香はタオルで顔をごしごし拭ふくと、コップに注がれた麦茶を一気に飲み干した。

「……冷たくてンまい。すいません、舞子さん。もう一杯ください」

「どうぞ」

　お代わりも一瞬で飲み干し、清香は、

「ぷはーっ。生き返った。あれ？　あたし、なんか大事なことを忘れているような……そうだ！　……舞子さん！」

「は、はい」

「舞子さんのケータイ、繋つながらなくて。あたし、すごく心配してたんです。なんかあったんじゃないかと思って」

「携帯電話が繋がらなかった？　どうしてでしょう」

「？」という顔になって、舞子は制服のスカートから携帯電話をとり出した。それをしばらく眺めて、

「あら。電源が入っていません。バッテリーが切れていたようですね」

「えー、バッテリー切れ？　そんなオチだったんですか？」

　清香が頭を抱えていると、山岡が「これこれ」と横から口を挟んできた。

「オチがどうだろうと、彩さい原ばらさんが無事だったんだから、それでいいじゃない」

「……それ、まったくもって正しい意見だけど」

　清香はぐい、と山岡のことを睨にらみつけた。

「山岡君に言われると、まったくもって納得できないんですけど」

「すいませんでした、清香さん」

　横にいた舞子がぺこりと頭を下げた。

「心配をかけてしまって……」

「いえいえ、そういう意味では。ええと、それより……あ、そうそう。調査はどうだったんですか？　トンガリ君の」

　清さや香かが慌あわててフォローしていると、

「ああ、その件ね」

　と、山やま岡おかがまた口を挟んできた。

（おまえには聞いてないよ！）と思った清香だったが、話が面倒になりそうだったので、そのまま喋しやべらせることにした。

「清香さんのメモを基に、トンガリ君が目撃された場所を見てきたよ。それにしても、彩さい原ばらさん、積極的なんで、僕、びっくりしたよ。次から次に知らないひとつかまえて、『あのー、トンガリ君という方の噂うわさをご存じないですか？』だって。いやー、僕にはとっても真ま似ねできない」

（なに言ってんの？　そういうのは文もん科か省しようエージェントのキミの仕事でしょ？　……でも、待てよ。そうやって、通行人にばんばん声かけちゃう舞まい子こさんて、確かにイメージとちがうというか、なんか想像できないというか……）

「できる限りは頑張ってみたんですけど……これといった成果はありませんでした」

　舞子が申し訳なさそうな顔で言った。

（そりゃまあ確かに。麗しい舞子さんが聞いてくるにしても、キモい山岡が聞いてくるにしても、どちらにしても……いきなり『トンガリ君の噂、知りませんか？』なんて言われたら、誰だれでも気味悪がってひいちゃうよねぇ……）

「今日はダメでしたけど、明日も頑張って聞き込みをしてみます」

「明日……」

　清香は肝心なことを思い出した。

「あの、舞子さん。あたし、さっきまで例の特別週間の委員会に出てて……それで判明したというか宣告されたというか……ええとですね、明日から三日間、委員会の仕事が詰まっていて……」

「大丈夫ですよ。トンガリ君の調査だったら、私と山岡さんだけでどうにかなりますから」

　舞子にあっさり言われ、清香は思わず言葉を失ってしまった。

（そりゃまぁ、舞子さんの性格からして）

　調査を手伝えないからと言って、文句や嫌みを言うはずもないが……。

（でもさ、でもさ。微妙なニュアンスでもいいから、もうちょっとこう残念そうなというか不本意そうなというか……）

　清香があれこれ考えていると、舞子が、

「清香さん、まだ、喉のど、渇いていますよね？」と聞いてきた。

　清香は思わず「はい」と答えた。学校から走り通しで失われた水分は、麦茶二杯どころでは補充しきれていなかった。

「スイカがあるんです。今、切ってきますから待っててくださいね」

　舞子はそう言うと、居間を出ていった。

「……ん？」

　気がつくと、山やま岡おかがニヤニヤして清さや香かの顔を見ていた。山岡がニヤニヤしているのはいつものことだが、普段とちがう、なにか含みのあるニヤニヤだった。

「美み倉くらさん、今、不満を抱いているでしょ？」

「は？　なんのこと？」

「調査に合流できないって言ったのに、彩さい原ばらさんがあっさりスルーしたから、それに対して不満を抱いているでしょ？」

「別に」

　図星を指されて、清香は少々、動揺していた。

「でも、大丈夫だよ」

　山岡の顔からニヤニヤが消えていた。真面目まじめな表情になっていた。

「なにが大丈夫なわけ？　山岡君、テキトーなこと言わないでよ」

「だってさ……彩原さんは、美倉さんに超ラヴラヴなわけだから。表面上はどうだったとしても……」

「ちょっと！」清香は思わず叫さけんでいた。「今、なんて言った？」

「だから、彩原さんは美倉さんに超ラヴラヴなわけだから……」

「ぶおっ」と奇声を上げ、清香は座卓の上に置いてあった、どら焼きの入っていた空き箱で、山岡の頭を思いきり殴った。



    

  
    
      



    

  
    
      　殴られた山やま岡おかのほうも「ねぼ」と意味不明な声を上げた。

「い、痛いよ、美み倉くらさん！　いきなりなにすんの！」

「山岡君」

　山岡に人差し指を突きつけると、清さや香かは低い声で言った。

「……あたし、もう二度と山岡君とは口をきかない！」

「な、なんでぇ……？」

「なんでもかんでもない！　山岡君てさぁ、ウザくてウザくてウザいけど、つまんない嘘うそは言わない、そこが唯一にして無二で無双な美点だと思ってたけど……あたしの勘違いでした。なんで舞まい子こさんの気持ち知ってるみたいなテキトーなこと言うわけ？　そんなの山岡君が知るわけないじゃない！　……もう最悪！」
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　翌日の朝。

　いつも通りの時間に目覚まし時計に叩たたき起こされ、清香はベッドから渋々這はいずり出た。

（ったくもー。みんなはきっと、まだすやすやお休み中でしょーに！）

　他ほかの生徒たちは今日から三日間の休みだが、特別委員になってしまった清香は、学校に行かなければならない。

　顔を洗い、着替えを済ませ、父の正まさ晴はると朝ご飯を食べた。

『トンガリ君』について、正晴にそれとなく探りを入れてみたが、昨日の今日では、特に新しい情報は得られなかった。あえていえば、昨日、正晴が言い忘れていた目撃情報がひとつ、あることがわかったくらいだった。

　町のはずれ、旧国道沿いに「メガショップ」という名前の巨大なホームセンターがあった。野球場二個分、という異常な広さが自慢の店だったが、駅から少し遠くて不便な場所にあったせいかまったく客が入らず、オープンして一年も持たず、今年の初めに潰つぶれてしまった。清香も父といちどだけ買い物に行ったことがあったが……。

　トンガリ君はそのメガショップ跡の廃はい墟きよでも、姿を目撃されていたという。

「で、なにしてたの？」

「例のごとく、でさぁ。特になにするでもなく、夜中に玄関前でウロウロしてたらしいんだ。駐車場でスケボーやってた中学生の子が見つけて、『あー！　トンガリ君だぁ！』って叫さけんだら、慌あわてて逃げていったらしい」

「うーん」

　特になにかの参考にもなるとは思えなかったが、後で舞子たちには伝えておこう。

　清香はそう思ったが……。

（あー、どうしよう……）

　昨日、山岡につまらないことを言われて怒った清香は、そのまま舞子の家を飛び出してきてしまった（……スイカも食べずに）。

　清さや香かが家に帰り着いた頃ころ、「急に帰ってしまってどうしたんですか？　スイカも食べずに」と舞まい子こからメールがあった。なんと答えればいいのか途方に暮れた清香は「お腹が痛くなったのでごめんなさい」と素っ気ない返信で済ませてしまった。

　舞子と山やま岡おかは今日もトンガリ君目撃報告のあった場所を調査……そして自分は特別委員の仕事で登校……。

（うー、舞子さんとの仲が引き裂かれていく……）



　特別週間委員会のミーティングは午前九時から始まった。

　場所は生徒会用の会議室。三年生は受験のこともあって特別委員の仕事は免除されているので、一年と二年の各クラスから選ばれた委員が十名ほど集まっていた。誰だれかが調整したわけではないのだろうが、男女比はちょうど半々になっていた。

　それにプラスして、生徒会長の如月きさらぎ里り璃り子こと友とも原はら修しゆう介すけ、そして書記の一年生女子がふたり。

　昨日の顔合わせのミーティングのときから感じていたが……この集まり、清香は奇妙な空気、というか、違和感、みたいなものを覚えていた。

（なんなのかなぁ、これって……）

　これから三日間の準備期間の予定を、修介が黒板にすらすらと書いていく。横に立った里璃子がそこに補足説明を書き足していく。

　まわりの様子を眺めていた清香は、隣にいた一年Ａ組の女子……君きみ原はら麗れ奈なという名前くらいしか知らなかったが……に小声で呼びかけた。猫みたいな大きな目が特徴的な、可愛かわいい顔をした子だった。小さなレンズの眼鏡めがねをかけていた。

「ねね、君原さん。なんかちょっと特殊な空気、漂ってるよね、ここ」

　声をかけられた麗奈は、眼鏡を直して、

「なんのこと？」

　と、聞き返してきた。

「いや、そのなんというか……ライブ会場みたいというか……気のせいかもしれないけど……みんな、生徒会長の里璃子さんに、不自然に熱い視線を向けてない？」

　麗奈がぽかん、とした顔になった。

「あははは、ごめん。あたしの気のせいだよね」

「当然でしょ？」

「え？」

「美み倉くらさんはちがうの？」

「なにが？」

　麗奈は真面目まじめな顔をしたまま、首をかしげた。

「だって……ここにいるのは、みんな、里璃子様にお近づきになりたくて、それでわざわざ特別週間委員になったひとばかりだよ」

「……『里り璃り子こ様』？」

「美み倉くらさんのクラスでも大変だったでしょ？　委員の座を巡っての選挙戦。うちのクラスなんかもう何日も前から熾し烈れつな根回し合戦が……」

「いや、うちのクラスの場合……その、無理やり、あたしが選ばれたわけで……ちょ、ちょっと待って」

　清さや香かはあらためてあたりを見回した。

　そう言われて、まじまじと眺めてみると、やはりまちがいない。男子も女子も、集まった全員が、黒板の前にいる里璃子に熱い熱い視線を送っている。

（なにこれ？　男子はともかく女子まで？　うー、なんかキモいんですけど……）

「……あれ？　あたし、今、ちょっと天に唾つばするようなこと言った？」

「唾がどうかしたの？」

　麗れ奈なに言われて、清香は「なんでもない」と首をぶるぶる振った。

「……ということでいいですよね、美倉さん」

「はい！」

　いきなり自分の名前を呼ばれ、清香は反射的に……かなり大きな声で返事をした。

「よかった。美倉さん、頼りになりそうだもんね」

　そう言って黒板の前で笑っていたのは、里璃子だった。

「……？」

　状況がよくわからず、清香はただ里璃子の顔を見返すだけだった。

「『はい！』って、元気よく返事してくれてありがとう。昨日、初めて会ったときから、美倉さんならやってくれると思ってたんだ」

「……はぁ。……あっ！」

　黒板をよく見たら、「美倉清香」の名前と一緒に「特別週間委員・作業リーダー」と書かれていた。

（なんというか、これ……デ・ジャ・ヴ？　委員の選挙のときにも見た光景のような……）

「あ、あの、なんなんですか、その作業リーダーというのは……」

「読んで字の如ごとく！」と、里璃子がニッコリ笑った。「作業するひとのリーダーですっ。あたしの右腕として、みんなをまとめるのを手伝ってください」

「あー、それはわかるんですけど、その……そういう意味ではなくて……」

（なんで、あたしの名前が勝手に黒板に書かれているのか、それについての説明を求めているわけであり……）

　と、つけ足そうとしたが、周囲から向けられている異様な視線に気づき、清香は言葉をぐっと呑のみ込んだ。

（よ、よくわかんないけど……なんか、すごい敵意、みたいなのを感じるんですけど……）

　清香が困惑しているのとは裏腹に、里璃子は満面の笑みを浮かべていた。

「選挙してもいいんだけど、そういうのも面倒だし、あたしが勝手に決めちゃいました。美み倉くらさんも『はい！』って快諾してくれたことだし。よかったよかった。頼りにしてるからね、美倉さん！」

「……」

　周囲の視線がまた、ぐっと圧力を増した気がした……否、気のせいではなかった。ふと横を見ると、さっきまでは普通に接してくれていた麗れ奈なが「里り璃り子こ様のお気に入りだからって調子に乗って……」と呟つぶやき、清さや香かのことを鬼のような形ぎよう相そうで睨にらんでいた。

「作業リーダーとかイヤっすよぉ」と気軽に拒否できる雰囲気ではなかった。

（ひょっとして、あたし……今、嫉しつ妬との渦の中？　渦中？　火中？　なに、ここは？　ベルサイユ宮殿？　大奥？　それとも……ええと……西せい太たい后こうとかが居たところってなんていうんだろう……）
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　清香が悩んでいる間に、他ほかの委員たちの役割分担も終わった（清香の場合と同じく、里璃子が適当に決めてしまった）。その後はお昼ご飯タイム（学校が用意してくれたお弁当が出た）を挟み、特別週間で生徒が使う掃そう除じ用具の確認や、整備の作業になった。

　皆は二時半で解散となったが、リーダーに選ばれた清香は、その後も里璃子と修しゆう介すけ、そして生徒会の書記と一緒に特別週間の詳細予定表作りに加わることになった。

「まだかかりそうだけど……今日はここまでにしとこうかな」

　里璃子がそう言い、清香は四時過ぎに解放された。

「それじゃあお先に失礼しますぅ」

　そう言って生徒会室を出た清香だったが、校門に向かう足は重かった。特別委員の仕事が終わったら、舞まい子こと山やま岡おかの調査に合流する「つもり」でいたが……。

（でもなぁ……）

　昨日、スイカを食べずに……（いやいやスイカはどうでもいい）舞子の家から飛び出してしまった。その後、メールのやりとりはしたが、それもそっけない中身で済ましてしまい……。

「うぅっ……やっぱりなんか気まずい……」

　校舎は出たものの、どうしようか決めかねて、清香はベンチに座り込んでいた。

　まだ梅つ雨ゆは明けていないが、今日は朝から晴れで、雲ひとつない空は真っ青に塗り込められていた。もう夕方近いが日差しはまだきつく、清香の腕をじりじり焦がしていた。

「……ちょっと待ってよ。なにか自然なきっかけがあればいいんだ……あっ、そうだ！」

　今日のことをまず報告しよう。そこから自然に話を持っていって……。

「……それだ」

　落語でいう、いわゆる「マクラ」？　ハリウッド映画でいえば、キャッチーな導入部？

「ええと」

　今日のトピックスといえば……生徒会長の里り璃り子こさんてひとに、なんかミョーに気に入られちゃって！

　それでね、それで！

　里璃子さんてよく知らないんですけど、男子女子問わずに異常な人気があって……いえいえ、あたしとしては舞まい子こさんのほうが一億兆倍魅力的だと思うんですけど。

　ええと、その里璃子さんに気に入られたせいで、あたし、集まってた他ほかの委員になんかこー敵対的というか反感的というか殲せん滅めつ必至的というか、とにかくひどくて。お昼のお弁当タイムのときも、誰だれも口をきいてくれないんですよっ！　いじめ？　あれはいじめですよ、噂うわさの！　場の空気を読んだのか読まないのか、里璃子さんが「一緒にお弁当食べようよ」とか言ってくれたんですけど、それが余計に……

「……ちょっと待ってよ」

　清さや香かはふと、思い直した。なにかイヤな感じがする。

　……『新キャラ登場で、そのひとが自分に興味を示しているんですよ～』

　なんというか、こう……

「舞子さんのジェラシーを不必要に喚起させようというイヤらしく下品な女子っぽくてどうも」

　自分の口で言葉にしてみて、清香は（やっぱりそうだよね）と納得した。

「……で、なにが下品なの？」

「うがっ」

　後ろから急に声をかけられ、清香はベンチからズルズルと滑り落ちた。

「だ、大丈夫？」

　そう言って手を差し伸べてきたのは、副会長の友とも原はら修しゆう介すけだった。

「ごめん。そんなに驚くとは思わなかったんで……」

　修介は手を合わせ、頭を下げた。シャンプーの匂においなのか、グレープフルーツの香りが清香の鼻び腔こうをくすぐった。

（あ、謝るときまで妙に爽さわやか……？）

「大丈夫です。どこも打ってないし。勝手に派手に驚いて、こっちこそごめんなさい」

「怪け我がとかしてないなら、それでいいけど。……ひょっとして、誰か待ってた？」

「あ、そういうわけでは」

「僕のほうは待ってたんだけどね」

　修介は寂しそうに笑った。

「里璃子さん、ですか？」

「う、うん。なんでわかった？　……わかるよね」

「はい」

「里璃子のほうがさ、一緒に帰ろうと言ってたのに、姿、消しちゃって。携帯も繋つながらないし……しかたない。だったら、ふたりで帰る？」



（なんで『だったら、ふたりで帰る』ことになるのかなぁ……）

　と思いつつも、断るのも面倒だったので、清さや香かは修しゆう介すけと肩を並べて校門を出た。考えてみれば、修介が誘ってくれたのはラッキーだったかもしれない。あそこで声をかけてくれなかったら、どうしようか迷ったままで、日が暮れるまで、ずっとベンチに張りついていた可能性もある。

「友とも原はらさんの家って、どのあたりなんですか？」

「うちは南四丁目。月つき見み川がふたつに分かれる手前で、大きな橋がある近く、わかる？」

　清香は「はい」とうなずいた。自分の家とは反対側、舞まい子この家からわりと近いところだ。

「美み倉くらさんの家はどのあたり？」

「えーと……そのあたりです」

　気がついたら、そう答えていた。嘘うそを言うつもりはなかったが、修介の家が舞子の家の近所なら……なんとなく、そのあたりまで行こうか、という気になったからだ。

「そうなんだ。よかった。ふたりで帰ろうとか言って、全然反対方向だったらギャグだもんね」

「そうですよね、あはは」

　学校前の長い坂を下りて、バス通りに出る。そこから南の国道に向かっていく。

　なにか話し続けなければいけない、ということもないが、清香はどうも「沈黙」が苦手だ。話題はないか？　と考えて、

「あのー……前から気になってたんですけど、特別週間て、どうして『掃そう除じ週間』になっちゃったんですか？　里り璃り子こさんが勝手に変えたとか言ってましたけど」

「あぁ、それね。その通りで、里璃子が勝手に変えたんだ。彼女、昔からきれい好きなんだよね。小学生の頃ころから」

「小学校の頃から一緒だったんですか？」

「うん。中学も同じで。もう、わりと長いつき合い」

　星ほし祭まつりは狭い町だ。小学校、中学校、高校とずっと同じというのは、そんなに珍しくはない。

「里璃子は生徒だけじゃなくて、先生たちにも受けがいいから、内容変えちゃうのにも、特に反対はなかったんだよね。去年まではプラネタリウムとか新聞社の印刷工場の見学とか行っても、半分遊びみたいになってて、見学先で騒いだりして怒られたりとか、先生たちの間でも、特別週間は廃止、みたいな空気もあったんで。廃止するよりは一週間、掃除をしたり社会奉仕したりするほうがずっといいって」

「……確かに。先生たちは反対しないですよね、そういうことなら」

　清香にしても、来週一週間、掃除を続けることは別にどうでもいい。掃除は好きではないが、クラス単位で活動するから、舞子とはずっと一緒だし……。

「ここで曲がっていい？」

　修しゆう介すけが立ち止まったのは、国道とぶつかる少し前、チェーン店の大きな古本屋がある角だった。

「いいですよ」

　と答えて、清さや香かは修介の後について道を曲がった。

　生まれも育ちも星ほし祭まつりの清香だったが、あまり来たことがない場所だった。小さな畑が続く中、営業中なのかお休みなのか、それともとっくに廃業しているのか、よくわからない小さな店がぽつぽつとあった。

　もうすぐ月つき見み川にかかる橋、というあたりで、清香は自分たちの少し前を行く人影を見て、思わず「あれ？」と呟つぶやいた。

　背中だけだが、どこか見覚えがあった。

　カーキ色のハーフパンツに上は白のタンクトップ……というほどお洒落しやれなものではなく、ランニング……その上に載っかった頭は周囲に髪の毛をまばらに残し、てっぺんが禿はげていて……。

「あ、河童かつぱ禿げ？　……カッパだ！」

　そこを歩いているのは、先日、河童沼で清香たちがＳ＆ＭのSlaveスレイブとまちがえて「捕獲」しようとした男だった。顔は見えないが、あの特徴的な頭は見まちがえるはずがない。

（うへー。変なところで会っちゃったなぁ。どうか振り返ったりしませんように……）

　と、清香が祈った途端……河童禿げは急に足を止めた。

（……げ）

　だが、幸いなことに河童禿げは振り向きはせずに、くるっと右に九十度転回して、橋のたもとにある、小さな店に入っていった。

　少し足を速め、清香はその店を確認した。

　日に灼やけた微妙な灰色（たぶん、元はきれいな水色だったのだろう）の日よけには、これもかすれた白文字で「河波釣具店」と書かれていた。

「……カッパ釣具店？」

「カッパじゃないよ。カワナミだよ」

「へ？」

「カワナミ釣具店って読むんだよ」

「あぁ、なるほど……今、ここに入ったのって、お店のひとですか？」

「うん。河かわ波なみ釣具店の河波のおじさん。名前は水みず太た郎ろう」

「詳しいですね」

「近所だし。僕が生まれる前からある店だし。それに……」

　修介の説明を聞きながら、清香は店の中を覗のぞき込んだ……が、中の様子はよくわからなかった。

　ぴたりと閉められたガラス戸はひどく汚れて、曇っていた。店の中も暗く、営業中なのかどうかも、判断がつかない。

　中からひとの話し声が聞こえてきた。

「……だからポンプが……いいんだよ」「それを……するんだ」「だからそのために……してんだろ」「……た後で、引き揚げればいいんだよ」

　なにを話しているのか、いまいちよくわからない。男ふたりが言い争っている（？）ことだけはわかったが……。

「なんだよ、おまえ！」

　いきなり、戸ががらっと開いた。

「今日は店は休みだよっ！　勝手に覗のぞいてんなよっ！」

　そう言いながら出てきたのは水みず太た郎ろうではなかった。

　水太郎が河童かつぱ禿はげなら、その男は……

（金髪落ち武者？）

　清さや香か、そして修しゆう介すけを睨にらみつけているのは、水太郎よりもずっと若い男だった。まだ二十歳そこそこだろう。黒いランニング……ではなく、タンクトップを着ていた。首には馬ば鹿かでかい髑どく髏ろのペンダントをぶら下げている。

　そして……禿げてはいなかったが、その髪型にはかなり特徴があった。金髪に染めた長髪がだらっと垂れ、男の胸のあたりまでを隠していた。しかも、その髪の毛は異常に痛んでいた。お洒落しやれというよりは、やはり……落ち武者のように見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      （別に覗のぞいてませんよぉ～）

　清さや香かはそう言おうかと思ったが、よく考えてみれば、覗いていたことはまちがいない。

　どう言い訳すればいいのか……清香が考えている間に、金髪落ち武者はどたどたと歩き、修しゆう介すけの前に立った。

「おまえもなに見てんだよ……あっ」

　落ち武者は急に両手で自分の頭を押さえた。そして、

「これは見るなっ！」

　と、もの凄すごい顔で言ってきた。

「見るな」と言われれば、どうしてもそこに視線が行く。清香の性格からすると、それは尚なお更さらだ。清香の視線は落ち武者の頭に釘くぎづけになった。

「おまえも見るなっ！」

　修介をぱんっと突き飛ばすと、落ち武者はこんどは清香に迫ってきた。

　怖くないといえば嘘うそになるが、いきなり理不尽なことを言われ、清香の頭に血が上った。そもそも昨日今日と、機嫌もよくはない。

　両手を腰に当て、清香は一歩も引かない姿勢になった。

「見るな見るなって言うけど、まぁ確かにお店は見てたけど、それでも外からちらっと覗いてただけなのに、それなのに自分が外に出てきて勝手に見るな見るなとか言って、ひとのことを突き飛ばしたり。それはどーなのかと思うけれど」

「よくわかんねーけど」と、落ち武者がぐいっと迫ってきた。

　清香は思わず、後あと退ずさった。

　そのときだった。

「やめろーっ！」

　という声とともに、横にいた修介が飛び込んできた。

「うわっ」「わっ」と清香と落ち武者は同時に叫さけび、これまた同時に飛び退のいた。

　……ふたりの間、ぽっかりと生まれた空白に修介は飛び込み……そのままの勢いで橋の横から斜めになった川かわ縁べりを転げ……川にざばんと落ちた。

　一瞬の出来事だった。

「お、俺おれは関係ねーからな」

　そう言って、落ち武者は店の中に戻っていった。

「友とも原はらさんっ！」

　清香は叫び、自身も転げ落ちそうな勢いで川縁へと走っていった。



　　　４



「ごめん。かえって迷惑かけた」

　びしょ濡ぬれになった修介は、清香になんども頭を下げた。

「よかったですよ、ただ濡ぬれただけで。川に落ちて死んだかと思って焦りましたよ。ホントに」

「……このあたりだと膝ひざのあたりまでしかないから。まぁ、それでも落ちれば濡れるけど……」

「あんまり役に立たないと思いますけど、これとかどーぞ」

　清さや香かが差し出したフェイスタオルを受けとると、修しゆう介すけは「ありがとう」と言って、顔を拭ふいた。「ちゃんと洗って返すから」。

「どうします？　服、ずぶ濡れで。焚たき火びとかしますか？　……それはないですね。山ン中で遭難したわけじゃないから」

「うん。家、すぐ近くだし」

「んー、不幸中の幸いというか、なんというか……あれ」

　清香は自分の足あし下もとに落ちているものに気づいた。

「なんでしょ、これ？」

　拾い上げてみた。太さも長さも、ちょうどフランクフルトソーセージのような黒いプラスチックの塊だった。

「それ、僕の。よかったぁ、なくさないで済んで。気がついてくれてありがとう」

　清香からその黒いフランクフルトソーセージを受けとると、修介はそれをカチッと捻ひねった。一方の端から、五ご寸すん釘くぎみたいなゴツいペン先が飛び出した。

「拷問道具？　あ、ボールペン、ですね。なんか不必要に大きいですね」

「前、里り璃り子こにもらったんだ。あいつが家族旅行でドイツに行ったとき、フランクフルト空港でお土産みやげに買ったって」

「……」

「……あ、傷つけちゃった」

　清香が覗のぞき込んでみると、ペンのお尻しりのほうに引ひっ掻かいたような傷がついていた。

「ま、なくしちゃうよりはマシか。……それじゃ、また明日」

　修介はフランクフルト土産のボールペンをポケットに入れ、歩き出した。清香は慌あわててその後を追った。

「家までは送って……一緒に行きます。びしょびしょでひとりで歩いてるのって、ちょっとキツいだろうし」

「ありがとう」

　幸い、あたりにはほとんど通行人もおらず、濡ぬれ鼠ねずみの修介が好奇の目にさらされることもなかった。

「それにしても、ひどいですよね。あの落ち武者」

「落ち武者？　あぁ、泳えい一いちさんのことか」

「そういう名前なんですか？　ひょっとして、親子？　あの……ええと」

「そう。河かわ波なみのおじさんの息子。おじさんが河波水みず太た郎ろうで、息子が河波泳一。このあたりだと変わり者で有名というか……息子のほうは一応、アーティストだったし」

「アーティスト？」

「うん」修しゆう介すけはうなずいた。「『どっこい日本海』ってパンクバンドのボーカルで、ＣＤ出したこともあるんだけど」

「へー、じゃあ有名人なんですね」

「有名かどうかはわからないけど。ただ、ＣＤも全然売れなくて、バンドも解散して、今じゃずっとブラブラしてるんだ。……このあたりの子供はみんな、親から『河かわ波なみ親子とは道で会っても目を合わさないように』って言われてる。まぁ、僕はもう子供って歳としでもないけど……」

「なるほど、そういう意味での有名人ではあるわけですね……」

「……うん」

「それにしても……」清さや香かは首をかしげた。「顔を見たくらいで、どーして、あんなに『見るな見るな』って……」

「あー、それは……ックション」

「……」

「ヴァックショッッッンッ、ヴワック、ションヴァッック」

　壊れたジャンボジェットのエンジンみたいな勢いで、修介はくしゃみを連発した。

「大丈夫ですか？」

「だだだ大丈夫っ。ックション、ここがもうックション僕の家だックションからックションごめんックション借りたハンカチは必ずックション返すかックションら」

　そう言って、修介は足は止めた。そこが彼の家らしい。小さな一戸建てだったが、外壁にガラスを多めに使ったお洒落しやれな造りだった。

「……で、どうしようかな」

　ひとりになった清香はあたりを見回した。やはり景色に見覚えがあった。舞まい子この家からそう遠くない。

　しばらく考えた末、清香は舞子の家を訪ねることにした。

　電話をかけるのはなにか抵抗があったが……

「えへへ、ちょっと近くに来たので寄ってしまいました」

　みたいな感じで顔を出すことはできそうだと思った。

　時間はまだ五時前。舞子が帰っているかどうかはわからない。確率は半々くらいか。それなら、尚なお更さらちょうどいいと思った。不在だったら、今日はそのまま帰ってしまおう。

　修介の家から五分ほど歩くと、もう舞子の家に着いてしまった。立派な構えの門を潜くぐり、敷石の上を軽くスキップしながら、玄関まで行く。

　玄関脇わきにある、インターフォンのボタンを押す。

「こんにちはー、美み倉くらでーす」

　ピンポーン。

　……返事はなかった。

「……しかたないから、今日は帰っちゃおうかなぁ」

　誰だれがいるわけでもないのに、わざとらしく呟つぶやきながら、清さや香かは舞まい子この家の玄関に背中を向けた。

　すると……。

　門の外から笑い声が聞こえてきた。

　舞子と山やま岡おかの声だった。

　清香は反射的に近くの繁しげみの陰に隠れた。

「いくら山岡さんでも、あそこまで食べられるとは思わなかったです」

「ふふふふ。甘いものは別腹ってよく言うけど、僕の場合は、通常の別腹に加えて、『別腹・改』『真・別腹』『別腹マーク２』『ネオ別腹』くらいまであるんで、あははは」

（なにが『あははは』だ。……前後の状況はよくわかんないけど猛烈に激烈に熾し烈れつにムカつく）

　山岡のくだらない台詞せりふがムカつくのはいつものことだから、それはどうでもいい。それよりも清香の心を揺さぶったのは、山岡の話を聞いた舞子が、楽しそうに「くすくす」と笑ったことだった。

（……舞子さん）

「山岡さんて、面白いですね」

　舞子のその言葉で、清香は我を忘れて繁みから飛び出した。

「面白くないですっ！　まったく完全に完かん璧ぺきに空前絶後に前後不覚におまけに空理空論的に面白くないですっっっ！」

　突然、姿を見せた清香に、舞子と山岡はぽかんとなっていた。

「……清香さん、どうしてそんなところに？」

　舞子に当然といえば当然の質問をされ、清香は慌あわてて、

「そ、それは……く、曲くせ者ものがいないかと思って、この繁みの裏を調査していて……」

　清香が「曲者」と口にしたところで、舞子と山岡が顔を見合わせた。ふたりの顔からは笑みが消えていた。

　その様子になにか嫌な予感を覚えて、清香は急に冷静になった。

「……あの。あたし、なんか変なこと言っちゃいました？」



「昨日に続いて、今日もふたりでトンガリ君の目撃情報を追いかけていたんです」

　居間に落ち着くと、舞子はそう切りだした。

　……『ふたりで』という部分だけが、清香の頭のまわりを５・１ｃｈサラウンドで四方八方からとり囲んだ。

「昨日と同じで、トンガリ君に関しては、ほとんど成果はなかったんです」

「トンガリ君はともかくとして、成果はあったじゃない」

　山やま岡おかはニターッと笑った。

「お昼食べにギャラクシーの食堂街に寄ったら、イタリアンレストランの『ジョヴァンニ・バッティスタ・ティエポロ』でケーキ・ビュッフェのサービスが始まってて」

「ケーキ・ビュッフェ？　トンガリ君となにか関係が？」

　清さや香かが尋ねると、山岡は大きく首を横に振った。

「特に関係はないけど」

「……」

「いやぁ、彩さい原ばらさんがあんなに甘いもの好きだとは思わなかった。もー、食べる食べる。環太平洋甘いもの好きチャンピオンの僕も、その自信がいささか揺らいだね」

「舞まい子こさん、そんなにケーキたくさん食べたんですか？」

「はい……」

　清香に聞かれると、舞子は恥ずかしそうにうつむいた。

「とてもおいしかったもので」

（あたしと一緒のときは、そんなにパクパク食べないのに……）

「で、山岡クンっ！」清香は山岡のことを睨にらみつけた。「ケーキ・ビュッフェのことはともかくとして、なんかあったんじゃないの？　さっきの雰囲気からして」

　すると、舞子と山岡がまた、顔を見合わせた。

「あの、実は……」舞子が重い口を開いた。「やっぱり、いた、ようです」

「いた？　いたって、なにがですか？」

「ストーカーだよ」山岡が横から口を出してきた。「僕たち、ケーキ・ビュッフェを堪たん能のうした後、学校の近くで聞き込みを続けていたんだけど……時間はもう四時を回ってたかなぁ」

「ストーカー？」

　いろいろあって忘れていた不安……舞子が誰だれかに狙ねらわれているかも？　という恐れが、清香の中でまた膨れ上がった。

「それ、どういうこと？」

「学校前の坂を下りたところにある公園で、ひと休みしてたら……なんか視線を感じたんだよね」

　山岡は同意を求めるように、舞子の顔を見た。舞子はこくりとうなずいた。

「それであたりを見てみたら、トイレの横の繁しげみから、なんかガサガサって音がして……僕が勇気を出して、ちょっと覗のぞいてみると……」

「それはウソです」舞子がきっぱり言った。「山岡さんは怖がっていてどうしようもなかったので、私が行ってみたら……」

「行ってみたら？」

「誰もいませんでした。けれど、誰かがいたような痕こん跡せきはありました。今日は晴れていますけど、雨が降り続いていたせいで、日陰になっているあたりの土がまだ軟らかくて、はっきりとしたものではありませんでしたけど、足跡みたいなものが残っていました。普通なら、ひとがいるような場所ではないのに……」

「うーん」

　舞まい子この話を聞いて、清さや香かは腕組みをして考え込んだ。

「あたし、思うんですけど……これ、この前も言いましたけど……このタイミングで、いきなり舞子さんのストーカー登場っていうのは、ちょっと偶然がすぎるというか……やっぱり、この前の事件と同じように『敵』がＳ＆Ｍのことを狙ねらっているんじゃないでしょうか……」

「なるほど」山やま岡おかがうんうんとうなずいた。「美み倉くらさんにしては理論的だね。僕も基本的にそんなことを考えてた」

「……どう思います、舞子さん？」

　山岡のことは無視して、清香は舞子に聞いた。

「そうですね。確かに清香さんの言っていることが正しいのかもしれません。今回のトンガリ君事件と無関係と考えるのは、不自然ですね。昨日今日と、私と山岡さんはいろいろな場所で、トンガリ君の情報を集めようとしていましたから……相手に私たちのことが知られる機会も多かったと思います」

「ですよね」

　舞子が自分の意見に賛同してくれた。清香はそれに力を得て、一気にまくし立てた。

「というわけで、ワタクシ、美倉清香から重要な提案です。舞子さんがＳ＆Ｍのオーナーからストーキングされている疑いが濃厚になった今、特別週間委員がどーこー言ってる場合じゃないと思うんです。なので、明日からは山岡君をクビにして、あたしが舞子さんのボディガードをします。いいですよね、舞子さん」

　舞子は清香のことを正面から見返し、そして言った。



「……ダメです」
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　翌日はひどい雨だった。

　清香は朝からずっと考えていた。

（なんでだろう？　どうしてだろう？）

　なんで、どうして……あそこで、もうちょっと強く押せなかったんだろ？

　あそこ、というのは、舞子の家で、委員会の仕事をサボってでも、彼女のボディガードをすると言ったときのことだ。

　舞子は確かに「ダメです」と答えた。本人がそう言っているのだから、無理やりボディガードをするわけにもいかないだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　けれど……。

　舞まい子こに拒否されて、清さや香かは自分でも驚くほどあっさりと「そうですか」と引き下がってしまった。

　……なんでだろう？

　昨日と同じように家を出て、学校へ行く間、そして学校に着き、生徒会室で委員会の仕事を始めてからも……ずっと考えていた。

　今、生徒会室にいるのは、清香ひとりだけだった。他ほかの委員は掃そう除じ道具の確認をしているが、清香は里り璃り子こに頼まれ、別の仕事をしていた。

「……なんか考えているとこ悪いんだけど」

「うがっ」

　後ろから急に声をかけられ、清香は椅い子すからズルズルと滑り落ちた。

「だ、大丈夫？」

　そう言って手を差し伸べてきたのは、生徒会長の如月きさらぎ里璃子だった。

「ごめん。そんなに驚くとは思わなかったんで……」

　里璃子は手を合わせ、頭を下げた。シャンプーの匂においなのか、バニラエッセンスみたいな甘い香りが清香の鼻び腔こうをくすぐった。

（……なんかまたデ・ジャ・ヴ？　昨日も同じようなシーンがあったような……）

「で、驚かせたところなんなんだけど、数字の確認、できた？」

「はい、もうちょっとで」

　清さや香かが里り璃り子こから頼まれていた仕事は、食料の発注書の整理だった。特別週間は連日掃そう除じばかりだが、最後の日だけは別で、午後から浜辺で打ち上げを兼ねたバーベキュー大会がある。

　そのバーベキュー用の食材を用意するのも、当然、特別週間委員会の仕事だった。特別週間が「掃除週間」になったのは今年からだが、バーベキュー大会自体は去年までもあった。去年のデータを元に生徒数の増減を加味して、今年必要な食材の量を決めるのが、清香の仕事だった。

　……細かな計算ばかりで、まったく自分に向いているとは思えなかったが。

「どうします？　食料のほうはまだですけど、飲み物の数は出ましたよ」

　清香が言うと、里璃子はにっこり微笑ほほえみ、

「ホントに？　だったら、それだけでももらっとこうかな」

　清香がＡ４の紙を渡すと、里璃子はそれを畳んで制服のスカートのポケットに仕舞い込んだ。

「じゃ、残りは今日中でいいから。他ほかの子たちもええと……」里璃子は腕時計を見た「今日も午後四時に終了予定だから、それまでに終わらせといてくれれば大丈夫だから」

「はーい」

　昼食の時間を挟み（ご飯はコンビニで買ってきて、ひとりで食べた。他の委員たちの視線はまだ冷たかったので）、清香は作業を続けた。

　……午後二時を過ぎた頃ころ。

「ん？　どーなってんのこれ？」

　去年の資料を確認していたら、醤しよう油ゆを一升瓶で二十本注文したと書いてあった。

「おかしくない、これ？」

　いくら全校生徒参加とはいっても、一升瓶で二十本は多くないだろうか。

「でも……コンビニで売ってるサイズで二十本だったら少なすぎる……？　んー、わかんないな」

　迷った挙げ句、清香は里璃子に確認してみることにした。

　里璃子は体育館にいるはずだ。今、そこは特別週間用の倉庫代わりに、掃除用具が置かれ、今日もその整備や整理が続けられている。

「……とはいえ、気が重いんだよなぁ」

　あの信者たちの巣そう窟くつに突入して、里璃子と直接、話をするというのはどうも……。

「イヤだなぁ」「イヤだなぁ」と繰り返しているうちに、体育館に着いてしまった。

　だが、そこに里璃子の姿はなかった。勇気を出して他の委員に、彼女がどこにいるのか聞いてみたが、知らないという。意地悪で教えてくれないのかと思ったが、どうも、そうでもないようだ。

　修しゆう介すけでもいいと思ったが、彼もどこかに用事をしに出ているらしかった。

「……どうしよう」

　困り果てて清さや香かが体育館から出ると、携帯の着信音が鳴った。

　画面を見ると「非通知」と出ていた。

「……はい、美み倉くらですけど」

「ボ、ボクだよ」山やま岡おかの声だった。「い、今、大変なことが起きてて」

「ちょっと待って」

　清香は山岡の話を途中で止めた。

「待てないよ！　今、超緊急事態で」

「あたし、ケータイの番号って、山岡君に教えたことあったっけ？」

　清香はきわめて冷静に言った。

「そんなことどーでもいーでしょ」

「よくない。言わないなら切る」

「あのね、文もん科か省しようの権力を活用して前からちゃんと知ってたの」

「……なんかキモいから切る」

「切っちゃダメ！　ボクだけのことじゃなくて彩さい原ばらさんもピンチなんだよ」

「舞まい子こさんが？　ちょっと、それ、早く言いなさいよ。で、なんなの？　今、どこ？」

「彩原さんの家。ふたりでさっき戻ってきたら、庭になんか……頭が尖とがったような変な怪物みたいなのが……」

「頭が尖った？　それ、トンガリ君じゃないの？」

「わかんないよ。とりあえず、玄関も窓もぜんぶ鍵かぎ締めて立て籠こもってるけど」

　落ち着け、落ち着け、落ち着け。清香は自分にそう言い聞かせた。

「山岡君、よく聞いて。ホントに危険かもしれないから……警察に電話して。山岡君がイヤなら、あたしがお父さんに」

「それはダメ。警察を介入させたとあっては、文科省の秘密エージェントとしての僕の経歴に傷が……」

　そう喚わめいている山岡の声を掻かき消すように、ピーピーとうるさい音が鳴り始めた。

「なに？　山岡君、なに、そのピーピーってなに？」

「あー、どうしようっ！　携帯電話のバッテリーが切れそうで。昨日、じゃないや、一昨日おとといから充電してな」

　……切れた。

　清香は念のために舞子の携帯に電話したが、留守電になっていた。

　考えてる暇はない。

　舞子の家へ行こう。

　靴を履き替え、傘を手にして清香が昇降口を飛び出すと、なにか巨大な黄色いてるてる坊主のような物体が、自転車に乗って接近してきた。

「元気ぃ～？」

　そして、その黄色いものは、そう素すっ頓とん狂きような声を出した。

　体育教師の三み郷さと由ゆ加か里りだった。てるてる坊主のように見えたのは、どこで買ったのか、趣味の悪いレモンイエローの雨あま合羽がつぱを着込んでいるせいだった。

「由加里先生、それを貸してください。緊急事態なんですっ！　あ、それも」

　清さや香かは由加里の自転車と黄色の雨合羽をつかんだ。その形ぎよう相そうがよほど迫力があったのか、普段なら「だったら陸上部に入るところなら応相談によるかも」とか言いそうなところだが、黙って清香の言うことを聞いてくれた。

　黄色のてるてる坊主に変身すると、清香は全力で自転車を漕こいだ。

（急がなきゃ！　舞まい子こさんがピンチ！　……あれ？）

　ふと気になって、ペダルを回す足のペースが鈍った。

（舞子さんが危ない、舞子の家へ急がなきゃって……ついこの間も同じようなことがあったような……デ・ジャ・ヴ？　いやいやこれはデ・ジャ・ヴじゃなくて、実際にあったことだから……でもデ・ジャ・ヴっぽい）

　悩みつつも清香の強きよう靱じんな脚はペダルを漕ぎ続け、舞子の家へはあっという間に到着した。

「舞子さん！　舞子さん！　無事ですか、開けてください！」

　清香は鍵かぎのかかった戸をガンガン叩たたいた。

「あー、もう早く！　あ、こういうのも前にあったような……っていうか、デ・ジャ・ヴって何語？」

　玄関の扉ががらっと開いた。

　その向こうには山やま岡おかが立っていた。顔色が悪い。

「なにがあったの山岡君！」

「彩さい原ばらさんが……僕は止めたんだけど……」

　清香はさーっと体温が下がるのを感じていた。

「舞子さんがどうしたの！」

「中に隠れてるだけじゃしょうがないって言って……裏庭に出て様子を見てくるって……」

「それ、いつの話？」

「ついさっき、五分くらい前……」

　清香はその場でくるっと向きを変えると、玄関脇わきから裏庭に向かって駆け出した。雨は学校を出たときよりも激しく降っている。

　黄色の雨具を叩くピシャピシャという音に急せかされ、清香は走った。

　ぬかるんだ地面と焦る気持ちのせいで、なんども転びそうになりながら、ようやく裏庭に出る。そこは舞子の祖父のコレクション置き場になっていて、奇妙な形の岩だのひとの背の高さくらいあるモアイ象や瀬戸物の巨大狸たぬきだの、大きなガラクタがところ狭しと並べられている。

　雨で空は暗く、置かれたガラクタのせいで見通しが利かない。

「……！」

　舞まい子こがいた。

　誰だれかと揉もみ合いになっている。その相手は頭が尖とがっていて……

（トンガリ君？　ちがう、なんか……変なものに……襲われてる？）

　状況がよくわからないが……舞子が襲われているのは確かだった。

　考えるより先に清さや香かの身体からだは動いていた。モアイ像と狸たぬきの間を駆け抜け、その「変なもの」に思いきり体当たりする。

　虚を突かれたのか、「変なもの」は簡単に吹っ飛ばされ、地面の上に転がった。

「大丈夫ですか、舞子さん！」

　清香は舞子にしがみついた。

「はい」

　舞子はそう答えた。雨に打たれて、着ているデニムのシャツとスカートが濡ぬれて黒くなっていたが、怪け我がをしている様子はなかった。

「私のことよりも……」

　舞子の視線の先には、倒れたままの「変なもの」があった。

「……なに、これ？　ヒトデ……あ、星だ」

　そこに倒れているのは……「☆」形の頭をした着ぐるみだった。巨大な頭部も丸っこい身体も目に眩まぶしい水色だ。

（……あれ？　これ、どこかで見たような……デ・ジャ・ヴ？　……ええとええと、どこで見たんだっけ？）

「ホッシー、ですね」

　舞子がおもむろに口を開いた。

「え？」

「星ほし祭まつり高校のマスコットキャラクターの『ホッシー』です」

「あー！」

　清香はようやく思い出した。

　特別週間のお知らせプリントに登場していたキャラだ。「ホッシー」という名前は里り璃り子こに教えてもらった。

「で、このホッシーがどうして舞子さんを……ていうか、舞子さんになにをしようと……あっ！」

　舞子に教えてもらうより早く、清香はその答えを知った。ホッシーの右手には銀色のアンテナ……円えん錐すい形の先に小さなボールがついた、あのお馴な染じみの形のアンテナが握られていた。清香たちが使っている「ガラクタ」とほとんど同じ形をしている。ちがうところといえば、「ガラクタ」が銀色なのに対し、そのアンテナは金色をしていた。

「私にこのアンテナを刺すつもりだったようです」

「じゃあ、これがＳ＆Ｍのオーナー？」

「そうですね。こうしてアンテナを持っている以上、Ｓ＆Ｍのオーナーであることはまちがいないと思います。……ところで清さや香かさん」

「はい」

「このホッシー……というか、ホッシーの着ぐるみのひと、まったく動きませんね」

「……」

（こ、殺してしまった？　さ、殺人タックル……？）

　焦った清香は濡ぬれた地面に膝ひざをつき、指先でホッシーの顔をちょんちょんっ、と突いてみた。

　その瞬間。

　ホッシーががばっと起き上がった。

「あーっ！」

　清香が叫さけんだときには、もう遅かった。

　着ぐるみの中身は、相当な身体能力と運動神経の持ち主だったらしい。その丸っこい身体からだに似合わぬ機敏さで、あっという間に垣根を飛び越え、外の通りへと逃げてしまった。

「舞まい子こさん！」

　清香の呼びかけに、舞子はうなずいて答えた。スカートの両サイドのポケットから、アンテナとコントローラーをとり出した。

「舞子さん、早く！」

　舞子はＳ＆Ｍのセットを見つめたままでいた。

「舞子さん！」

　清香にふたたび声をかけられ、舞子は「は、はい」と答えて、アンテナを握り直した。そして清香の頭にアンテナを突き刺した。

　一瞬のブラックアウトを経て、再び意識が回復する。雨降りの夕暮れどきで暗かった視界が、Ｓ＆Ｍの機能のお陰で昼のように明るくなった。

「行きます、清香さん」

　Slaveスレイブとされた清香の口を動かし、Masterマスターとなった舞子が言った。

（その前に舞子さんの身体、雨の当たらないところへ）

「いいです、私のことは。早くしないと逃げられてしまいます」

（でも……）

「行きます！」

　舞子はそう言い、清香の身体を大きくジャンプさせた。

（……）

　Masterである舞子が決めた以上、ただ身体を提供している身……Slaveである清香には、なす術すべがない。

　垣根を越えたMaster舞子とSlave清香は、そのまま裏道を走った。

（舞子さん、なんか手がかりあります？　変な匂においとか音とか……）

「……いえ、なにも」

（そうですか……）

　目を凝らし耳を澄まし、清さや香かと舞まい子こはあたりを走り回った。

　だが……。



　ふたりはホッシーの姿を見つけることはできなかった。
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　三十分ほどあたりを捜し回って、清香たちは舞子の家に戻った。

　玄関で黄色の雨具を脱ぎ、家に上がると、山やま岡おかがふたり（身体からだはひとり分だけだったが）を迎えた。

「彩さい原ばらさんの身体は家の中に入れておいたから。雨に当たったままだったし」

（山岡にしてはグッジョッブ）

　清香はほっとした。ホッシーを探している間も、雨に打たれたままの舞子のことがずっと心配だった。

　魂の抜けた舞子の身体は、居間の横の和室に寝かされていた。上にはタオルが何枚も載せられていた。

「髪の毛は拭ふいておいたけど、濡ぬれた服も脱がすわけにはいかないし、一応、タオルは見つかったんで、それは掛けておいたので……」

　山岡がしどろもどろになって言い訳（？）をした。

　舞子は（清香の声で）「ありがとうございました」と礼を言った。

「で、成果は……」と言いかけて、山岡は頭を掻かいた。「こうやって戻ってきたんだから、成果なしってことだよね」

「はい、残念ながら……清香さん、アンテナをはずしますね」

（はい）

　清香の心の声を確認すると、舞子は清香の頭からＳ＆Ｍのアンテナを抜きとった。

　わずかなタイムラグを置いて、清香に手足の感触が戻ってきた。いつものことだが、少し痺しびれたような感覚が残っている。

　それと同時に、寝かされていた舞子がぱちりと瞼まぶたを開けた。

「舞子さん、とりあえず着替えたほうがいいですよ」

　清香の言葉に素直に従い、舞子は着替えのために自分の部屋へ行った。

「……ん？」

　山岡が笑っていた。

「ちょっと山岡君。なに笑ってんの？　まさか留守中に舞子さんに……」

「カンベンしてよ。このボクがそんなことするわけないじゃない」

「だったら、なんで笑ってんの？」

「いいものを見つけたからね」

「なに？　早く教えなさいよ」

「ふふふ。それは彩さい原ばらさんが戻ってきてからね」

「……勝手にすれば」

　しばらくして、着替えを済ませた舞まい子こが戻ってきた。

「舞子さん。山やま岡おか君がなにか『いいもの』見つけたらしいですよ」

「……山岡さん。それはひょっとしてＳ＆Ｍオーナーの手がかりですか？」

　舞子の問いかけに、山岡は大きくうなずいた。

「山岡君、ホントに？」

「……ホントに。倒れていた彩原さんを家に運ぼうとしたとき、庭でものを拾った。まちがいない。これは犯人が落としていったものだよ」

「どうして、そう断言できるの？」

　山岡の言いようがあまりに自信満々だったので、清さや香かは少々かちんときていた。

「断言できるさ。彩原さんはきれい好きだもん。ここの裏庭、ガラクタは山ほど置いてあるけど、いつもゴミひとつ落ちていない」

「……なるほど」

　山岡は自分の背中から、ふたつのビニール袋を出し、それを座卓の上に置いた。

　その片方を見て、清香は思わず「あっ」と声を上げた。

　プラスチック製の黒いフランクフルトソーセージ。よく見ると、一方の端に引ひっ掻かいたような傷がついていた。

「……その顔。美み倉くらさん、なにか知ってるでしょ」

　山岡は変なところで勘が鋭い。嘘うそをついてもしかたないので、清香は素直にうなずいた。

「それ、生徒会の副会長の友とも原はら修しゆう介すけさんの持ってるボールペン。まちがいないよ」

「生徒会か……それはちょっと興味深い。美倉さんたちが出てる間に、僕の秘密ネットワークを使って調べてみたんだけどね。あのホッシーの着ぐるみ、作られたのは三年前で、主として学校行事で使用。管理は生徒会がやってるって話だよ」

「生徒会が？」

　清香の声がうわずっていた。

「他ほかの者に持ち出すことが不可能とは言わないけど、生徒会の幹部なら、特に苦労は少ないよね。それに……」

　山岡は清香の前にもうひとつのビニール袋を滑らせた。

　その中には濡ぬれた紙が入っていた。

「開けてみて」

　言われるままに、清香はそのビニール袋の中から紙をとり出した。

「……これ」

　その紙……Ａ４サイズの紙に、清香は見覚えがあった。雨に濡れて文字がずいぶん滲にじんでいたが、それは清さや香かが作ったものだったからだ。

「ね、ここに書いてあるでしょ」山やま岡おかは紙をとんとんと叩たたいた。「特別週間バーベキュー大会用食料（飲料）発注表って。これも生徒会に関係するものじゃないの？」

「わざわざ説明してくれなくてもわかるよ。ていうか、それ、あたしが作った資料だし」

「えー、そうなの」山岡が口を尖とがらせた。「じゃ、これ、証拠じゃないんだ。美み倉くらさんの落とし物か」

「ちがうよ」清香は首を横に振った。「それ、里り璃り子こさんに渡したものだから。それが落ちていたってことは、あの里璃子さんが庭にいたって証拠だと思う」

「里璃子さんて、あの生徒会長？」

　清香はうなずいて答えた。

「うーん」山岡は唸うなった。「つまり、生徒会長の如月きさらぎ里璃子か、副会長の友とも原はら修しゆう介すけ、そのどちらかが、Ｓ＆Ｍオーナーで、なおかつここ最近の彩さい原ばらさんをストーキングしていた犯人と……」

「そうとは限らないと思います」ずっと黙っていた舞まい子こが口を開いた。「そのふたりが共犯、という可能性もあります。ないしは、どちらかが、どちらかのSlaveスレイブにされているとか」

「……確かに」

　Ｓ＆Ｍが関かかわっている事件はややこしい。アンテナの力で操られている者が実行犯だった場合、その人間がなにか落とし物をしていっても、それが直接、犯人に繋つながるとは限らない。

　だが……。

「どっちかが、もしくはどちらも犯人……それ自体はまちがいないですよね。だったらあたし……犯人は里璃子さんだと思う」

　清香はそう断言した。

「どうして？」と、山岡が早速突っ込んできた。

「『消去法』だよ」と清香は即答した。「何日かだけのつき合いだけど、修介さんて、悪いことするタイプじゃないと思う。修介さんが犯人じゃないとしたら、里璃子さんが犯人、て話になるでしょ？」

「それならこっちも消去法だ。ボクはその修介ってひとが怪しいと思うね。里璃子さんは美人だ。美人は悪いことしない」

「ちょっと！　それがプロのエージェントとかの言うことなの？」

「悪いけど、それがボクの捜査哲学」

「なにが哲学よ……舞子さん。舞子さんはどう思います？」

「そうですね。今のお話を聞いて考えたのですが、その証拠だけではなにも決め手にはならないと思います。はっきりしているのは、そこに如月さんと友原さんの持ち物が落ちていた、ということだけです。それから確定できる可能性は曖あい昧まいです。ふたりのどちらかが犯人、ふたりが共犯、もしくは他ほかに犯人がいて、如月きさらぎさんたちに疑いを向けるように細工をした場合も考えられます」

「じゃ、じゃあ、この証拠にはなんの意味もないってことですか？」

　落胆した清さや香かを見て、舞まい子こは優しく微笑ほほえんだ。

「そうでもないです。如月さんと友とも原はらさん、ふたりが今回の事件に関与している可能性は、やはり高いと思います。そこから先に進むことはできると思います」

「どうやるんですか？」



「……任せてください。私に考えがあります」



    

  
    
      
【ＰｉＰｉｔ!!03】

「どっちが犯人？　はっきりして」



　　　１



　ドキドキしていた。



　いや、



（超ウルトラハイパーデラックスアブソリュートに！）



　ドキドキ……している。



　清香の心臓は恐るべき速さで鼓動を打ち（ドクドクドクドクドクドク）、血液は沸騰し（グツグツグツグツグツグツ）……。



　それというのも、これというのも。



　今、清さや香かは、舞まい子こと同じベッドに寝ているからだ。



　こういうことになったのは……当然だが……理由があった。

　今から約六時間前……つまり、舞子が彼女の家で、

『……任せてください。私に考えがあります』

　と、宣言したのがことの始まりだった。

「で、その『考え』とは？」と清香が質問すると、

「簡単な方法です。私が囮おとりになってＳ＆Ｍのオーナーを誘い出します。あの『ホッシー』は私にアンテナを刺そうとしました。オーナーの目的は私です」

「え―――！」清香は思わず叫さけんだ。「舞子さんが囮になる!?　ダメですよ、そんなの！　危ないじゃないですか！」

「けれど……それが事件解決……Ｓ＆Ｍ回収への、いちばんの近道だと思います」

「それはそうかもしれませんけど……」

　清香が困っていると、

「で、具体的にどんなふうにするの？」

　と、山やま岡おかが質問した。

「具体的なプランは考えていないのですが……目立つところを私ひとりでふらふらと歩いていれば、相手が勝手に来てくれるのではないでしょうか。清香さんと山岡さんにガードして頂くのが前提ですけれど」

「うーん」清香は唸うなった。「わかりました。でも、Ｓ＆Ｍを持っていって、いざってときはすぐに対処できるようにするのが条件、てことでいいですか？」

「はい」

　舞子は即答した。

「あ、あと、もうひとつ！」

　清香は勢いよく手を挙げた。

「今晩は私、ここに泊まり込んで舞子さんのボディガードしますよ。これ、絶対ですからね。さっき来たのが、明日まで待って、夜には絶対来ないって保証はないわけだし」

「確かにその通りですね」舞子はうなずいた。「でも……清香さんは試験勉強の時に外泊したばかりでしょう。あれからまだ間もないですし、きっとお父さんに叱しかられてしまうと思います」

「……」

　舞子の言葉を聞いた途端、少しの間忘れていた感情……不安がまた、清香のことを苛さいなんだ。

　舞子に嫌われているのではないか？　舞子に避さけられているのではないか？

　だが、そんな清香の心配はすぐに吹き飛んでいった。

「……こうしましょう、清さや香かさん。私が清香さんのお宅に泊めて頂く、ということでどうでしょうか」

「……わ、わかりました。そ、それでもいいです」

　なるべく平静を装ったつもりだったが、清香は内心、もうパニック寸前だった。



　ドキドキする心臓をなだめつつ、清香はいちど学校に戻ることにした。由ゆ加か里りに雨あま合羽がつぱと自転車を返さなければいけなかったし、里り璃り子こと修しゆう介すけの様子も確認しておきたかった。そもそも委員会の仕事を途中で放ほうり出して、舞まい子この家に来てしまったわけで、そのフォローもしておく必要がある。

　清香が学校に戻ると、由加里がむくれて待っていた。「すいませんすいません助かりました助かりましたでも陸上部には入りません入りませんごめんなさい」とマシンガンのようにお礼＆謝罪を吐き出して、清香は由加里から逃げ出すように生徒会室へ向かった。しつこく追いかけられるかと思ったが、由加里は戻ってきた黄色の雨具と自転車に愛いとおしそうに頬ほおずりしていた。

　予定の解散時間は過ぎていたので、他ほかの委員たちはすでに帰宅しており、生徒会室には里璃子と修介しかいなかった。

　清香は緊張しつつ、「ごめんなさい。急な用事を思い出しちゃって。残りの仕事はすぐにやりますから」と言って、席に着いた。

　里璃子も修介も、清香のことを特別責めるわけでもなく、事情を根ほり葉ほり聞くわけでもなく、そのままふたりで清香の仕事を手伝ってくれた。清香が担当していたバーベキュー用の食料発注書はあっという間に完成した。

「明日から二日……土日はお休みだけど、週明けからいよいよ特別週間の本番だから、いろいろとよろしくね。美み倉くらさんには期待してるから」

　そう言って、里璃子は清香の肩をぽんっと叩たたいた。

　清香は、びくっ、となった。

（この愛あい想そのよさ……やっぱり怪しい。やっぱり里璃子さんがＳ＆Ｍのオーナーでまちがいなし、だよね）

　清香は里璃子に気づかれないように、その背中をきっ、と睨にらみつけた。

（舞子さんのことは、あたしが絶対に守るんだから）

　舞子が清香の家にやって来たのは、午後八時過ぎだった。

　チャイムが鳴ると同時に、清香は玄関に走った。

「お世話になります」

　大きなトートバッグを提さげた舞子が、ぺこりと頭を下げた。

「やぁ、いらっしゃい」

　そう言って、清香の父の正まさ晴はるが食堂から出てきた。舞子の視線が、正晴の恐～い顔に釘くぎづけになっていた。

「ま、舞まい子こさん。そ、そういえば、う、うちのお父さんに会うのは初めてでしたよね。あはは。大丈夫ですよ、顔は恐いですけど、気は優しいので」

「いやー、清さや香かが友達を家に泊める、なんて言うのは初めてなんで。清香と気が合うんだから、どんながさつな女の子が来るかと思ったら、まー、おしとやかそうなお嬢さんで……」

「お父さん！　余計なこと言わないの！　ほらあっち行って！　食堂でおとなしくしてて。それからお風ふ呂ろとか覗のぞかないでよ」

　正まさ晴はるは目を丸くして、

「お、お父さんがなんで風呂を覗くんだ。警察官がそんなことはしない。いや、そもそもさっき署から呼び出しがあって、また出かけなきゃいけないし……いや、それじゃ家にいたら風呂を覗くみたいな話になるじゃないか……バカ！」

「……」

　正晴は目め尻じりに涙を溜ため、食堂に戻っていった。清香は軽い冗談のつもりだったが、かなり傷つけてしまったらしい。

「あの……清香さんのお父さん、大丈夫ですか？　泣いていたように見えますけど」

「あははは。大丈夫ですよ、あれくらい。それより舞子さん……ご飯にします？　お風呂にします？」

　しばらく考えてから、舞子は答えた。

「すいません。どちらも家で済ませてきてしまいました」

　ご飯もお風呂もいいというので、清香は舞子をそのまま自分の部屋に入れることにした。

「あー、えー、狭くて散らかってるところですが、まー、ごゆっくりどぞー」

「あら。きれいに片づいてますね。おじゃまします」

（よかった。先週、三ヶ月ぶりに掃そう除じしといて。虫の知らせ、ってヤツだな、うん）

「ささ、お好きなものを」

　と、清香はコンビニで買ってきた、ジュースやお茶のペットボトル、それから山のようなお菓子をテーブルの上に広げた。

　久々に舞子とふたりだけになれた嬉うれしさで、清香はピーチソーダをぐびぐび飲み、お菓子をひとりで平らげながら、ここ数日のこと……委員会活動であったあれこれを話して聞かせた。

　そして日付がもうすぐ変わる頃ころ……、

「それじゃあ、そろそろ休みましょうか」

　舞子に言われ、清香は焦りつつ、

「あ、そ、そうだ。お客さん用の布団ふとんを持ってこないと。ちょっと待っててください」

　と、部屋を飛び出すと、廊下の隅の納なん戸どから客用布団のセットを抱え、戻ってきた。

　だが……。

「舞子さん、お待たせ……あわっ」

　空になった菓子袋で足を滑らせ、清香は布団を床に放ほうり出した。それだけならよかったが、その弾みに近くにあった、口を開けたばかりのアイスティーのペットボトルが倒れ……。

「あー、舞まい子こさん用の布団ふとんがビショビショに……」

「早く、布団を干さないと」

　舞子に言われ、清さや香かはベランダに出て手て摺すりに敷き布団をかけた。

「……ん？」

（こ、このシチュエーション……この前、舞子さんの家にお泊まりしたとき、花瓶の水をこぼして布団使用不可能にして云うん々ぬん作戦の再現というか、偶然だけれども必然的な……ええと、つまりその）

　くるりと振り返り、清香は部屋の中の舞子の顔を見た。そして、口が勝手に動いていた。

「ちょ、ちょっと狭くなってアレでなにですけど、布団がこーなってしまったので、よ、よかったら、あたしのベッドで一緒に寝ませんか」

「いいですよ」

　舞子は即答した。

「そ、そうですか。それじゃ、そういうことでひとつ」

　清香の頭は真っ白になった。あまりに都合のいい展開に、脳の機能の一部が停止してしまったようだ。

「じゃ、着替えますね」

「あ、あああ、わかりました」

　清香は慌あわてて背中を向けた。

（女の子同士だし、別に見てたっていいと思うけど……いや、別に舞子さんの着替えを特別見たいということではなく……とはいえ見たくないということでもないわけであり）

　などと清香が悩んでいるうちに、舞子は着替えを済ませてしまった。紺色のチェック柄の普通のパジャマだった。

　着替えを終えた舞子は、清香のことをじっと見ていた。

「清香さんはそのままで？」

「え？」

　よく意味がわからず、清香はぽかんとなって自分の着ているものを見た。オレンジのＴシャツにクォーター丈のジーンズ。

「……そ、そうですね。あ、あたしも着替えなきゃ」

（き、着替え？　……舞子さんの見てる前で？　それは無理。でも、わざわざ見ないでくださいって言うのも、なんかそれはそれでダメ……あ、別のところで着替えてくればいいのか）

「舞子さん、ちょっと待っててください。アレがソレなんで」

　清香はパジャマをつかんで一階の洗面所まで行き、着替えをして大慌てで部屋に戻ってきた。



　　　２



　と、そんなことがあって。



　今、清さや香かは舞まい子こと肩を並べて寝ていた。

　……が。

　当然、そのまますやすや眠れるはずもない。

　恥ずかしくて舞子のほうは向けないので、壁を見て、ひとり、ニヤニヤしていた。



　……えへへへへ。



（幸せって、どっから降ってくるかわかんないんだなぁ。隕いん石せきみたいに。うふふ。身体からだはくっついてないけど、舞子さんの体温がほんのり伝わってくる……幸せ　……あれ？　あたし、なんか大事なこと忘れてない？　……そうだっ！）



　清香は危うく声を上げるところだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「敵」のＳ＆Ｍオーナーから舞子を守ること。それが自分の仕事だった。ドキドキするのは二の次だ。こうしている間にも、敵オーナーはこの家の近くをウロウロしているかもしれない。

　……敵のＳ＆Ｍオーナー。

　壁を睨にらみながら、清さや香かはこれまでの情報を整理してみることにした。

　まず最初のきっかけは、父の正まさ晴はるから聞いた「トンガリ君の噂うわさ」。

　頭の尖とがったフードを着た男＝トンガリ君の奇行が、この星ほし祭まつりの街のあちこちで目撃され、一種の都市伝説のようになっている。「頭の尖ったフード」という話から、清香たちはそれを、誰だれかにアンテナを刺されてSlaveスレイブにされた人間だと推測した。

　そのＳ＆Ｍの調査を始めたところ、舞まい子こは誰かにストーキングをされるようになった。前後の状況から、そのストーカーと敵のＳ＆Ｍオーナーは同一人物の可能性があると考えられた。

　そして今日。星祭高校のマスコットキャラ＝「ホッシー」の着ぐるみが舞子を襲い、アンテナを刺そうとした。

　現場には、里り璃り子こと修しゆう介すけ、ふたりがそれぞれ落としたと思われる証拠の品が残されていた。

　犯人……Ｓ＆Ｍのオーナーは里璃子か修介か……？

　清香は勢いで「犯人は里璃子さん！」と決めつけてしまったが……。

　普通の事件ならともかく、Ｓ＆Ｍが絡んでいるので事態はかなりややこしい。人間を自由に操れるアンテナが存在する以上、真犯人と実行犯が同一とは限らないからだ。

　たとえば、ホッシーの着ぐるみに入り、舞子にアンテナを刺そうとした犯人、それも誰かのSlaveだった可能性もあり……。

（あ、ちがう！　それはなし、だ）

　よく考えてみたら、ホッシーの着ぐるみはその手にアンテナを持っていた。誰かのSlaveだった場合、アンテナは頭に刺さっているわけだから、ホッシーの中身はＳ＆Ｍのオーナーとしか考えられない。

（と、ゆーこーとは）

　やはり、里璃子か修介、どちらかがＳ＆Ｍのオーナーである可能性が高い、ということになる。

（容疑者はふたりに絞られたけど……どっちっていう確証もないし。途方に暮れる……でもでも）

　いろいろと不明確なところも多い事件だが、ひとつはっきりしているのは……。

　舞子が狙ねらわれている、ということだ。

（なにがあっても舞子さんをガード、ガードと。……あれれ？）

　今日も蒸し暑いので、エアコンをドライにして、窓は閉めきってある。それはいいのだが……。

（窓の鍵かぎ、閉めたっけ？）

　二階であることもあり、面倒くささも手伝って、清さや香かはふだん、ほとんど窓の鍵かぎを閉めない。舞まい子こが来る前、部屋の掃そう除じをしているときに（あー、舞子さんが来る前にちゃんと戸締まりしとかなきゃなぁ）と思ったのは覚えているが。

（で、どうしたっけ？）

　閉めたような。

　閉めていないような。

　窓までは歩いて数歩。実際に確かめれば済むことだが……。

　清香はベッドの壁際に寝ているので、降りようとすると、舞子を越えていく必要がある。

（考えすぎかもしれないけど……その途中の瞬間的というか経過的というか途上というかで、こー、舞子さんにのしかかる的なポジションになるわけで。もしもその瞬間、舞子さんがぱっと目を覚まして、あら清香さんなにをしてるんですか清香さんがそんなひとだったとは思いませんでした不潔です変態です嫌いです……とかなったら……困る。いや困るというのとはちょっとニュアンスちがうけど恥ずかしくて死ねる）

（んー）と清香はまた心の中で唸うなった。

（いやいや。舞子さんを守るって約束したし。一時的にそういう形になるのはこの際……やむなしっ！）

　清香はそーっと体勢を変え、壁に背中を向けた。舞子の寝顔が目の前に！　というシチュエーションを期待したが、残念なことに彼女は清香のほうに背中を向けて寝ていた。

　パイル地のタオルケットをそっと上げ、舞子の上を慎重にまたぐと、清香はベッドから下りた。そのまま忍び足で窓に近づく。

（……へ？）

　窓の外が一瞬、ぴかっと光った。その場で足を止めていると、また、二度、三度と外が明るくなるのが見えた。

（Ｕ、ＵＦＯ？）かと思ったが、光っているのは下のほう……庭のようだった。

（誰だれかいる？　懐中電灯？　お父さん……は仕事行ってるし……舞子さん起こしたほうがいい？　それとも、ええとええと）

　清香が迷っていると、庭から「きゃーっ！」と甲かん高だかい声、そしてなにか重いものが落ちたような、どさっという音が聞こえてきた。

　清香は慌あわてて窓を開け（やはり鍵は掛かっていなかった）、下を見た。

「な、なんで……？」

　庭に立ち、部屋を見上げている人物と目が合った。

「……山やま岡おか君がここにいるの？」

　ヘッドランプをつけた山岡が清香に向かって手を振っていた。

「それは私がお願いしたからです」

「ひぃ」

　いつの間にか、舞子が清香のすぐ横に立っていた。近づく気配どころか、ベッドから起き上がったのにも、まったく気づかなかった。

「ま、舞まい子こさん……脅かさないでください」

「ごめんなさい」舞子がぺこりと頭を下げた。

「……で、どうして舞子さんが山やま岡おか君に……なにをお願いしたんですか？」

「下へ行きましょう。そのほうが説明の手間が省けると思います」

　清さや香かと舞子はパジャマのまま部屋を出て、玄関から庭（というほど広いスペースではなかったが）に出た。

　頭にライトをつけた山岡が満面の笑みを浮かべて立っていた。

「どうですか、山岡さん？」

　舞子に尋ねられ、山岡は、

「抜かりなし。上にネットも被かぶせてあるから逃げられないよ」

「どういうこと？　うちの庭でなにが起きてるわけ？」

　頭に無数の「？」を浮かべつつ、清香は山岡のところへ歩み寄った。

「なにこれ……ひょっとして……まさか……落とし穴？」

　山岡の傍らに深い穴が掘られ、その上に大きな網が被せられているのが見えた。

「そう、落とし穴」山岡が自慢げに繰り返した。「罠わなの基本中の基本。とはいってもね、ひとをひとり捕まえる深さの落とし穴、これを短時間で、しかも単独で掘るというのは特殊な技術が必要で。文もん科か省しようのエージェントの場合、そうしたことに必要なカリキュラムも……」

「もういいから、ちょっとどいて」

　山岡を突き飛ばすと、清香は膝ひざをつき、穴の中を覗のぞき込んだ。

「……あ」

　思わず声が出てしまった。

「……里り璃り子こさん？」

　穴の中にいたのは、星ほし祭まつり高校の生徒会長、如月きさらぎ里璃子だった。

　里璃子は困るでもなく、照れるでもなく、そして恥じるでもなく……いつも通りの自信に満ちた表情で言った。



「美み倉くらさん。悪いんだけど、ロープかなにか貸してもらえる？　ここから出たいんだけど」
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「誰だれでもいいから」

　清香は、舞子、山岡、そして里璃子の顔を順番に眺め、

「なにがどーなってるのか、事情を説明してください」

　山岡がぽりぽりと頭を掻かいた。

「僕が説明するのがいちばん早いけど……またお喋しやべりはウザいとか言われるし」

　清さや香かは山やま岡おかのことを睨にらみつけた。

「ウザいとか……言うけど、教えて」

「わかったよ」山岡は渋々口を開いた。「彩さい原ばらさんの命令で、ボクがこっそり、ここに罠わなを仕掛けた……落とし穴を掘っておいたって話。いやー、美み倉くらさんのあの恐い顔したお父さんが出かけてくれたから助かったよ。家の人間に気づかれずに落とし穴を掘るというのは、なかなか高度な技術を必要として……」

「それはわかったから……もういいよ」山岡の言葉を無理に終わらせると、清香は舞まい子こに尋ねた。「舞子さん、わざわざ山岡君に命令するなんて、ストーカー……里り璃り子こさんがここにも来るって、予測してたんですか？」

　舞子はこくりとうなずいた。

「私が他ほかの家に泊まるとか、状況が大きく変われば……ずっとストーキングしていたようなひとなら、気になって様子を見に来る確率は高いと思いました。でも……」

　舞子は傍らの里璃子の顔を見た。

「まさか、落とし穴に落ちるひとが本当にいるとは思いませんでした」

　里璃子は「てへ」と笑った。

「あたしだって、今どき、まさか本気で落とし穴を掘って罠を仕掛けるなんて、そんなこと思わなかったもの」

　清香は笑顔のままの里璃子を見た。ストーキング用のコスチュームなのか、里璃子は上下黒のジャージ姿だった。ご丁寧にスニーカーも黒で揃そろえてあった。

（……里璃子さんが本当に舞子さんのストーカーだったんだ。あたしの推理が当たったのはいいけど……）

「里璃子さん、どーして舞子さんのストーカーなんてやってたんですか？　生徒会長なのに」

「あら」清香の質問に里璃子は首をかしげた。「ストーカーと生徒会長は関係ないでしょ。総理大臣だってストーキングすることもあるんじゃないかな？」

「総理大臣はさすがにしないと思います。人目もあるだろうし」

　清香はなんとなく真面目まじめに答えてしまった。里璃子のペースに完全に乗せられていた。

「……そうね。でも、生徒会長くらいだとやっちゃうんだよね。人目もなんとかなるし」

「……開き直ってますね、如月きさらぎさん」

　清香が思わず語気を荒げると、

「だってしかたないでしょ。この状況じゃ、あたしじゃないって言っても、誰だれも信用してくれないもんね。と、いうか」

　里璃子は大きく胸を張った。

「実際、ストーカーはあたしだし」

「……」

　こうまで堂々と言われると、さすがの清さや香かも突っ込みようがなかった。

「やっぱり素人しろうとじゃダメだ。ここは僕に任せて」

　呆ぼう然ぜんとしている清香を押しのけ、山やま岡おかが里り璃り子この前に立った。そしてポケットから身分証……清香たちにはすっかりお馴な染じみの、文もん科か省しようの秘密エージェントであることを示す身分証をとり出し、それを里璃子に突きつけた。

「またウザいとか言われるので、詳細は省略。実のところ、僕はこういう身分の者なので、日本国政府によって認められた権限により、存在禁止文化財不正所持禁止に関する、ええと、第何条だっけ……ええと」

「ちょっと君」里璃子が山岡に人差し指を向けた。「ウザいから早いとこ、結論を言ってくれないかな」

「ウ、ウザいって……わかったよ。あなたが所持しているＳ＆Ｍ、コードネーム＝キンピカ……あ、ちなみにそれは僕が今、命名しました……を、こっちに渡して！」

「Ｓ＆Ｍ？　なに、それ？　……あぁ、あれか。彩さい原ばらさんと美み倉くらさんが使ってるヤツでしょ。でも、それとあたしに、どんな関係があるわけ？」

　ぽかんとした顔で聞き返した里璃子に、山岡は、

「ふふふふ。しらばっくれるのもいい加減にしてくださいよ。僕は最初からあなたが怪しいと思ってたんだ」

「ちょっと山岡君」清香は我慢できず、山岡の肩を叩たたいた。「君、言ってたでしょ？　里璃子さんみたいな美人が犯人なわけない。修しゆう介すけさんのほうが怪しいって」

「ごめん、それ、覚えてない」

　山岡はしれっとした顔で答えた。

「山岡君、いい加減にしなさいよ。君はいつだって……」

　清香が山岡に凄すごんでいると、

「ちょい待ち」

　と、里璃子がストップをかけた。

「一応、確認しておくけど、話題は今、あたし、のことになってるんだよね？」

「そ、そうですけど」

　清香が答えると、

「だよね？　だったら、ちゃんとそーゆーふーに扱ってくれないと。そうでなくても、あたし……自分が場の中心でないと機嫌悪くなるタイプだから」

（そんなことハッキリ言うひとっている？　まぁ、そこは嫌いじゃないんだけど……）

「で」と、里璃子がまた口を開いた。「いつまでも、ここでノンビリしててもしかたないんで。今日のところはこれで解散、てことでいい？　いいよね？　ストーカー問題は明日以降、あらためて検討、ということで」

（やっぱり凄い……開き直りとかじゃなくて、素すでこれだけ堂々としてるストーカーってなに？）

「ダメダメ！」

　納得してしまった清さや香かとちがい、文もん科か省しようエージェントの意地もあるのか、山やま岡おかは小さな身体からだを目一杯大きく広げ、長身の里り璃り子この前に果敢に立ちはだかった。

「この場でちゃんとＳ＆Ｍを渡してくれない限り、どこへも行かせるわけにはいかない！」

「あー、なんか面倒なことになっちゃったなぁ」

　里璃子が「はぁ」と溜ため息いきをついた。

　それを横目で見ながら、清香はずっと黙ったきりの舞まい子こに、

「舞子さんのことつけ回していたストーカーと、あの里璃子さんになんか共通点とかあります？」

「いえ……わからないです」

　舞子は首を横に振った。

「そうですよね。そんなに簡単にわかれば苦労はないですよね……」

　清香は視線を山岡と里璃子に戻した。山岡は両手を広げたまま踏ん張っていて、里璃子はその前で困り果てている。

（ていうか、この対決、どーなるんだろ？　……あたしの家なのに。朝まで続く？）

　だが、清香のその心配は杞き憂ゆうに終わった。

「ちがうんだー！」

　その叫さけびとともに玄関のほうから黒い影が飛び込んできた。

　その人物は山岡と里璃子の間に割って入ろうとして……その勢いのまま、落とし穴に飛び込みそうになった。

「危ないよ、修しゆう介すけ」

　里璃子がそう言って、闖ちん入にゆう者……友とも原はら修介のシャツの襟をひょいとつかんだ。

　そのお陰で修介は穴に落ちずに済んだ。そして同時に修介のいきなりの乱入によって、里璃子の無実は簡単に証明されてしまった。

　なぜなら……彼の手には金色に輝くアンテナ、そしてコントローラーが握られていたからだ。



「なんていうか、事態はますます複雑になっているような気がするんですけど」

　清香は台所から戻ると、食堂のテーブルに揃そろった、舞子、山岡、里璃子、修介の前に、烏龍ウーロン茶ちやの入ったコップを並べた。いつもは父の正まさ晴はると清香だけで使っているテーブルは、それなりに大きなものだったが、こうして五人が席に着くと、ママゴトのオモチャのように小さく感じられた。椅い子すは四脚しか置いていないので、清香は納なん戸どから持ち出した、折り畳みの小さなアルミ椅子に腰かけた。

　時計を見ると、もうすぐ午前一時になろうとしていた。

　里璃子の意外な登場、そしてそれ以上に唐突な修介の登場によって、猫の額ほどの美み倉くら家の庭の人口密度はかなりのものになった。そこで、

「まぁ、こんなところで、立ち話もなんなので」

　と山やま岡おかが切り出した。

　山岡の提案というのが気に食わないが、言い分自体はその通りだと思ったので、清さや香かは皆に家に上がるように言った、というわけだった。

「ええと、話が混乱してきたので、ここで僕が整理してもいい？」

　と、山岡が提案した。清香はすかさず「ダメ」と断り、

「それ、あたしがやるから。ええと……ここ最近、舞まい子こさんを悩ましていたストーカーの犯人は里り璃り子こさんだった」

「そう」里璃子が場違いに明るく答えた。

「おほん。だけど、里璃子さんはＳ＆Ｍのことは知らない。Ｓ＆Ｍの持ち主は修しゆう介すけさんだった、と」

　修介は黙ってうなずいた。さっきまで大事に握りしめていたアンテナとコントローラーは、ジーンズのポケットに仕舞い込んでいた。

「え？　ていうことは？」清香は大事なことを思い出した。「今日……ええと正確にいうと昨日の夕方、舞子さんの家に現れた『ホッシー』の中に入ってたのも修介さん？」

「……はい」

　里璃子とは対照的に、小さくなりながら修介は答えた。

　修介の素直な返事に、清香はますます混乱した。

「でも、あのとき、修介さん、舞子さんのことをSlaveスレイブにしようとしてたでしょ？　なんのために？」

「……」

　その質問については、修介は口を開こうとしなかった。

「あ、そうだ！」清香はまた思い出した。「期末試験の最中、あたし、舞子さんの家に泊まった日があるんですけど……修介さん、その夜、舞子さんの家の裏庭に出現しましたか？　あの着ぐるみ使って」

　修介は黙ってうなずいた。

　清香はようやく心のモヤモヤが晴れた。あの夜、舞子の家の裏庭で見た『頭が尖とがったような怪物のシルエット』は「ホッシー」のものだったのだ。

（あれれ？　でも、あの夜って、庭にもうひとり、黒いフードの……それも里璃子さん？）

　清香はその件を里璃子に問とい質ただそうとしたが、その必要はなかった。

　里璃子は「イヤだ、それウケる。あの日の夜、修介もあそこにいたの？　あたしもいたよ！」と言って、修介の背中をバンバン叩たたいた。

（なんて堂々としたストーカー……ってあたし、何回も感心しすぎ！　いや、それはともかく。あたしがお泊まりした夜、修介さんだけじゃなくて、やっぱり里璃子さんもいたんだ……）

「いろいろ事情はあるみたいだけど。んぐ」どこからとり出したのか、山岡はコンビニで売っているスティック状のチーズケーキをパクリとやった。「まずはＳ＆Ｍの確保が先決。友とも原はらさん、Ｓ＆Ｍを渡してください」

「……それはダメだ」

　修しゆう介すけははっきり答えた。

「困ったなぁ。渡してくれないなら、しかたない。美み倉くらさん、彩さい原ばらさん。今すぐＳ＆Ｍ使って、実力でこのひとからＳ＆Ｍをとり上げて」

「イヤだ」清さや香かは即答した。「そういうのは好きじゃないし、山やま岡おか君の命令を聞くのはもっと好きじゃないし、そもそもそんな命令を聞く義理も理由も必要も必然もないから」

　清香の言葉に同意するように、舞まい子こも深くうなずいた。

　Ｓ＆Ｍ回収は舞子のなによりの願いだが、持ち主が「悪人」とは思えない修介だ。まずは事情を究明するのが先決だろう。

（あ、待ってよ）

　修介の事情も知りたいが、清香としては里り璃り子この「事情」のことも気になる。

　清香は直接、里璃子に聞いてみることにした。

「質問なんですけど。そもそも、どーして里璃子さんは舞子さんのことをストーキングしていたんですか？」

「あー、それはね」

「それは？」

「それは……言えない」

　里璃子にあっさりはねつけられ、清香は返す言葉が見つからなくなった。

　里璃子はそのまま口を閉ざした。修介もなにか話す様子はなく、（山岡はひとり、なにかブツブツ呟つぶやいていたが）清香にとっては居心地の悪い沈黙が続いた。

「あのー」

　それを破ったのは舞子の一言だった。

「如月きさらぎ……里璃子さん。私、あなたと以前、どこかでお会いしたことありましたでしょうか？」

　里璃子はなにも言わず、ただ舞子の顔を見返した。

「あの……私……」

　舞子はなにか言いかけて、途中でやめてしまった。その様子に清香は（あれ？）となった。

　控えめな性格ではあるが、いつもの舞子なら、中途半端に言葉を呑のみ込むようなことはしない。

「彩原さん、本当に覚えてない？」

　舞子に呼びかけたのは、里璃子ではなく、なぜか修介のほうだった。

「それが……」舞子は口ごもり、「お顔には覚えがないのですが、全体的な雰囲気は記憶にあるような……よくわからなくてごめんなさい」

「そんな……」

　修しゆう介すけは肩をがっくりと落とした。そして、

「里り璃り子こは……里璃子はね、君のことを……小学校の頃ころから……」

「ちょっと待ったっ！」

　椅い子すを蹴けると、里璃子は修介に飛びつき、その口を押さえつけた。

「んぐぅ」

　里璃子の力がよほど強かったらしく、修介は本気で苦しがった。だが、里璃子はそれをまったく気にせず、みんな……というよりは、明らかに舞まい子こに向かって言った。

「こんなところで言いたくなかったけど、大事なことは自分で言うから！」

　里璃子の真剣な表情に、清さや香かは背中がぞわぞわするのを感じていた。

（なんかイヤな予感がする……）

「どうしてストーキングしていたか。そんなの決まってる。……ていうか、どうしてわざわざ聞こうとするかな。そんなの普通、わかるでしょ？」

（うう……それってひょっとして。まさか、里璃子さんて、舞子さんのことを……）

　里璃子は大きく息をすると、清香が想像した通りの言葉を吐き出した。



「……大好きだから。昔からね」
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　……清香にその発想はなかった。里璃子が舞子にストーキングしていたのは、前後の状況からして、てっきりＳ＆Ｍ関係のことだと思い込んでいた。

（……ホントに？）

　清香は自分自身に問いかけた。

　里璃子が言っていた。

『どうしてわざわざ聞こうとするかな。そんなの普通、わかるでしょ？』

　そう。普通に考えればわかる。

　しつこく、熱心に、いつでも、どこでも……つきまとうとしたら、その理由なんか、ひとつしかない。



　好き……大好きだから。



　清香自身にも覚えがある。舞子とまだ口をきけなかった頃、彼女のことをこっそり尾行したことがあった。それがきっかけで、すべてが始まったのだが……。



「ふぅ――――――」

　コップの烏龍ウーロン茶ちやを飲み干すと、里り璃り子こは清さや香かに、

「ごめん、お代わり」と頼んだ。

「ご自由にどうぞ」

　と、清香は冷蔵庫から出したペットボトルを、テーブルの上にどんっと置いた。

　烏龍茶をもう一杯飲むと、里璃子はおもむろに口を開いた。

「彩さい原ばらさんのほうは覚えてないみたいだけど、小学校のとき、あたしたち、同級生だったんだよね」

「え？　里璃子さん、学年ひとつ上なのに？」

　清香は一瞬、ぽかんとなったが、すぐに思い出した。舞まい子こは病気をして、中学で一年、休学していると聞いた。小学校のときなら、確かに里璃子と同級生でもおかしくない。

　清香の表情から説明は不用と判断したのか、里璃子はそのまま話を続けた。

「星ほし祭まつり西にし小学校。あたしは一年から三年までは一組で益ます田だ先生のクラス」

「おじいさんの先生ですね？」

　それからしばらく、舞子と里璃子は友達や先生、小学校時代のことをあれこれ話した。

　楽しそうに話すふたりが、清香にはとても遠くにいるように見えた。

「……私は一年から三年までは四組、四年からは一組でした」

「知ってるよ。あたし、彩原さんのことは三年のときからその……好きだったから」

『好き』、というストレートな里璃子の言葉に、清香は心臓を鷲わしづかみにされたような気持ちになった。



    

  
    
      



    

  
    
      「彩さい原ばらさんは当然、知らなかったと思うけど、あたしが彩原さんのことを好きになったのは三年のときからで」

（つーか、なんで微妙に言い方変えて、同じこと二度言う？）

　いやいや。焦るな→自分。舞まい子こさんがどう思ってるかはわからないけど、自分の舞子さんを愛する気持ちに揺らぎも迷いも躊躇ためらいもないわけで。そもそもそういう自分の気持ちは舞子さんには筒抜けなわけで。

（だよね。Ｓ＆ＭでSlaveスレイブになって心を読まれているんだから。そーゆー特別な関係なわけなんだし？）

　などと思いつつ、清さや香かは里り璃り子このことをこっそり睨にらみつけた。

　そんな些さ細さいな抵抗に気づいたふうもなく、里璃子は話を進めた。

「あれは三年の二学期の……ずいぶん寒かったから、終わり頃ごろかな。掃そう除じ当番で教室の窓ガラスを拭ふいてたのね。ガラスの隅に小さな染みみたいなのがあって。拭いても拭いてもとれないの。あたし、掃除とかは好きじゃなかったけど、その頃から負けず嫌いだったもんで、必死にゴシゴシやってて」

（なんか、その様子、想像しやすいなぁ）

「そうやってゴシゴシゴシゴシやってたら、なんか気配を感じたのね。振り向いたら、教室の入口のところに、このひとがいた」

　里璃子は舞子に視線を向けた。

「それでね、彩原さん……クラスもちがったから、そのときは名前も知らなかったけど……ちっちゃな声で言ったのね。『ずっとがんばってるんですね……きれい好きなんだ』って。あたし、ドキっとした」

　里璃子は食堂の天井を見上げた。彼女の目はそこに、かつての大切な思い出を見ているようだった。

「ぽつりと言って、彩原さんはすぐにいなくなっちゃって。あたし、追いかけたかったんだけど、動けなかった。ビックリしてドキドキして……たぶん、そのとき、生まれて初めて褒められたから」

「生まれて初めて？」

　清香が聞き返すと、里璃子は、

「えへへ。あたし、小さい頃からこんなんで、親とかが褒めたくなるようなキャラじゃなかったから。……で、ね。それからずっと、遠くから彩原さんのこと見てた。『友達になろう！』ってなんども言おうとしたんだけど、どうしても言えなかった。そんなことも初めて。誰だれとでも仲良くなれるのが自慢だったんだけど。そんなんで小学校も卒業することになって……中学に入ったら絶対話しかけよう、そう決めてたんだけど……」

　舞子がすまなそうに頭を下げた。

「私、中学に入るときに家族と一緒に東京へ行ってしまったので……」

「そうなんだよね。一緒に星ほし祭まつり中に行けると思ってたから、かなりショックだったなぁ」

（それにしても……）

　清さや香かは考えた。

（ただ一回だけ、きれい好きって褒められただけで、それからずっと好きなんて……いや、そういうこともあるかも。……あれれ？　ひょっとして）

　清香の頭の中に、突如、「恐るべき可能性」が浮上した。

「あの……里り璃り子こさん、ちょっと質問なんですけど。里璃子さんが生徒会長になって、それで特別週間が『掃そう除じ週間』に変わっちゃったのって、それと関係あります？　窓を拭ふいてるところを舞まい子こさんに褒められたっていう……」

「そうだよ」

　里璃子は即答した。

「あの小学校三年の二学期以来、あの言葉があたしの中にずっと残ってるんだよね。でね、これは凄すごい偶然なんだけど。五月の末、職員会議の承認をもらって、特別週間を正式に掃除週間に変えられた日があったんだけど……その日、職員室から出たときにバッタリ、会ったんだよね。……覚えてないよね？」

「……はい」

　舞子はまた、すまなそうに答えた。

「いいよ。全然気にしてないというか。彩さい原ばらさんには関係ないことだもん。でも、あたしにとっては、それがすごく運命的なタイミングに思えたんだよね。ずーっと彩原さんのことを好きだった気持ちが、神様に通じたような気がした」

（うぅ……また、しれっとした顔で大胆告白を……）

　清香は奥歯をぎりぎりと噛かみしめた。

（それにしても、なんだかなぁ）

　話題が里璃子の告白タイムに移行してから、山やま岡おかは急に興味を失った様子で、スティックのチーズケーキをむしゃむしゃ食べている。修しゆう介すけはずっとうつむいたまま、舞子も自分のことを話題にされているのが恥ずかしいのか、下を向いている。

　結果、清香がひとりで、里璃子の告白を受け止めている、という形になっている。

（なんかよくわかんないけど、とっても理不尽な感じがする）

　里璃子が「えへへへ」と笑った。

「こうやって一回スイッチ入っちゃうと、なんでも素直に言えるもんだね。彩原さんが転校してきてから、毎日、こっそりつけ回してたのが馬ば鹿かみたい」

「毎日？」清香は思わず叫さけんだ。「じゃあ、ひょっとして、あたしと舞子さんのこと……Ｓ＆Ｍのことも知ってる？」

「うん」里璃子はあっさり答えた。「名前はさっきまで知らなかったけどね。あのアンテナで美み倉くらさんが大活躍してることは知ってるよ」

「あちゃぁ～」

「とにかく、ストーキングしてたことはごめんなさい」

　そう言うと、里り璃り子こは舞まい子こに深々と頭を下げた。

「あらためてお願い。友達になってください」

（……これも、なんかデ・ジャ・ヴだ）

　清さや香かは複雑な気持ちだった。彼女自身、今の里璃子と同じことをした……舞子の後をつけ回した後、それを認めて友達になって欲しいと頼み……。

「もちろんです」舞子はそう答えた。「私はそうやって自分の気持ちをきちんと言葉にできるひとは、大好きです」

（だ、大好き……？）

　清香が焦っていると、里璃子は満面の笑みを浮かべ、

「ありがとう。嬉うれしいなぁ。でも、これでこっそりつけ回す楽しみがなくなったから、ちょっと複雑な感じかも……て、ウソ、ウソ。で、あたしのせいで話が思いっきり逸それたけど、問題は修しゆう介すけのことなんだよね？」

「そう！」山やま岡おかがぱっと立ち上がった。「このひとがいくら言っても、Ｓ＆Ｍ＝キンピカを渡してくれないので……」

「で、修介」山岡を完全に無視して、里璃子は修介に呼びかけた。「君、どうして彩さい原ばらさんのこと襲って、Ｓ＆Ｍのアンテナを刺そうとしたわけ？　彩原さん操って、なにがしたかったの？」

「……」

　修介は答えなかった。

「うー、こうなるとお手上げだよねぇ。修介は頑固だから。じゃあ、これだけは約束してよ。もう彩原さんの頭にアンテナ刺そうとか、そういうことはしない、って。彩原さんはあたしの大事な友達なんだから」

　修介はこくりとうなずいた。

「もー、それだけ？　ふー。ま、いっか。修介のことは来週の特別週間が終わった後でいい？　そうすれば、こっちも一息つけてちゃんと対応できると思うんで」

「ダメダメ！　Ｓ＆Ｍ確保は急を要する案件なんだよ」

　大声を張り上げた山岡に、里璃子は、

「キミには聞いてないから。彩原さん、美み倉くらさん、それでいい？」

　清香と舞子は同時に「はい」と答えた。

「了解。それじゃ、もう遅いし」

　里璃子の視線の先にある掛け時計は、午前二時を指していた。

「今日はここで解散、ということで」



　里璃子の締めの言葉通り、深夜の緊急ミーティング（？）はそれから間もなくお開きとなった。

　山やま岡おか、そして里り璃り子こと修しゆう介すけが帰り、美み倉くら家の食堂には、清さや香かと舞まい子こだけが残された。

　なにを考えているのか、舞子は目を伏せて、空になったコップをじっと見ていた。

「とりあえず今日はもう寝ましょうか」……と清香は言おうとしたが、なぜか言葉にできなかった。気がつけば、

「あははは、と、友達が増えてよかったですね」

　と、関係のないことを言っていた。

（あたし、なに言ってんだろ……）

　里璃子の「告白」を目まの当たりにしたせいか、どうも調子がおかしくなってしまった。

「……もう寝ましょうか」

　清香の言葉には直接答えず、舞子はそう言って立ち上がった。

　清香はまた舞子と同じベッドで寝ることになったが、疲れきっていて、ドキドキする余裕もなかった。今回のストーカー事件で、なにか大事なことを聞きそびれている、そんな気もしたが、それがなんなのか思い出すことなく、清香は眠りに落ちた。



　　　５



　翌日の土曜日。

　清香が台所でひとり、朝食の片づけをしていると、父の正まさ晴はるが帰ってきた。

「あれ？　彩さい原ばらさんは？」

「うん、さっき朝ご飯食べて帰ったよ」

　清香がそう答えると、正晴は彼女の顔をまじまじと見て、

「清香。おまえ、風か邪ぜひいてる？」

「ううん。ひいてないよ」

「だって……顔色悪いぞ」

「悪くないよ。ピンピンしてるよ」

「そっか。ならいいけど」

　そう言いつつも納得いかない顔の正晴を残し、清香は自分の部屋へ引き揚げた。

「はぁ」と溜ため息いきをついて、ベッドに寝転がる。

（よくわかんないことも多いけど……これで事件解決、なのかなぁ）

　里璃子の言っていたように特別週間が終わるのを待って、修介とあらためて話をする。修介を説得してＳ＆Ｍを返してもらえば、この「事件」はそれで終わりだ……。

「……あ。そうだ」

　清香には、昨日の夜からずっと引っかかっていることがあった。なにか肝心なことを確認することを忘れている。

　それを今、思い出した。

　今回の事件……正晴から教えてもらった、星ほし祭まつりで都市伝説になっている「トンガリ君」の存在。

　パーカーのフードをかぶっていて、それが誰だれかはわからない。だが、Ｓ＆Ｍを持っているのが修しゆう介すけとわかった以上、トンガリ君は修介にアンテナを刺されてSlaveスレイブにされていた、ということになる。

　それはいいとして……なんのために？

　いや、よくない。

　本当に修介とトンガリ君とは関係があるのだろうか？　そもそも、修介は誰かの頭にアンテナを刺せるようなキャラクターだろうか？　ホッシーの着ぐるみで舞まい子こにアンテナを刺そうとした現場を見た清さや香かだったが、あそこで邪魔をしなかったとしても、修介は結局、アンテナを刺すことは諦あきらめたのではないか？　清香はそんな気がしてならなかった。

「……んー、修介さんとトンガリ君、関係があるのかないのか……気になる。ていうか、昨日、なんですぐに思い出して聞いとかなかったんだろう。あー、あたしのバカ」

　そうは言ったものの、清香も本気で自分を責める気にはなれなかった。なにしろ昨日の夜はいろいろなことがありすぎた。

（里り璃り子こさんの告白とか……里璃子さんの告白とか……里璃子さんの告白とか……里璃子さんの告白とか……）

「あー、いい加減にうるさい→あたし！」

　清香が枕まくらをばんっと壁に投げつけると、それとタイミングを合わせたように、机の上の携帯がブルブルと震えた。

「誰よ。朝から……あ、舞子さんだ」

　液晶で着信を確認すると、清香は慌あわてて通話ボタンを押した。

「もしもし、私です。彩さい原ばらです」

「どうしたんですか、舞子さん。さっき帰ったばっかりなのに」

「それが実は……今さっき、山やま岡おかさんから電話があって。やはり文もん科か省しようエージェントとしての務めを果たす、と」

「エージェントとしての務め？　どういうことですか、それ？」

「つまり……一週間も待っていられない。すぐにＳ＆Ｍを回収したいと。なので、私たちに協力して欲しいと」

「あの粘着質め」清香は本気で腹を立てた。「それなら昨日、きっぱり断ったじゃないですか」

「はい。私もお断りしたんですけど、そしたらひとりでも修介さんからＳ＆Ｍを回収すると……」

「また、おせっかいなことを」

「それでこれから修介さんの家を訪ねるとだけ言って、もう電話を切ってしまって……」

「うーん」清香は唸うなった。「山岡君らしい実にウザい行動ですけど……でも、万が一うまくいって、それでＳ＆Ｍを回収できれば、それでＯＫって話じゃないですか？　手柄を立てたら自慢しそうでアレですけど、ここは放ほうっておくというのが合理的かつ……」

「それでいいんでしょうか？」

「……やっぱりよくないですよね」

「ええ。里り璃り子こさんとの約束もありますし……」

「……」

　どうもダメだ。昨日の一件があって以来、里璃子の名前……しかも舞まい子この口からその名前を聞くと、どうも頭がフリーズしてしまう。

「清さや香かさん？」

「は、はい。わかりました。とりあえず山やま岡おかのバカを止めましょう。あたし、修しゆう介すけさんの家なら知ってます。舞子さんの家からはわりと近いですよ。ええと、どうしようかな。月つき見み川の古い橋わかりますよね？」

　舞子と待ち合わせる場所を決め、清香は部屋を飛び出した。玄関のドアを開くと、空には一面、黒く厚い雲が広がっていた。すぐにでも雨が降ってきそうな空模様だった。少々迷ったが、清香はそのまま自転車にまたがった。緊急事態だ。傘を片手にのんびり歩いている余裕はない。



　舞子と待ち合わせした「古い橋」は、先日、修介と一緒に通りかかったところだ。河かわ波なみ釣具店の親子と出会い、息子の泳えい一いちに絡まれ、修介が転がっていった川かわ縁べりのすぐ脇わきにある。

「……と、おかしいなぁ」

　橋に着き、清香は自転車から降りた。舞子の姿はない。家からの距離からして、どんなにゆっくりしていたとしても、舞子のほうが先に着いてるはずだが……。

「……あ、いたっ！」

　川縁の土手の真ん中に舞子の姿が見えた。彼女のすぐ横には、山岡と修介もいた。

　自転車をその場に残し、清香は土手を駆け下りた。

「あ、清香さん」

　清香に気づいた舞子が手を挙げた。

「舞子さん、ええとこの状況は……」

「あの橋の上まで来たら、ここにおふたりがいるのが見えたんです。ちょうどいいタイミングでした。これから修介さんが、すべて話してくれるそうで」

「え？　ホントに？」

　清香が思わず声を上げると、修介が深くうなずいた。その横で山岡が、

「僕の手柄って言うとちょっと嫌みだけど。まぁ、客観的に見ても僕のお手柄かな。僕が誠心誠意説得したお陰で、修介さんも心を開いてくれたというわけで……」

「本当は昨日の夜に言うつもりだったんだ」山岡を無視して、修介が口を開いた。「だけど……」

　また黙り込んでしまった修介に、舞子は、

「里り璃り子こさんがいたから、言えなかったんですか？」

　修しゆう介すけは「うん」と答えた。

「でも、今は里璃子さんはいませんよ」

　舞まい子こが微笑ほほえむと、

「だから話すよ……そもそも……」

「あ、あの……」

　清さや香かは控えめに手を挙げた。

「話の腰を折ってゴメンなさい。ええと、つまんない抜け駆けをした山やま岡おか君に対する制裁は？」

「それは後でもいいと思います」

　舞子がきっぱりと言った。

「……わかりました。渋々了解です。すいませんでした、修介さん。あの、続きをどうぞ」

「それじゃあ……僕があのＳ＆Ｍ……キンピカを手に入れたのは、三ヶ月くらい前のことで……買ったんだ」

「ひょっとして、帽子をかぶった男から？」

　清香の質問に修介は「うん」と答えた。

「また、『ベースボールキャップの男』か……」

　清香は前回の事件を思い返した。あのときも、清香たちと敵対していたＳ＆Ｍのオーナーは「ベースボールキャップの男」からＳ＆Ｍを手に入れていた。

「学校からの帰り道……そう、ちょうどあの橋の上で、帽子の男がトランクを広げてたんだ。よく見かける、シルバーアクセサリーとかを売ってるヤツなのかな、ってなんとなくトランクを覗のぞいてみたら……」

　修介がそこで開いたトランクを見てみると、その中にはアクセサリーなどではなく、金色をしたアンテナのようなものと、コントローラーのようなもの……Ｓ＆Ｍ＝キンピカがぽつんと置かれていたという。

「なんだろう？　そう思ってみてたら、その男がいきなり『五百円でいいよ』って言うんだ」

「安っ」

　清香は思わず呟つぶやいた。

「その男はこれはＳ＆Ｍっていう、とても珍しい道具で、コントローラーを持って、このアンテナを刺せば、誰だれでも思い通りに操れる、っていうんだ。もちろん信じなかったよ。そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいこと。でも、そいつが言ったんだ。『全部のＳ＆Ｍがそういう機能を持ってるわけじゃないけど、このタイプはオプションつきでね。うまく作動すれば、アンテナを刺した人間の肉体を自由に操れるだけじゃなくて、心を覗くこともできるよ』って」

「それで……」清香は修介に聞いた。「買ったんですか？　……買ったんですよね」

「うん。実はその……僕は昔から悩んでることがあって……ちょっと言いにくいんだけど……」修しゆう介すけは急にモジモジし始めた。「なんていうか、こういう場でどうなのか」

　清さや香かは思わず舞まい子こと顔を見合わせた。誰だれが考えても、修介がなにを言い淀よどんでいるのかは明白だったが……。

「あー、もう。わかった。言うよ。僕は小学生の頃ころから里り璃り子このことが好きで。これは秘密というか、誰も気づいてないと思うけど」

「いや、フツーにバレバレですよ」

　清香は思わずそう言ってしまった。

　だが、「ホントに？」と修介が目を丸くしたので、慌あわてて「いや、そーでもないです」と、言い訳にもならないことを口にした。

「……買ったのはいいけど、僕だってその男のことを完全に信用したわけじゃなかったんだ。だけど……偶然、決定的な証拠を見せられて」

「なんですか、それ？」

　修介は清香、そして舞子のことを指さした。

「里璃子の様子が最近おかしいなと思って、それで……ええとその……彼女の後をつけ回していたら、君たちがＳ＆Ｍを使ってるのを見た。公園で猫を助けてたりとか、他ほかにも……あ、ちょうどこの近所だ。すごい速さで走ってたりとか」

「あちゃちゃ」

　公園で猫を助けた、というのは、清香が初めて自分がSlaveスレイブにされていることに気づいたときのことだろう。

（他人のこと言えないけど、星ほし祭まつりはストーカー多すぎ！）

「それでも、誰かを操る気なんてなかったけど……帽子の男が言ってた、うまくいけば、アンテナを刺した人間の心を覗のぞけるって言葉を思い出して……里璃子に刺しちゃおうかと思った。僕のことをどう思ってるか、それだけが知りたくて。自分のことをなんとも思ってなかったら、そのときは潔く諦あきらめようって決めてた。里璃子のことは好きだったけど、あいつのほうがなにをやらせても僕より上だし……変なコンプレックスがあって。素直に気持ちを伝えることができなかった」

「だけど、里璃子さんにはアンテナを刺さなかったんですよね」

　確信を込めて舞子が言った。

「刺さなかった……刺せなかった。どっちだろ」

「それがどうして、舞子さんにアンテナを？　あ、ひょっとして、それで舞子さんをSlaveにして……」

　清香の言葉に、修介は頭を掻かいた。

「その通り。里璃子から聞いてんだ。昔から大好きだった子が転校してきたって。……その前から、こっそり里璃子のことつけてたから、彼女が彩さい原ばらさんのことを気にしてる、ってことは知ってたんだけど」

「つまりこういうことですか？」舞子が言った。「私を操って、里璃子さんが自分のことをどう思っているか、それを聞き出そうとした、と」

「はぁ……」清さや香かは大きく溜ため息いきをついた。「そのためにわざわざホッシーの着ぐるみまで持ち出して……滅め茶ちや苦く茶ちやかつ遠回りな」

「ごめん」

　ぺこりと謝った修しゆう介すけに、清香はなぜか奇妙な連帯感を覚えていた。

「でも、わかりますよ。恋はひとを狂わせるから……」

「ありがとう」

　そう言って、修介はまたぴょこりと頭を上げた。そして舞まい子こに、

「昨日の夜。里り璃り子こが君にちゃんと告白してるのを見て、すごく恥ずかしくなった。向こうがどう思ってるかはともかく、いちど自分の気持ちを話してみる決心がついた」

「そうですか。それはよかったですね」

　微笑ほほえんだ舞子に修介は、

「というわけで、キミは今日からライバルだから、そのつもりで！」

　修介は舞子の手を握り、ぶんぶん上下させた。あまりそうは見えないが、本人としては握手のつもりなのだろう。

「はぁ……では、よろしくお願いします」

　腕を振り回されながら、舞子は頭を下げた。

「それじゃ、Ｓ＆Ｍを渡すよ」

　そう言って、修介はポケットから出したアンテナとコントローラーのセットを、舞子に渡した。

「ありがとうございます」

（ま、よくわからないけど、一応、これで事件は解決か。状況はまたまた複雑になったみたいだけど）

　そのとき、「ぴるるるるる」と小鳥の囀さえずりのような音が響いた。

「ごめんなさい。清香さん、ちょっと持っていてください」

　舞子の携帯の着信音だった。清香にＳ＆Ｍを預けると、舞子は電話に出た。

「はい。はい……そうなんですか……わかりました、そういうことなら……ええ、今から十五分後くらいには……はい。それじゃあ後で」

　舞子は電話を切ると、「里璃子さんからでした」と言った。

「朝っぱらからなんなんです？」と清香が尋ねると、

「それが……よくわからないんです。緊急の用があるので、どうしても駅前まで来てほしい、ということで」

「でも……これはどうします？」

　清香は自分の手の中のアンテナとコントローラーに視線を落とした。

　舞子はしばらく考え、清香に大きな鍵かぎを渡した。

「先に私の家に行って、待っていてください。里璃子さんの用事を確かめたら、私もすぐに家に戻りますから。お願いします、清さや香かさん」

「はぁ……」

　どんな用事かは知らないが、舞まい子こと里り璃り子こがふたりで会う、しかも昨日の今日で……というのが、正直、清香にはどうしても気に入らなかった。

　だが、ここで無駄にグズってもしかたない。

「わかりました」と答えて、清香は舞子を見送った。

「それじゃあ、あたし、舞子さんの家に行くんで、ここで」

　修しゆう介すけと山やま岡おかに頭を下げ、清香はその場から離れようとした。「文もん科か省しようエージェントとしての責任が云うん々ぬん」と言って、山岡がついてくるだろうと思い、清香は足を速めたが……。

「……あ。また忘れるところだった」

　清香が振り向くと、山岡が修介に「文科省の方針としては存在禁止文化財の不正使用については厳しく……」と、脅しをかけているところだった。

「山岡君！　文科省がどーだか知らないけど、この件はもう解決。それでいいでしょ。……あ、解決じゃなかったんだ。修介さん。ひとつ確認したいことがあって」

「なに？」

「あたしたちが動くことになった、そのきっかけの事件ていうのがあって。修介さんも知ってます？　『トンガリ君』の都市伝説。特に害はないけどこの星ほし祭まつりで変なことしてるのを目撃されてて。ええと、なんだっけ……そうそう。自販機の下に手を突っ込んだり、岩いわ松まつ時計店のシャッターを揺すったり、コンビニ前の片隅に潜んでたり、ギャラクシーの駐輪場で暴れたり……」

「あぁ」と修介はうなずいた。「尖とがったフードを被かぶってるっていうか」

「そう、それ！　あたしたち、それは頭にアンテナを刺されてSlaveスレイブにされたひとが、なんかさせられてるんじゃないかって、そう思ったんですよ」

「……なるほど。でも、僕は誰だれにもアンテナは刺してない」

「……そうなんだ」

　修介が今更、嘘うそをつくとは思えない。

　ということは、あの「トンガリ君」はＳ＆Ｍとはまったく無関係な……怪人？　変質者？　変わり者？

　清香が悩んでいると、後ろから誰かが近づく気配があった。

「あっ！」

　背中から回ってきた手が、清香が持っていたアンテナとコントローラーをひょいととり上げた。

　清香が振り返ると、そこには金髪の髪の毛を大きな一本角のように固めた男が立っていた。

　男は嫌らしい笑みを浮かべると、清香たちに言った。

「へー、『トンガリ君』って名前までついてるんだ」

（……こいつ）

　髪型がちがっていたので、すぐにはわからなかったが……。

（河かわ波なみ釣具店の息子……ええと）

「泳えい一いちさん」

　修しゆう介すけの言葉に、清さや香かは「あ、それだ！」と思わず呟つぶやいた。

　そして、その男……河波泳一は言った。

「トンガリ君ねぇ……それ、たぶん、俺おれのことだわ」
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（こいつがトンガリ君？　それはいいとして、どうしてこの状況でいきなり登場？　もー、話がまたややこしくなったよぉ。ん？　……あれ？）

　釣具店の店先で会ったときと、河波泳一は少し雰囲気が変わっている……気がした。あのときは、なにかに怯おびえるような目をしていたが、今は妙に自信満々に見える。

（なんでかな？　……ええと、そんなことはともかく！　なんでこのトンガリ頭、あたしからＳ＆Ｍとり上げてんの？　がつんと言わなきゃ）

「あのー、すいません。それ、あたしのなんで返してもらえるとありがたいんですけど」

　清香が「がつん」と言うと、泳一は答えもせず、アンテナとコントローラーを持った手を高く挙げた。

（なんだ、こいつ……）

「泳一さん、冗談はやめてもらえませんか」

　修介が泳一に歩み寄り、その手をつかもうとしたが……。

「冗談なんかじゃないぜ」

　そう言うと、泳えい一いちは足を大きく前に蹴けり上げた。

　蹴け飛とばされた修しゆう介すけはみごとにひっくり返り、そのまま川かわ縁べりまで土手を転げ落ちていった。

（なによ、これ……山やま岡おか君！　君も一応、男の子なんだから、なんとか……）

　清さや香かがあたりを窺うかがうと、さっきまでいたはずの山岡の姿が見えなくなっていた。

（あいつ、逃げやがった……しかたない。もともと、いたって頼りにならないんだから）

　清香は覚悟を決め、泳一に立ち向かうことにした。

「あの……言いたいことはたくさんありますけど、とりあえずはそれを返してください」

　語気を強めた清香の言葉に、泳一はニタリと笑い、

「『それ』なんて言うなよ、『Ｓ＆Ｍ』って言うんだろ？　知ってるぜ」

「……どうして？　どこで聞いたわけ？」

「馬ば鹿かか、おまえは？　馬鹿か、おまえは？」

　泳一はご丁寧に二度も繰り返した。

「あそこ見てみろ」

　泳一が顎で示した先には、古いモルタルの建物があった。こちら側は家の裏手なのだろう、汚いドアの勝手口が見えてる。

「ありゃ、俺おれのうちなんだよ。河かわ波なみ釣具店ってな」

（あちゃ……）

　清香たちはそうとは知らずに、この男の家のすぐ裏で、Ｓ＆Ｍに関する話を延々続けていた、ということらしい。

　清香はふぅと大きく息を吸い、

「とにかく！　それはあたしたちのものなので、早く返してもらえませんか」

「そりゃ、ダメだ」

　泳一はニヤニヤ笑いながらも、ドスの利いた声で答えた。

「棚からぼた餅もち、裏庭から温泉。こんな幸運が訪れるなんて、な。毎年、初はつ詣もうでに行ってるお陰だな。……このＳ＆Ｍは俺が有意義に使わせてもらうから」

　泳一は右手に持ったアンテナをぽんぽんっと叩たたいた。

「これを人間の頭に刺せば、誰だれでも自由に操れんだろ」

「……え？　そんなっ」

　アンテナを握り直し、泳一が迫ってくる。

「ちょっと……やめなさいよっ！」

　どうやら本気で清香の頭にアンテナを刺そうとしているらしい。その目は冗談をやっているようには見えなかった。

（ちょっとマジで怖いんですけど）

　……と思いつつも、清香は冷静に逃げるチャンスを窺っていた。いくら相手が男でも、自分の足で本気で走れば、そうは追いつかれないだろう。少なくとも、人ひと気けがあるところまでは辿たどり着ける自信はあった。

　泳えい一いちがアンテナを振り上げた。

（……よしっ、今だ）

　清さや香かが地面を蹴けって駆け出そうとした瞬間……。

「わーっ！」と叫さけぶ声が聞こえてきた。

　修しゆう介すけだった。土手をもの凄すごい勢いで駆け上がってくる。

　その迫力に圧倒されたのか、アンテナを手にした泳一が凍りついた。

「わ――――――っ！」

　清香の目の前で、修介が泳一に体当たりを決めた……というよりは、止まれずに激突した。

　ふたりはその場に倒れ込んだ。

「あ、あの……生きてますかぁ？」

　しばらく待っても、ふたりとも動く様子がなかった。清香は恐る恐る声をかけた。

「あのー、重ね重ねですけど、生きてますかぁ？」

　すると、なんの前触れもなく、修介ががばっと起き上がった。泳一のほうは倒れたままだ。

「よかった。修介さん、無事で……」

　清香は思わず言葉を詰まらせた。

　立ち上がった修介の頭には、金色のアンテナが刺さっていた。

「へー」〈修介〉が口を開いた。「なるほどねぇ、こういう感じになるのかぁ」

〈修介〉は肩を回し、腕をぶるぶると振った。

「なんか身体からだ、軽いな。力があり余ってる感じだわ」

「……」

　清香は〈修介〉の隙すきを見て、その背後で倒れたままの泳一に飛びつこうとした。

　だが……。

「ちょい待ち」

〈修介〉の手が伸び、清香の腕をつかんだ。

「痛っ！」

　もの凄い力だった。片腕を軽くつかまれただけだったが、一瞬で全身が痺しびれた。清香は思わず地面に膝ひざをついた。

「おまえ、〈俺おれ〉の身体になんかしようとしてただろ？　わかるって。馬ば鹿かじゃないんだから。そのコントローラーとり上げようとか、そういうことか？」

　そう言うと、〈修介〉……泳一にSlaveスレイブにされた修介がニヤリと笑った。

「ホントはさぁ、おまえの頭にアンテナ刺すつもりだったんだけど。おまえ、よく見ると可愛かわいい顔してるもんなぁ。アンテナ刺して自由に操るって、どういう感じなのか、確かめたかったんだけどさぁ」

　Slaveスレイブ修しゆう介すけは清さや香かの腕をつかんだまま、「げへへ」と笑った。

「ま、それは後でいっか。とりあえず、こいつの身体からだでやりたいことがあるんだよな。おっと！」

「誰だれかっ！」と叫さけぼうとした清香の口を、Slave修介ががしっと押さえ込んだ。

（んー、苦しい！　放せ、こらっ！　……え？　なに？　修介さんの身体使って、なにするつもり？）

　あれよあれよという間に、最悪の事態になっていた。いちばん渡してはいけないタイプの人間に、Ｓ＆Ｍが渡ってしまった……。

　清香は苦しむふり（実際、口を塞ふさがれて息苦しかったが）をしながら、あたりの様子を窺うかがった。

　土曜の早朝。犬の散歩かなにかをしている通行人がいても罰ばちは当たらない、と思ったが、生あい憎にく、通りかかる者はいなかった。川のこちらにも向こうにも、人影はまったくない。橋の上は車さえ通らなかった。

（お願い。誰でもいいから……）

「おーい、泳えい一いち！」

　清香の祈りが天に通じたのか（？）、土手の上から声が聞こえた。

　その声の主ぬしを見つけて、清香はまた気が重くなった。

　土手を下りてくるのは、河童かつぱ禿はげのオヤジ……泳一の父親で、河かわ波なみ釣具店店主、河波水みず太た郎ろうだった。

　なぜか長い竿さおを肩に担かついでいた。

「親父、大声出すなよ」

　Slaveにされた修介にそう言われ、水太郎はぽかんとしていた。赤の他人にいきなり「親父」呼ばわりされて、困惑したのだろう。だが……。

「あははははははははっ」

　水太郎はいきなり腹を抱えて笑いだした。

「ほ、ホントだったのか！　でかした！　でかしたぞ、泳一！」

　そして水太郎は修介の肩をぽんぽんと叩たたいた。

（……なにこれ？）

　清香の疑問を察したのか、Slave修介は、

「おまえらの大声のお喋しやべり、俺おれだけじゃなくて親父も一緒に聞いてたんだよ」

（……はぁ。またまた最悪）

　水太郎はアンテナの刺さったSlave修介と、コントローラーを握って地面に倒れている、自分の息子を見比べ、「ほー」と唸うなった。

「神様の思おぼし召めしだな。俺が苦労してるのを知って、奇跡を起こしてくれたんだな」

（……なに言ってんだ、こいつ？）

「そうだな、親父……とにかく、これで万事解決だぜ」

　なにが解決なのか知らないが、このまま捕まっているわけにはいかない。父親との会話で注意が散漫になっているのか、清さや香かは自分の口を押さえつけている泳えい一いち……Slaveスレイブ修しゆう介すけの手から、僅わずかに力が抜けているのに気づいた。

（……今だ！）

　清香はSlave修介を思いきり突き飛ばし、全力で駆け出した。橋の上を目指して死に物狂いで走った。

「うわっ」

　二、三十メートル走ったところで、清香は地面に倒れ込んだ。まるで見えない手につかまれたように、上半身が急に動かなくなり、バランスを崩してしまった。

「痛っ……」

　膝ひざを強く打って、清香がその痛みに起き上がれずにいると、背後から「へっへへ」という水みず太た郎ろうの声が近づいてきた。

「……釣つり竿ざお？　釣り糸？　……あたし、釣られた？」

　水太郎は歩きながら、竿さおのリールを回している。

　清香はようやく気がついた。上半身に細い糸がぐるぐると巻きついている。

　水太郎は口を大きく開け、「あははは」と笑った。奥の金歯が鈍く光るのが見えた。

「釣具屋を何十年もやってるとね、お嬢ちゃん。これくらいの芸当は簡単にできるようになるんだよ」

（……絶対、嘘うそだ）

「オヤジ、遊んでる暇はねーぞ」

　魂の抜けた泳一の身体からだを肩に乗せ、Slave修介が追いついてきた。

「車の用意してくれよ。早速行こうぜ。河童かつぱ沼に」

　泳一にそう言われ、水太郎は「おお待っとけ。それからこの娘、ちゃんと捕まえとけよ」と言い、家のほうへ走っていった。

（河童沼？　あんなところにわざわざ、なにしに行くんだろ？　……ちょっと待って。そんなことより……）



　……あたし、どうなっちゃうの？
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「……財宝？」



　清香は思わず声を上げた。

　彼女は今、ボディに河かわ波なみ釣具店と記された汚いワンボックスの後部座席に乗せられていた。上半身は釣り糸の代わりにロープでぐるぐる巻きにされている。横にはSlave修介が監視の目を光らせていた。

「そうだよ、お嬢ちゃん。わしら親子は河童かつぱ沼の底にある財宝、それを昔から狙ねらっとたんだよ」

　運転している水みず太た郎ろうがそう言った。彼の横、助手席には意識を失った泳えい一いちが座って……身体からだが置かれていた。

「オヤジ、あんまりペラペラ喋しやべるなよ」

　Slaveスレイブ修しゆう介すけが文句をつけたが、

「いいだろ、別に。どのみち……」

　清さや香かは背中がぞわぞわっと、冷たくなるのを感じた。

（どのみち、なに？　なにするつもり？　……口封じに殺すとか？）

　河かわ波なみ親子の様子からすると、最悪、それくらいのことは考えていてもおかしくない。清香はそう思った。

「あの河童沼ってのは、昔は沼じゃなかったんだ。ただの窪くぼ地ちで、戦国時代に、どっかの武将がそこに財宝を埋めたんだ」

　清香の不安も知らずに、水太郎は上機嫌で語り続けた。

「しかもな。ただの財宝じゃないぞ。古文書によれば、その武将が『天から来たひと』に授かった、凄すごいお宝なんだ」

（あれ……確か）



    

  
    
      



    

  
    
      　あのお泊まりの夜、舞まい子こも似たような「昔話」をしていたような気がする。彼女の話では宝を埋めたのは「鬼」、ということになっていたはずだが……。

（あー、天から来たひとでも、鬼でもどっちでもいいよぉ～　このままじゃ殺されちゃうかもしれないのに……どうしたらいいんだろ？　んー、考えろ考えろ！）

　清さや香かは必死に考えた。

　自分は今、かなり危険な状況に置かれている。下へ手たをすれば、殺されてしまうくらい……逃げないとマズい。

　そのためには、まず、どうするかだ。

　ロープできつく縛られている。このままだと身動きがとれない。とりあえずは相手の隙すきを窺うかがうべきだ。相手のほうからなにかボロを出すのを待って……。

「オヤジ、だからもう喋しやべるなって」

　Slaveスレイブ修しゆう介すけ……泳えい一いちの機嫌が悪くなっていた。

「あのー」

　清香は恐る恐る口を開いた。

「あたし、財宝のこと知りたいなぁ。昔からそういう話に興味、あるんですよぉ」

「へへへ、そうかい、お嬢ちゃん」

　バックミラーに、にんまり笑う水みず太た郎ろうの顔が映った。

（……バカだ。このオヤジ。でも、バカ、ＯＫ。その調子でもっと喋れ）

　水太郎がお喋りをすればするほど、泳一の機嫌は悪くなり、そして苛立つ。なにか隙が生まれるはずだ……。

「まぁ、そういうことで、昔から河童かつぱ沼の財宝のことは知ってたんだ。古文書とか偉い先生の話を聞いててな。だけど、沼の底だ。簡単には掘れないだろ？　それでもいろいろ調べてたんだが……」

（……そうか）

　清香たちが河童沼で出会ったときも、水太郎はその底に眠る財宝のことが気になり、あの場所へ来ていたのだろう。

「ったく」

　Slave修介が足を大きく組み直した。

「河童沼のことだけじゃねーだろ、オヤジの道楽は。埋蔵金の場所を友達が見つけたとかいって、だまされて金、巻き上げられて。そのせいでうちの店、どんだけ借金あると思ってんだよ。河童沼のお宝、ホントに掘り出さねーと、もうどうしょうもねーんだぞ」

（よしっ！　オヤジがバカなら、息子もバカだ！　聞いてもないのにペラペラ喋ってくれてるよ）

「なぁお嬢ちゃん。こいつ、口は悪いが意外に父親思いでな。『オヤジ、沼の底の財宝引き揚げるなら、沼の水、全部抜いちまえばいいんだよ。すげぇポンプ、買ってくりゃあいいんだよ』なんて言ってな。インターネットで見つけた、何千万もする、フィンランド製のゴツいヤツを買うって」

（そういえば、あのとき……）

　偶然、修しゆう介すけと河かわ波なみ釣具店の前を通りかかったとき、中から「回収がどうこう」と言い争うような声が聞こえた。あれは財宝の引き揚げを巡って口論していたのだろう。

「……何千万て。そのお金は？」

「だから、こいつが稼ぐって」

　右手をハンドルから離し、水みず太た郎ろうは助手席の泳えい一いちを指さした。

「おっ、ちがったか。こいつが」

　水太郎はあらためて後部座席を指した。

「コンビニ強盗でも空き巣でもやって、必要な金は稼ぐって」

（それ、稼ぐって言わないし……ん、ひょっとして）

　清さや香かはトンガリ君……河波泳一の謎なぞの行動の数々を思い返した。

「質問なんだけど……岩いわ松まつ時計店でシャッターをガタガタさせてたのって、あれ、もしかして強盗をしようとしてた？」

　清香の質問に、泳一は、

「そうだ。シャッターの開け方がわからなかったんで、途中で諦あきらめたけどな」

「じゃあ、コンビニ前でウロウロしてたのも、ホントはコンビニ強盗しようとしてた？」

「そうだ。レジの客が途切れなかったんで、諦めて帰った」

「……。自販機の下をゴソゴソやってたのは？」

「そんなのも見られてんのかよ。あれは地道な経済活動の一環だよ。小銭が落ちてないか、探してたんだよ」

（……見たまんまかよ）

「じゃ、じゃあ……ギャラクシーの駐輪場で、自転車を蹴け倒たおしてたのは？」

「あー、そんなこともあったな。いくら頑張っても一円の稼ぎもないんだ。ついムシャクシャしてやった。……反省はしてない」

「……」

「それにしても迷惑な話だぜ。ひとのこと、勝手に都市伝説とかにしてくれて」

「はぁ」……清香は呆あきれて溜ため息いきをついた。「夜中にトンガリフードの怪しいヤツがウロウロしてたら、それだけで話題になると思うんですけど。だいたい、強盗だのなんだのやるのに、わざわざ目立つようにするって……」

「ひとをバカみたいに言うな！　ちゃんと顔は隠してたんだ」

「だったらついでに頭のトンガリもやめとけばよかったのに……」

「そーゆーわけにはいかないんだよ！　……これが俺おれのアイデンテテーだから！」

「……」

「とにかく、おまえは黙ってろ。そうだ、オヤジ、ダッシュボードにガムテなかったか？」

「ん？　ええと……」

　水みず太た郎ろうはダッシュボードを開き、中からガムテープをとり出すと、後部席に投げて寄こした。

「おまえ、しばらく黙ってろ」

　そう言って、Slaveスレイブ修しゆう介すけは清さや香かの口にガムテープを貼はりつけた。

（むぅ。く、苦しいぃ。……覚えてろよ、こいつ）

　窓の外の雰囲気が変わってきた。車は市街地を抜け、山に近い旧国道に入っていた。

　ファミレスや大型書店の建物がぽつぽつと見えるが、まだ朝早いせいで、歩道に人影はなかった。

「苦しくないかい、お嬢ちゃん」

　水太郎が聞いてきた。

（苦しいに決まってんだろ！）

「大丈夫そうだな」

（だから大丈夫じゃないって。勝手に決めんなっ！）

「俺おれたち親子の夢が叶かなう瞬間、これからお嬢ちゃんにも見せてやるからな」

（どういうこと？）

　清香の顔が「？」となったのに気づいたのか、Slave修介が口を開いた。

「このＳ＆Ｍってヤツ、アンテナを刺された人間はスーパーマンになれるんだろ？　沼ん中潜って、財宝掘り出すって話だよ」

「むぅぅぅぅ」

　口をガムテープで塞ふさがれたまま、清香は唸うなった。

（ちょ、ちょっと！　猛烈に勘違いというか、それ夢、見すぎ！　スーパーマンになるっていっても、限度あるよ？　水の中で地面掘り返すとか、そんなことさせたら修介さん死んじゃうってば！）

　と言いたかったが、なにしろ口を塞がれている。清香は「むぅぅむぅぅぅむぅぅぅ」と唸ることしかできなかった。

「財宝か……へへへ、楽しみだなぁ」

　ニヤニヤ笑っていたSlave修介、その顔が急に険しくなった。

「オヤジ。スピード落とせ。安全運転だよ」

「あ？」

「大丈夫だと思うけどよ……後ろ、パトカー、来てんだよ。こいつもいるし」

　Slave修介は縛られた清香のことを見た。

「停とめられたらヤバいぞ。だからゆっくり行けよ」

「パ、パトカー？」

　バックミラーに映った水太郎の顔色が変わった。額から汗が流れ落ち、目が真っ赤に充血していた。普通の慌あわてようには見えなかった。

「あ、あ、あぶだまあぶああああ」

　水みず太た郎ろうは口をパクパクさせ、意味不明な言葉を吐き出した。

「なんだよオヤジ。なに言ってんのか、わかんねーよ」

「マ、マズズイダブナイマイト」

「だからなに言ってんのかわかんねーって」

「ダ、ダイナマイト！　積んでんだよ、後ろに」

「はぁ？　なんでダイナマイトなんかあるんだよ」

　ダイナマイトと聞かされて、Slaveスレイブ修しゆう介すけの顔色……顔色までは変わらなかったが、その声がうわずっていた。

「佐さ々さ木き建設の宮みや本もとさんにもらったんだよ。沼の水、ダイナマイトで吹き飛ばせねーかと思って、冗談で宮本さんに『ダイナマイトくれよ』って言ったら、宅配便で送ってきたんだよ」

「意味わかんねーよ」Slave修介が叫さけんだ。「なんでダイナマイト、宅配便で送ってくんだよ。ていうか宮本さんて誰だれだよ？」

（……まったくもって同感）

　清さや香かはうんうんとうなずいた。

「わかったよ、オヤジ。わかんねーけど、とりあえずわかったよ。そんなヤバいもん載っけてんなら、よけいに安全運転……て、なんでスピード出してんだよ」

「わわわわわわわ」

　水太郎は完全にパニックに陥っていた。

　アクセルを踏み込み、車体が軋きしむほどスピードを出している。

「バカオヤジ！　パトカー、サイレン鳴らしてんじゃねーかよ。ブレーキだよブレーキ踏めよ！」

　次の瞬間、清香は激しい衝撃を受けて、前のシートの背中に頭をぶつけた。

　Slave修介に言われるまま、水太郎が急ブレーキをかけたのだ。

「やばい、逃げるぞ」

　Slave修介がドアをスライドさせた。

（……今だ！）

「てめえ！」

　立ち上がりかけたSlave修介を飛び越えて、清香は車の外に飛び出した。上半身を縛られたままだったので、バランスを崩し、そのまま地面に転がった。

　清香の視界の隅、赤いパトランプを回し、パトカーが全速力で突っ込んでくるのが見えた。

（轢ひかれるって！　ていうか、轢かないでよ！）

「オヤジ、車出せ！　車！」

　Slave修介がドアをばたんと閉めた。水太郎が運転するワンボックスが急発進した。

　倒れている清香のぎりぎりを掠かすめて、パトカーがワンボックスを追いかけていく。

「むぅぅぅ！」

　清さや香かは自由になる足で、思いきりアスファルトを蹴けった。

（どうなってんの！　ここの警察は！　女の子が縛られて地面に転がってんのに、それ無視かいっ！）

　清香が足をバタバタさせていると、遠くからドドドドッと低い音……エンジン音が近づいてきた。

（……車？　……バイク？）

　清香は焦って起き上がろうとしたが、縛られたままで、うまくバランスがとれない。背筋と腹筋を総動員して、どうにか上半身を起こしたところへ、バイクがスピードを落とさず、そのまま突っ込んできた。

（うわっ）

　急ブレーキをかけ、バイクは清香の目の前で停とまった。２５０ccのクラシカルなデザインのマシンだった。ジェットヘルを被かぶったふたりの女の子がシートに跨またがっていた。

「大丈夫？　美み倉くらさん」

　ヘルメットのシールドの向こうから響いた声は聞き覚えのあるものだった。

（……里り璃り子こさん？）

　里璃子の後ろに座っていた女の子がヘルメットを脱ぐと、長い黒髪がこぼれた。

　舞まい子こだった。

（えー舞子さんまで？　どうなってるんですか）

　清香が目を白黒させていると、一台の自転車が凄すごいスピードで走ってきた。橋の上で乗り捨ててきた……形になった、清香の自転車だった。

　必死の顔でペダルを漕こいでいるのは、山やま岡おかだった。

（……山岡君まで？　どーなってんの？　この全員集合ぶり）



「怪け我ががなくてなによりでした」

　縛ってあるロープを解ほどき、ガムテープを剥はがしながら、舞子が清香にそう声をかけた。

（いや、たぶん、背中とか痣あざだらけだと思うんですけど……）

　だが、舞子を心配させるのが嫌だったので、清香は「えへへ」と笑ってごまかした。

「で、舞子さん、里璃子さん、ふたりともどーしてここに？　ひょっとして、あたしがさらわれたこと、テレビとかネットでもうニュースになってました？」

「ふたりじゃなくて、三人だって！」山岡が声を張り上げた。「ていうか、僕が彩さい原ばらさんたちに知らせたんだって」

「山岡君が？　どうして」

「説明しよう」

　山岡は「こほん」と咳せき払ばらいすると、

「あの河かわ波なみ親子が現れた際、僕はその後のことを考えて、一時戦略的撤退をしていたわけであり」

「怖くて逃げたんでしょ？」

「美み倉くらさんが車に乗せられるのも僕は冷静に観察しており」

「見てないで、そのときに助けなさいよ」

「ちょうど美倉さんの自転車があったので、そのまま河かわ波なみ親子の車を追跡、彩さい原ばらさんたちに連絡を入れた、というわけだよ」

　清さや香かの突っ込みを無視して、山やま岡おかは大きく胸を張った。

「山岡君のことはそれでわかったけど……舞まい子こさんと里り璃り子こさん、なんでバイク？　ていうか里璃子さんの用事ってなんだったんですか？」

「あ、それはあたしが説明！」

　里璃子がぱっと手を挙げた。

「あたしね、バイクの免許とってから、今日でちょうど一年になるのね」

「それはそれは……て、話が見えないんですけど」

「免許とって一年経たつと、タンデムＯＫになるのよ」

「……」

「ＯＫになるのよ」

「……はぁ」

「でね。そのせっかくの記念すべき初タンデムは彩原さんがいいなぁ、と思って。ストーカー発覚の昨日の今日で、それもなんだかなぁと思ったけど、まぁ、それはそれで別にいいかなぁ、と思って」

「よくないですよ。つーか、それだけのために緊急事態とかいって、舞子さんのことを不正で妄言で虚言で謀はかって呼び出した、ということですね？」

「ま、それはそーだけど。いいじゃない。バイクがあったお陰で追いつけたわけだし」

「ま、そうかもしれませんけど……ばっ！」

　大事なことを思い出し、清香は思わず奇声を発した。

「追いつかなきゃ。修しゆう介すけさんがSlaveスレイブにされてるんですよ。河波親子、Ｓ＆Ｍの力、夢見すぎてて。Slaveにした修介さんに沼の底を掘らせようとして、そんなことしたら溺おぼれ死んじゃいますよ……」

　慌あわてつつも、清香は河波親子との会話の内容を、舞子たちにを残らず話した。

「パトカーにも追いかけられてるみたいだし、おまけにダイナマイトねぇ……」里璃子はふぅと溜ため息いきをついた。「昔からそうだけど、修介は運が悪いというか間が悪いというか、本人が頑張れば頑張るほど、裏目に出るというか……ホントにダメなヤツで」

「そんな言い方って……」

「……だから、あたしが助けてやんないとね」

　そう言って、里璃子は屈託なく笑った。

　その笑顔が眩まぶしかったので、清香は「そうですね」と答えながら、思わず視線を逸そらした。

（舞まい子こさんほどじゃないけど、里り璃り子こさんもまぁ……多少はカッコいいかな）

「行き先がその沼ってわかってるのが救いかな。ともかくそこへ行って……」

　里璃子が急に口を閉じた。遠くからサイレンの音が近づいてきた。ひとつやふたつではない。

　間もなく、十台近いパトカー、覆面パトカーが清さや香かたちの脇わきを走りすぎていった。

「……あれ？」

　清香が首を捻ひねっていると、最後尾についていた覆面パトカーがバックで清香たちの前に戻ってきた。

　そして、その後部席の窓から、恐ろしく人相の悪い顔が突き出された。あまりに怖かったので清香は反射的に逃げようとしたが、よく見ると、それは父の正まさ晴はるだった。

「な、なにやってんの、お父さん！」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだよ」

　正晴はあたりを窺うかがうと、

「いいから早く家に戻りなさい。この近くで立て籠こもり事件が発生したんだ」

　清香と舞子、里璃子、そして山やま岡おかは顔を見合わせた。

（……嫌な予感）

「釣具店のバンがパトカーの追跡を振り切って、この先にある、旧国道沿いの潰つぶれたホームセンターに……ええと」

「『メガショップ』？」

「そう、あそこだ。嘘うそか本当かわからないが、そのバンを運転してた男が『ダイナマイト持ってんだぞ』って喚わめいていたという報告もある。近所に民家がないからいいが、おまえたちも早く帰るんだぞ。おっと、こうしちゃいられない」

　正晴を乗せた覆面パトカーは急加速して、その場を離れていった。

「メガショップって？」

　里璃子の質問に清香は、

「里璃子さん、知りませんか？　すぐそこですよ。歩いても五分くらいです」

　清香の説明に、里璃子がまた「はぁ」と溜ため息いきをついた。

「とりあえず、河童かつぱ沼まで行く必要はなくなって、修しゆう介すけも溺おぼれなくて済んだと……でも、釣具屋親子と籠ろう城じようか」

「あの……」清香が口を開いた。「今ってまだSlaveスレイブにされた状態にあるわけだから、警察が突入したら、修介さんも犯人の一味って誤解される可能性もありますよね」

「そうですね」と舞子はうなずき、「でも、それ以前に車の中にはダイナマイトがあるわけですから……下へ手たをしたら」

「とにかく急ぎましょう」

　問答無用で山岡をサドルから引きずり下ろすと、清香は自転車にまたがった。

「修しゆう介すけさんのこと、早く助けないと」
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　メガショップ。

　星ほし祭まつりのはずれ、山の近くを通る旧国道沿いにある……あった、巨大なホームセンターだ。

　駐車場を含めると、野球場二個の広さが自慢の店だったが、地の利が悪かったために客の入りはいまひとつだった。結局、開店一周年を迎える直前、今年の一月に廃業してしまった。

　清さや香かの自転車、里り璃り子こと舞まい子このバイク（山やま岡おかは置き去りにしてきた）が着くと、店の正面の大型駐車場の前には、パトカーの群れ、そしてかなりの数の野や次じ馬うまが集まっていた。

「……へぇ、これがメガショップ？　趣味悪いね」

　駐車場の向こうにある、メガショップの建物を見て、里璃子が呟つぶやいた。建物はその全体が蛍光グリーンに塗られていた。店のオーナーは「大自然」をイメージしたと語っていたそうだが「毒液が塗られてるみたい」というのが、客たちに共通する感想だった。

「状況がいまひとつわかんないね。ちょっと探ってみようか」

　自転車とバイクを近くに置くと、里璃子に先導され、清香たちは野次馬たちの中に分け入っていった。

「テレビ、まだ来ないの？」「ヘリ、来たぞ、ヘリ」「ダイナマイト持ったヤツが立て籠こもってんだと」「車ごと店の中、突っ込んだんだって」

　里璃子が清香の肩を叩たたいた。

「……なるほど。状況はだいたいわかったかな。こっち来て」

　清香たちは野次馬たちから離れ、駐車場沿いにぐるっと回り、建物の裏側に回った。そこにも警官たちが配備され、立ち入り禁止のテープを張っているところだった。

　建物の裏手も広い駐車場になっている。道路から眺めているだけでは、中の様子はまったくわからなかった。

　警官たちから離れたところで足を止めると、里璃子は清香と舞子の顔をじっと覗のぞき込んだ。

「今から修介救出作戦開始、ということでいい？」

「はい」

　舞子が答えた。

　里璃子に仕切られていることが少々癪しやくに障さわったが、作戦開始自体に異論はない。清香も小さな声で「はい」と答えた。

「じゃ、修介救出作戦のプランね。ええと、ホームセンターは警官隊が包囲してるから……。まず、その警官たちに気づかれないように建物の中に侵入。Slaveスレイブにされた修介を解放して奪還。可能ならＳ＆Ｍも回収。釣具屋親子はどうでもいい……てな優先順位でいいよね？」

「は、はい。完かん璧ぺきです」

　里り璃り子この口からすらすら出てきた説明に、清さや香かは思わずそう答えていた。

（あ、あたし、なに褒めてんだろ？）

「よしよし。で、そのためにはＳ＆Ｍが必要、と。彩さい原ばらさん、当然、持ってるよね？」

　舞まい子こは肩に掛けたトートバッグから、銀色のアンテナとコントローラーをとり出してみせた。

「じゃ、ノンビリしてる暇はないから。早速、そのＳ＆Ｍ、使いましょ」里璃子が手を伸ばし、アンテナをつかんだ。「彩原さん、このアンテナ、あたしの頭に刺して」

　舞子が「え？」と呟つぶやいた。清香も「はぁ？」と里璃子の顔を見返した。

「もう一回言うよ」里璃子は大きく胸を張って言った。「あたしの頭にアンテナを刺して、あたしを彩原さんのSlaveスレイブにして」

　清香と舞子は顔を見合わせた。

「あの……」

　口を開きかけて、清香は言葉を呑のみ込んだ。頬ほおにぽつりと冷たい感触があった。

　空には先ほどからずっと、黒い雲が居座っていたが、その重さに耐えかねた、というふうに、ぱらぱらと雨が落ちてきた。

　髪を濡ぬらす感触を無視して、清香はあらためて言った。

「そのＳ＆Ｍはあたしと舞子さんがずっと使ってきたもので、あたしがSlave、舞子さんがMasterマスターって決まってるんです」

「そうかな？」里璃子が言った。「Slaveになった人間はパワーアップするけど、それって普段の力をもとに強化されるわけだから、もともとのスペックが優秀なほうがいいんだよね？」

「そ、そうですけど……」

（よ、よく知ってるなぁ……さ、さすがはストーカーだ）

　清香は背中に嫌な汗をかいていた。

「だったら、冷静に考えて、この場はあたしがSlaveになったほうがいいんじゃないかな。運動神経は同じくらいかもしれないけど、あたしのほうが体格がよくて体力もある。たぶん持久力も。自分で言うのもなんだけど……あ、もう散々言ってるけど……体力だけのことならともかく、あたしの判断力、観察力は役に立つと思う」

「……」

「それにね。嘘うそか本当かわからないけど、車にダイナマイト載せてるんでしょ？　下へ手たしたら助けに入ったほうも死んじゃう可能性があるじゃない。そんなところに無関係な美み倉くらさんを巻き込むわけにはいかないでしょ？　怖いだろうし」

「里璃子さん、修しゆう介すけさんのこと……？」

　清香の呟きに、里璃子は大きく手を振った。

「それはちがうよ。でも、修しゆう介すけは昔からの大事な友達だから。ヘマをした修介を助けるのは、このあたしの役目なの」

　清さや香かは考えた。

　危険なところに飛び込むのは怖くない。

　ひとりなら怖いだろうが、舞まい子こと一緒なら少しも怖くない。

　河かわ波なみ親子の車でひとりで捕まっていたほうがよほど怖かった。

　けれど……。

　その他ほかのことに関しては、里り璃り子この言っていることは正しい、と思う。

　過去の経験から、自分のほうが舞子と意気が合っている。でも、それを計算に入れても、自分と里璃子を比べれば、里璃子のほうが「スペック」が高いのは確かだ……と思う。

　修介を助けるには、里璃子の言う通り、彼女にSlaveスレイブになってもらって……。

「あの、よろしいでしょうか」

　ずっと黙っていた舞子がようやく口を開いた。雨は激しくなり、彼女の長い黒髪をすっかり濡ぬらしていた。

「Slaveの件ですけど」

　清香、そして里璃子の視線が舞子に集中した。

「……私のSlaveは美み倉くら清香さん、だけです。それは未み来らい永えい劫ごう、なにがあっても、決して変わることはありません」

　舞子の言葉を聞いて、清香の頭は真っ白になった。

　感情を司つかさどるスイッチが切られてしまったかのように、嬉うれしいとか悲しいとか恥ずかしいとか、そんな気持ちは一切感じず、ただただ……。

（なんか白い。とても白い。白くて……白い、みたいな）

「彩さい原ばらさん」里璃子もまた、雨でずぶ濡れになっていた。「あたしの話、ちゃんと聞いてた？」

「はい、聞いていました。里璃子さんの言われることは、私も理解できます」

「だったら……」

「でも、Slaveをお願いしているのは、清香さんの能力だけのことではないですから」

「そうなの？　美倉さんの運動神経を買って、それでSlaveに選んだんじゃないの？」

　里璃子の言葉に、清香も、

（だよね。舞子さんもそんなこと言ってたし……）

「清香さんの才能のことはあります。でも、それだけじゃありません」舞子は言った。「他にもっと重要な理由がありました」

「なに？」

「それは……」

　舞子が口を開いたのと同時だった。

　ホームセンターのほうから、どーんっという轟ごう音おんが響いてきた。少し遅れて、シャッターが開いたままの（荷物の搬入口らしい）裏手の出入口から白い煙が吹き出してきた。

　近くにいた警官たちが色めき立つのがわかった。

「……今のって、ひょっとしてダイナマイト？　あの河童かつぱオヤジの話、ホントだったんだ……」

　清さや香かの呟つぶやきに、里り璃り子こはうなずいて答えた。

「これじゃあ、おまわりさんたち、もっと集まってくるね。急がないとマズいかな」

「そうですね」舞まい子こもうなずいた。「修しゆう介すけさんが危ないと思います」

「は、はい。それはその通りで……でも、あ、あれ？　里璃子さん。里璃子さん的にもあたしがSlaveスレイブでいいんですか？」

「うん。もちろん」

　と、里璃子は即答した。

「ひょっとして、美み倉くらさんには聞こえなかった？　ドーンて音のせいで」

「え？」

「彩さい原ばらさん、ちゃんと理由を話してくれたよ。あたしにはちゃんと聞こえてたから」

　そう言って、里璃子は自分の耳たぶを引っ張ってみせた。

「そ、そんな……」

　里璃子の言う通り、舞子がなにを言ったのか、清香には聴きとれなかった。いきなりの轟ごう音おんに注意が逸それてしまったせいだ。

「ほら、急いで」

　里璃子が舞子にアンテナを渡した。そのアンテナを振り上げた舞子に、清香は慌あわてて待ったをかけた。

「あのぉ、舞子さん。もういちど確認しますけど……Slave、ホントにあたしでいいんですか？　そもそも、その聞きそびれた理由というのを……」

　舞子は急にきりっとした顔になると、

「清香さん。ゴチャゴチャ言わないでください。Slaveを選ぶのはMasterマスターの権利ですよ」

「……はい」

「じゃ、行きますよ、清香さん」

「ど、どうぞ」

　舞子の気迫に押され、清香は思わず直立不動の姿勢になった。



　……舞子が清香の頭にアンテナを突き刺した。



　　　４



　アンテナを刺され、舞子のSlaveとなった清香は警官たちの死角から、金網のフェンスを飛び越え、駐車場の中に入った。

　魂の抜けた舞まい子この身体からだを支え、その様子を見ていた里り璃り子こが、

「凄すごいね、相変わらず。……行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　Slaveスレイブ清さや香かの口を借り、そう答えた舞子はすぐに駆け出した。

　圧倒的なスピードで駐車場を横切り、建物の裏手、シャッターが開いたままになっている搬入口の脇わきに辿たどり着いた。

　幸い、警官たちに気づかれた様子はなかった。

「……清香さん」

　舞子は清香に呼びかけた。

　Slaveとされ、身体の自由は奪われているものの、不良品である清香たちのＳ＆Ｍの機能（？）のお陰で、清香の意識は健在なままだ。

（作戦会議ですね、舞子さん）

「はい、そうです」

　清香の考えていることは、そのまま舞子に伝わる。

「清香さん、このホームセンターのこと、わかりますか？」

（はい。いちどお父さんと来たことがあります！　外だけじゃなくて、店の壁や床まで蛍光グリーンで、あれはキツかったなぁ。ええと、なにを買ったんだっけかな？　スチーム洗浄機とガスストーブ……あ、ガスストーブって、家で使うヤツじゃなくて、キャンプで料理するのに使うヤツでこう爪つめみたいなので支えるヤツで。なんでそんなものを買ったかというと、お父さんの趣味が意外にもアウトドアだったりするもので……）

「清香さん。買い物内容のことはいいので……」

　自分の声で叱しかられ、清香は少々落ち込んだ。

（……すいません。アレですよね。建物の作りのことですよね？　ええと、確か……）

　清香は以前、この店に来たときの記憶を探った。

　背の高い建物ではあるが、中は倉庫のような造りになっていて平屋だ。二階はない。

　見渡す限り、品物を置いた棚が並んでいる。正面玄関から入ってすぐが園芸コーナー、右手のエリアが家具のコーナー……。

（それから、ええと……）

　左手は文房具と工具のコーナー、その奥が自転車や車用品が並んでいて……。

（あ、それから！）

　清香は重要な「もの」を思い出した。

　巨大ホームセンター「メガショップ」のマスコットキャラクター＝「メガッシ」だ。

　メガッシはメガショップのイニシャル、「Ｍ」をモチーフにしたキャラクターで、Ｍ字形の顔に大きな目と口がついている。どんな美的センスを持った人間がデザインしたのか知らないが、普通の子供なら一目見ただけで、向こう半年はうなされそうな凶悪な顔をしていた。

　玄関を入ると、そのＭ字顔のメガッシの巨大な張りぼてがお出迎えしてくれていた。近くで子供たちがわんわん泣いているのをよく覚えている。

（舞まい子こさん、だいたい思い出せました。ええとですね……）

「もうわかりました……それにしても、メガッシ、ひどいデザインですね」

（え？）

「清さや香かさんの記憶……イメージが、そのまま頭に伝わってきましたから」

（なるほど！　便利ですね）

「え、ええ……」

　清香をSlaveスレイブにした舞子は、なぜか口ごもった。

「……清香さん。天井のほうの様子はわかりますか？」

　清香はふたたび記憶の引き出しをさらってみた。天井のことは漠然とした印象しかない。それでも、なんとなく「高いなぁ」と思った記憶はある。それから……。

（体育館みたいだ、って思ったんだ）

　天井は、鉄骨が組み合わさった、太い梁はりが剥き出しになっていた。

「わかりました。そこから接近しましょう」

（そこからって天井からですか？）

「……大丈夫ですか？」

（あ、はい。我慢できます）

　舞子が心配しているのは、清香が高いところが苦手……高所恐怖症ということだった。

「わかりました。だったら天井から近づきましょう。相手も修しゆう介すけさんをSlaveにしている以上、私たちと同じように目も耳も鋭敏になっているはずです。足音を殺して近づいても、気づかれてしまいます」

（あ、そうですよね……）

「ですから、中に入ったら、私は口を開かないようにします。清香さんの考えに対して、なにか答えたいときは、イエスなら瞬まばたき一回、ノーなら瞬き二回、で合図するようにしますから」

（了解です）

　Slave清香は荷物搬入口から建物の中に入った。

　入ってすぐのバックヤードには、大きな棚が倒れ、潰つぶれた段ボール箱が散乱していた。その先の店内に繋つながる大きな観音開きの扉は片側が蝶ちよう番つがいからもげ、床に落ちていた。

　どうやらバンで走ってきて、そのまま店の中へ突入したらしい。

（……ったく。ダイナマイト積んでたくせに、なんてまぁ乱暴なことを）

　清香が呆あきれている間にも、彼女の身体からだは舞子に操られ、バックヤードを進み、売り場の様子をそっと窺うかがっていた。

　バックヤードとちがい、売り場にはまだ白い煙が充満していた。普通なら視界がほとんど利かないところだが、Ｓ＆Ｍのパワーで強化されている清香の視覚は、濃い煙を通しても、あたりを十分に確認することができた。

　中の様子は清さや香かの記憶……まだ営業中だったときと、かなり変わっていた。蛍光グリーンの壁や床はまだ色鮮やかだったが、先ほどの爆発のせいなのだろう、店の正面入口、レジカウンターに近いほうは空の棚が派手に倒れているのが見えた。

（で、河童かつぱ親子はどこ？）

　清香たちが親子の姿を発見するより先に、その声が聞こえてきた。

「なにやってんだよ、バカオヤジ！」

　その声は修しゆう介すけのものだったが、当然、彼をSlaveスレイブとしている泳えい一いちが喋しやべっているのだろう。

「親に向かってバカはねーだろ、バカは！　一本、試してみただけろ。いざってときに使えなかったらどーするんだよ！」

「いざってときって、だからそれなんだよ？」

「ポリ公どもが突っ込んできたら、ふたりでダイナマイト抱えて返り討ちにするんだろ？」

「ふざけんなよ、オヤジ。んなこと、ひとりでやれよ！」

「そんなこと言ったって、泳一。おまえがこんなところへ逃げようなんて言うから……」

「俺おれのせいかよ！　そもそもオヤジが車にダイナマイト載せてるなんて言うから、俺だって慌あわててよぉ……またサイレンの音だ。チキショー、どうやってここから逃げ出しゃいいんだよ」

　河かわ波なみ親子の会話を聞いている間も、清香の視界は活発に動いていた。舞まい子こがあたりの様子を探っているのだ。

（あ、あそこ……）

　清香たちのほうから見て右手、家具売り場の案内看板が下がっているあたり、床がめくれ上がり、大きな穴が空いていた。あたりは黒く焦げ、ほとんどの棚が倒れていた。どうやら河波水みず太た郎ろうはそのあたりにダイナマイトを「試し」に放ほうり投げたらしい。

　肝心の河波親子は……すぐに見つかった。

　清香たちの左斜め前方、園芸用品のコーナーのあたりに彼らのバンが停とまっていて、その横で言い争いをしている姿があった。ここからではよく見えないが、魂の抜けた泳一の身体からだは、まだバンの中に残されているのだろう。

　バンの後ろには、店のシンボルである、メガッシの張りぼてがどんと置かれていた。フラスコのような円えん錐すいの身体にＭ字形の凶悪な顔、あらためて見ると三メートル近い大きさがあった。

（うへー、相変わらず凶暴そうな顔してるなぁ……っと、メガッシはいいか。舞子さん。河波親子、こっちに気づいてる様子はないですね。でも、下へ手たにノンビリしてたら見つかっちゃうだろうし）

　清香の視界がぐっと上に移動した。天井が見えた。

　大小の鉄骨の梁はりが交差し、アールを描いた屋根を支えている。清香の記憶にあった光景とさほど差はなかった。だが……。

（……高いよぉ）

　清さや香かの瞼まぶたがパチパチと何回も瞬まばたきを繰り返した。

（す、すいません。だ、大丈夫ですから。なんとか我慢しますから、一気に行っちゃいましょう）

　Slaveスレイブ清香の瞼がパチリとなった。ＯＫのサインだ。

（あそこの棚から壁に飛び移って、そこから……行けるかな……行けますね。一気に天井まで飛んで。で、親子の後ろに飛び降りて、息子からアンテナを引き抜く……みたいな感じで）

　Slave清香はもういちど瞬きすると、強く床を蹴けった。

　大型の棚のいちばん上に着地すると、間を置かずに再度ジャンプ、壁を斜めに蹴ると、その勢いのまま、天井の梁はりにぶら下がった。

　一瞬の早業だった。

（舞まい子こさん、やるっ！）

　Slave清香の両腕にぐいっと力が入り、その身体からだは劇場のキャットウォークのように張り巡らされた梁の上に乗った。

（た、高い……）

　天井は下から見上げるよりも、ずっと高さがあった。倒れた棚や段ボール箱が散乱した蛍光グリーンの床が恐ろしく遠く見えた。

　普通なら目を閉じるなり、背けたりするところだが、Slaveとされている以上、ただ我慢するしかなかった。

　清香が怯おびえているのは舞子も十分承知だろうが、下を確認しないで移動するわけにもいかない。

　なんどか瞬きが繰り返された。

（大丈夫ですよ、舞子さん。高いところは怖いですけど、怖くありません。……ええと、つまり。舞子さんがSlaveに選んでくれたんですから、あたし、頑張ります……てことで）

　清香の「想おもい」に安心したのか、舞子は素早く移動を開始した。

　肩幅ほどしかない鉄骨の上を歩き、河かわ波なみ親子がいる入口近く、その真上まで辿たどり着いた。

　アンテナを刺された修しゆう介すけの頭、まわりに毛を残して丸く禿はげ上がった水みず太た郎ろうの頭を見下ろす形になった。

　水太郎は手にした釣つり竿ざおをSlave修介に突きつけていた。

「実の親に向かってバカとはなんだ！」

「実の親だろうがなんだろうが、バカにバカって言ってなにが悪いんだよ！　バカ！」

「バカ言うヤツがバカだぞ！」

（うへ。なんて低レベルな喧けん嘩か……まだ続けてるよ。よし、今のうちですね、舞子さん。一気に……）

　瞬きが二回。

（え？　あ、高さのことですか？　この高さなら大丈夫です。いつもみたいに、着地のタイミングは私が出しますから）

　こんどは瞬まばたきが一回。

　一拍置いて、Slaveスレイブ清さや香かの身体からだが梁はりを離れ、宙に舞った。

（うーっ！）

　床がぐんっと迫ってくる。

　本能的な恐怖に意識が空白になりそうになったが、清香はぐっと堪こらえた。

（ハイッ）

　清香の合図と同時に、舞まい子こが操るSlave清香の足が深く曲げられ、床へ着地したショックを殺した。

　無事に目標のポイント……言い争う河かわ波なみ親子の背後、五メートルのところに着地が決まった。ちょうどメガッシのすぐ横だ。

　着地の音で気づいたのか、河波親子が同時に振り向いた。

（タイミングぴったし、さすが親子！　……てなことはともかく、舞子さん、急がないと！）

　だが、舞子……Slave清香は立ち止まったままだった。その視界だけがめまぐるしく動いた。

（舞子さん、なにか探してる？　あっ！　ダイナマイトか！）

　Slave清香の視線がぴたりと止まった。

　小さな段ボール箱が河波親子の足元に置かれている。

（あ。あれだ……書いてある）

　おそらく水みず太た郎ろうがやったのだろう。箱の横に下へ手たくそな字で「ダイナマイト」とはっきり書いてあった。

（舞子さん、スライディング！）

　Slave清香が動いた。それと同時にSlave修しゆう介すけが「て、てめえはっ！」と叫さけんだ。

　床を蹴けり、Slave清香は足から河波親子の間に突っ込んだ。「ダイナマイト」と記された段ボール箱が蹴られ、フロアの隅まで滑っていった。

（舞子さん、グッジョブッ！）

　同時にSlave修介がつかみかかってきた。

（組み合ったら負けちゃいます！）

　Slave清香はぱちりと瞬きし、すばやく床を転がった。そして、Slave修介の背後をとった。

（今です！）

「修介さんは返してもらいます！」

　Slave清香……舞子はそう叫ぶと、矢のように飛び、修介の頭に突き刺さったアンテナをつかんだ。

（やった！）

　Slaveスレイブ清さや香かはそのまま一気にアンテナを引き抜こうとした。

　だが……。

　見えない手に引きずられたように、清香の身体からだは背中から床に落ちた。

「うちの息子に手を出すな――っ！」

　水みず太た郎ろうだった。

　その手には自慢の釣つり竿ざお。その先端から伸びた釣り糸が、清香の上半身にぐるぐる巻きついていた。土手のときと同じだ。

「へー、なるほどねぇ」

　ニタニタと嫌らしい笑いを浮かべ、Slave修しゆう介すけが迫ってきた。

「おまえもアンテナつけてきたのか。だけどダメだろ、それでも。アンテナありって条件が一緒なら、こっちのほうが強いんだろ？」

（……マズい、ピンチだぁ。悔しいけど、こいつの言う通り……両方アンテナつけてるなら、修介さんの身体使ってるほうが確かに強いわけだし……あぁ、どうしたら……）

　そうして清香が焦っていると……。

「条件は……」Slave清香の口が動いた。「一緒じゃありませんよ」

「はぁ？」

　Slave修介が間の抜けた声を漏らした。

「だから。条件は一緒なんかじゃない。私はそう言ってるんです」

（……？）

　Slave清香の声と重なるように、ピキッ、ピキッ、という音が聞こえてきた。

「清香さんのことを誘拐して、縛って……怖い目に遭あわせて……あなたとちがって、私はとても怒ってるんです！　一緒なんかじゃありませんっ！」

　ピキッ、ピキッという音が一ひと際きわ大きくなった。そして……。

（うわっ！）

　Slave清香の上半身を縛っていた釣り糸がちぎれ、弾け飛んだ。

「修介さんの身体も返してもらいます」

　Slave清香はゆっくり立ち上がり、Slave修介ににじり寄った。

「ふざけんなよ。俺おれたちは河童かつぱ沼の財宝を……」

「ごちゃごちゃうるさいっ！」

　清香の右の拳こぶしが修介の顔面にヒットした。

「あぅ」

　と漏らし、そのままあっけなく床に倒れた彼の頭から、Slave清香はアンテナを引き抜いた。

「おまえら！」

　背後から聞こえた水太郎の怒声に、Slave清香は振り向いた。

「ふざけた真ま似ねしやがって！　こっちにはダイナマイトがあるんだぞ！」

（またまたわけのわかんないことを。ダイナマイトなら、箱ごと舞まい子こさんが蹴けり飛ばしたしぃ……あ）

　水みず太た郎ろうはズボンのポケットをごそごそやると、焦げ茶色をした、二十センチほどの筒状の物体をとり出した。

（……もう一本、持ってたのぉ？）

「もういちど息子にアンテナ、刺せ。刺さなかったら、このダイナマイトに火、つけるぞ」

　そう言うと、水太郎は片手でライターに火をつけた。

「早くしろ！　早くしねぇとダイナマイトに火を……あ」

　水太郎の顔色が変わった。

（……って、なにやってんの！）

　すでにダイナマイトの導火線がちりちりと燃えていた。水太郎が興奮して、手をブルブル震わせていたせいだ。本人にその気はなかったのだろうが、ライターの火が燃え移ってしまったのだろう。

「うわっ」

　と叫さけんで、水太郎は火のついたダイナマイトを自分の足あし下もとに落とした。

（……ダメだ）

　清さや香かは思わず目を閉じそうになったが……当然、閉じることはできない。

　ぐんっと視界が移動して、ダイナマイトをつかみとる自分の手が見えた。

（舞子さん、そっちはダメ！　ダイナマイトの箱があるから！）

　Slaveスレイブ清香は腕を振り上げた姿勢のまま、ぐるっと九十度向きを変え、ダイナマイトを放ほうり投げた。ダイナマイトは正面玄関の大きなガラス扉にぶつかり、その前にぽとんと落ちた。

「伏せてください！」

　ぼーっと突っ立ている水太郎を無理やり屈かがませ、Slave清香は自分も床にしゃがみ込んだ。

　一瞬の間を置いて、どーんっという爆音とともに建物全体が大きく震えた。玄関のガラスが粉々に吹き飛び、レジカウンターが床から大きく浮いた。Slave清香が盾にした河かわ波なみ釣具店のバンも踊るように上下に揺れた。

　近くにあったメガッシの張りぼて、その背中にも大きな穴が空いた。

　あたりはもうもうと白煙が立ち込めている。

　だが、Ｓ＆Ｍによって強化された視力のお陰で、清香の視界はクリアなままだった。

　だから……その煙を掻かき分けるようにして、突入してくる夥おびただしい数の者たち……警官隊の姿をはっきり確認することができた。

　同時に、バックヤードからも多くの足音が聞こえてきた。裏口からも警官隊が入り込んできたのだろう。



（ど、どーしたらいいの？）



　清さや香かはパニックに陥った。

　床に座り込んでガタガタ震えている水みず太た郎ろう、車の中にいる息子の泳えい一いちはともかく、まだ目を覚まさない修しゆう介すけがいる。

　突入してきた警官隊に対して、この場をどう切り抜ければいいのか……。



（舞まい子こさーんっ！　どうしますぅ!?）



　　　５



「……はぁ。よかった。なんとかなって」

　清香は大きく息を吐き出した。

「もうホントに一時はどうなることかと」

「こっちだって」里り璃り子こが顔をしかめた。「彩さい原ばらさん抱えながら外から見てて、もー心臓バクバクだったよ。よく状況わからないし。そしたら、またダイナマイトが爆発したみたいな音がして、おまわりさんたちが雪な崩だれ込んで」

「里璃子さんがバクバクなら、中にいたこっちの心臓はバクバクバクバクバクッバーンッですよ」

　清香はよくわからない張り合い方をしたが、その気持ちに嘘うそはなかった。

　あれからまだ三十分も経たっていない。思い返してみただけで、清香は胃がきゅーっとなった。

　……水太郎が隠し持っていたダイナマイトを爆発させ、それがきっかけで警官隊が突入してきた。このままでは河かわ波なみ親子だけではなく、修介までも事件の関係者として確保されてしまう……。

　どうしていいのかわからず、清香はパニックになるばかりだったが、彼女をSlaveスレイブにしていた舞子は冷静に……そして大胆な行動に出た。

　まず、バンのドアを開け、助手席の（まだ意識が戻っていない）泳一の手からコントローラーをとり上げた。

　次に倒れたままの修介を担かつぎ上げ、メガッシの張りぼてに駆け寄ると、爆発で破けた背中から、その中に飛び込んだ。そして、空いた片手で小さな穴を開けて視界を確保すると、張りぼてごと、猛然と走り出した。

　覗のぞき穴からは、目を丸くしている警察官たちの顔が見えた。

　彼らはまるで金縛りに遭あったように固まり、ぴくりとも動けなくなっていた。全員、ただ目を丸くして、突進してくるメガッシを見つめるだけだった。

　舞子が操る……清香が操る……メガッシは店の外に飛び出した後もスピードを緩めず、正面の駐車場を突っ切り、旧国道に出た。国道の歩道には、店の周囲をぐるっと囲むようにして、裏口のほうまでずっと野や次じ馬うまが詰めかけていた。

　メガッシはその野次馬の中に飛び込んだ。

（舞まい子こさん、もうＯＫです！　今が脱出のチャンス！）

　Slaveスレイブ清さや香かはメガッシの背中から、外に飛び出した。雨はまだ降り続いており、皆、傘をさしている。突然のことにメガッシから逃げていく者、駆け寄ってくる者であたりは大混乱だった。誰だれかが落とした傘に身を隠しながら、Slave清香は無事、野次馬たちの中に紛れることができた。

「無事だったの？」

　Slave清香と修しゆう介すけ（さすがに目立つので、もう肩からは下ろしていた）を見つけ、里り璃り子こが走ってきた。

「彩さい原ばらさんの身体からだはあそこにあるから」

　里璃子が指さしたのは、国道を挟んだ向かいのコンビニ、「ニコニコオレンジ」だった。軒先にはトレードマークのオレンジ色の大きな庇ひさしがあり、その下は椅い子すやテーブルが置かれ、ささやかな休憩スペースになっていた。舞子の身体は、その椅子に腰掛けた姿勢でいた。知らなければ、座ったまま居眠りしているように見えるだろう。

　野次馬たちが騒然としている中、ようやく意識をとり戻した修介、そしてSlave清香と里璃子は国道を渡り、ニコニコオレンジの前に移動した。

　そこでアンテナを抜くと、清香はようやくSlaveから解放された。

　清香たちがメガショップに潜入する前よりも、雨足は強くなっていた。修介がまだ本調子ではなかったので、清香たちはそこでしばらく雨宿りをすることにした。



「あ、また来たね」

　テレビ局の名前が入ったワゴンを見て、里璃子が呟つぶやいた。

「修介、どう？　まだフラフラしてる？」

「いや……なんとか、もう。それより……役に立てなくて……というより、迷惑をかけてごめん」

　里璃子、そして清香の口から、修介にはすでに事情が説明されていた。

「あの……」

　雨に濡ぬれるのにも構わず、庇の下、いちばん端にいた舞子が、恐る恐る修介に声をかけた。

「ごめんなさい」

　舞子は深々と頭を下げた。

「操られているだけとわかっていたのに、修介さんの顔を思いきり殴ってしまいました。覚えていないのはわかっていますけど……ごめんなさい。それから」

　舞子はこんどは清香に頭を下げた。

「清さや香かさんの身体からだを使って、ひとを殴ってしまいました。ついカッとなってあんなことを……すいません、かなり深く反省しています」

「そ、そんな……修しゆう介すけさんには悪いけど、あたしは別に平気ですよ」

「そうだよ」里り璃り子こもうなずいた。「めでたし、めでたし、じゃない。修介も助かったし、金色のＳ＆Ｍもとり戻せたし。これで全部解決だよ」

「あ！　全部解決じゃないですよ。まだですよ！」

　清香は慌あわてて首を横に振った。それを見た里璃子は、

「あぁ。河かわ波なみ親子のこと？　警察に捕まったのはいいけど、美み倉くらさんたちのことも目撃してるし、Ｓ＆Ｍのことも知られたし。ちょっと面倒かもね。でも、それは文もん科か省しようエージェントの彼がなんとかしてくれるんじゃないの？　ほら、政治的な圧力とか、そーゆーの使って」

「そんなことじゃないですよ！　まぁ、河波親子のことも気になりますけど……あたしが気になってるのは、さっき聞きそびれた、舞まい子こさんの言葉です」

「あー、そっか。彩さい原ばらさんがどうして、あなたのことをSlaveスレイブに選んだのか、その話ね」

「はい」清香は大きくうなずくと、舞子の顔を見た。「教えてください。あたし、メガショップの中にいる間もホントはすごく気になって……あぁ、でも気にしないように頑張ってたんです。舞子さんを混乱させちゃいけないと思って」

　舞子は少し困ったような顔になると、

「……ここで、言うんですか？」

「え？」

　清香は一瞬、躊躇ためらってしまったが、時と場所をあらためるのはよくない気がした。だから、

「お願いします」

　と頭を下げた。

「わかりました。それなら言います。さっきも言いましたから、もうなんどでも言えます。恥ずかしくないです」

　舞子は清香の顔を正面から見据えると、

「それは私が清香さんのことを大好きだからです。転校してきた日、教室で出会って、一ひと目め惚ぼれしてしまいました。運動神経云うん々ぬんは後づけです」



「……？」





　清香の頭の中が。





　真っ白に。

　……いや。





　無。

　になってしまった。





（……な、なにこれ？）

　清さや香かの周囲の景色……コンビニの白い壁もオレンジ色の庇ひさしも駐車場の雨に濡ぬれたアスファルトも旧国道を行き交う車も……すべてが消失し、いきなり「宇宙」に放ほうり出された。

　上下左右、どちらを向いても暗黒。

　星の瞬またたきさえ見えない。



　――ビッグバンで誕生した原初の宇宙に回転し螺ら旋せんし捻ねじれていく銀河の生成に似た合一しガスの塵ちりから生まれていく太陽の息い吹ぶきの消滅と銀河と銀河の大衝突と自転と公転と重力の歪ゆがみが生命のスープの遺伝子の撹かく乱らんの中にすべては第六次宇宙のカナタにっ！



（……え？）



（あたし、今、宇宙の誕生と終しゆう焉えんをいちどに目撃したような気が……）



（ダメだ。……か、帰んなきゃ）



　頭をぶるぶる振って、どうにか現実……雨が降り続く、コンビニ前に戻ってきた。

　そして、そこには……清香の前には里り璃り子こと舞まい子こ、修しゆう介すけがいた。

　だが、清香にはもう、舞子の姿しか見えていなかった。

「あ、あのあのあのあのあの」顎ががくがくして、うまく喋しやべれなかった。「ま、ままままままままままま舞子さん、今……今でいいのかな？　なんかちょっと宇宙を見ていた間のタイムラグがあるので、ホントに今って言っていいのかわかんないですけど便宜上、それでも今といいますけど……あたしのこと……好きって言ってくれました？」

「はい」

　舞子はにこやかにうなずいた。

「正確にいうと『大好き』と言いました」

（……むはっ）

　気を抜くと、また宇宙創造に立ち会ってしまいそうだ。清香は必死に踏ん張った。

「……あ。でもでも。最近、舞まい子こさん、微妙に冷たい感じがしていたというか。距離をとられていたというか。山やま岡おか君なんかとは妙に仲良くしてたのに」

「はい。それは正しいです。少し距離を置くようにしていました」

　舞子があっさり認めたので、清さや香かはきょとんとなった。

「ど、どーしてですか？」

「清香さんの成績が」

「あたしの成績が？」

「あまりよくなかったので」

「……そ、それは自分がいちばんよく知ってますけど」

「Ｓ＆Ｍの回収とか、余計なことで煩わせるのはよくないかと思ったんです。ですから、事件の調査とか、山岡さんにお願いできることはお願いしてしまおうと」

「そうだったんですか……でも、よかった」

　清香が安あん堵どの溜ため息いきをついていると、

「……それに」と、舞子がまた口を開いた。

「イライラしていたので、ついつい」

「はぁ？」

「私、自分の気持ちを清香さんにお伝えしようと、ずっと考えていたんです。でも、どうしてもタイミングがつかめずに……」

「……はぁ」

「それでイライラして、ついつい意地悪をしてしまいました。それに、山岡さんと仲良くしていると清香さんが不安そうな顔をしたりするので……」

「するので？」

「その様子に少々萌もえてしまい」

「……」

「ごめんなさい。今では反省しています」

　あまりのことに唖然となり、清香は口をあんぐりと開けて、ただ舞子の顔を見返すことしかできなかった。

「あのー」里り璃り子こがささやかに手を挙げた。「完全におじゃまになっていることは自分でもわかってるんだけど。ねえ、彩さい原ばらさん。彩原さんはどうしてこの子のことが好きになったの？」

「好きになるのに理由なんかありません」

　舞子はすぐにそう答えた。

　だが、里璃子はそれに納得せず、

「そうかな？　でも、なんかあるんじゃない？　たとえば尊敬できることがあるとか、自分にはないものを持っているとか……」

　なにかに気づいたように、里璃子は急に言葉を呑のみ込んだ。

「……そうでもないか。そんな理由なんて、みんな後づけだよね。好きになるのに、理由なんかないか」

　ずっと黙っていた修しゆう介すけが、急に右手を挙げた。

「僕もそう思う。誰だれか好きになるのに理由なんてない。ただ好きだから好きなんだ」

「そうだね。修介もたまにはまともなこと言うんだ」

「ぼ、僕はいつだってまともなことしか……」

　反論する修介をその場に残して、里り璃り子こは庇ひさしの下から出て、大きくノビをした。

「……よかった。雨、やっと上がったみたい」

　里璃子の言うように、すでに雨は上がっていた。

　空を覆い尽くしていた灰色の雲が流れ、その隙すき間まから優しい光が差し込んでいた。

「さてと」

　清さや香かも立ち上がると、横にいる舞まい子この顔を見た。

「帰りましょうか、舞子さん」

「はい」と答えて、舞子は静かに微笑ほほえんだ。



　その笑顔があまりに輝いて見えたせいで、清香はまた……ほんの少しだけ……宇宙創造に立ち会いそうになった。



    

  
    
      



    

  
    
      
【ＰｉＰｉｔ!!ｅｘ．】





　翌週。

　ホームセンター「メガショップ」での事件のことは「掃そう除じ週間」……「特別課外授業週間」で登校してきた生徒たちの間でも、様々な噂うわさになっていた。

　公おおやけのニュースとしては、

『釣具店経営の河かわ波なみ水みず太た郎ろう（56）、並びに長男・泳えい一いち（28）が交通違反を犯した際、爆発物（ダイナマイト）を所持していたことが判明。ふたりは車で逃亡し、廃はい墟きよとなった大型小売店舗に籠ろう城じよう。店舗内で二度にわたりダイナマイトを爆発させた。その後、ふたりは突入した警官隊に身柄を確保され、爆発物不法所持、不法侵入、器物損壊ほかの容疑で逮捕された』

　……ということで落ち着いていた。少なくとも新聞やテレビでは、河波親子以外にも車に乗っていた者がいたことも、警官隊突入と同時に店舗から飛び出してきた、メガショップの巨大な張りぼて、メガッシのことも話題になっていなかった。

　……が。

「いや、それはちがうんだよ。俺おれ、実はその場で見てたの。メガショップのマスコットキャラ……ええと、メガッチョ？　メガッチョが店から出てきたんだよ」

「ああ、あたしもいたよ。メガッショの張りぼてが勝手に動いてきたんだよ。ちがうちがう。中を見ても、ひとなんか入ってなかったもん」

「爆弾親子はメガヌーバが退治して警察に引き渡したんだ」

「そもそもメガヌロンドが廃墟になった店の中で第八境界次元誘導の超波形的に変質で怪物になったから釣具屋親子はダイナマイト抱えて退治に行ったんだよ故に俺はあの釣具屋親子の英雄的行動を絶対支持する」

　と、噂から都市伝説へと変容していく中、月曜日と火曜日は校内一斉清掃、水曜日は町内清掃、木曜日は砂浜清掃と、委員会の面々が入念に準備を重ねていたこともあり、特別週間はその日程を滞りなく消化していった。

　そして金曜日。

　午前中は昨日の続きで、星ほし祭まつり高校全生徒によって砂浜の清掃が行われた。梅つ雨ゆ明けはまだだったが、幸いなことに一昨日おとといから天候は回復していた。



　砂浜清掃は午前中で終わり、昼からは特別週間最大……唯一のお楽しみである、バーベキュー大会の準備が始められた。



　昼になると、天候はますますよくなり、空は抜けるように青く晴れ渡っていた。一足早く、夏が訪れたかのようだった。

　星ほし祭まつりの浜では生徒たちがバーベキューの準備にかかっており、あちこちから賑にぎやかな声が聞こえていた。

　特別週間委員たちが陣どるバーベキュー大会本部は、間もなく開店予定の海の家を借りて設営されていた。

　清さや香かもそこにいて、鉄板の貸出、食材配給の受付などで、さっきからずっと忙殺されていた。屋根の下にいても灼やかれるように暑かったが、時折吹いてくる、海からの風は心地よかった。

「お疲れー」

　浜での準備の具合を見に行っていた里り璃り子こが戻ってきた。

「いやぁ美み倉くらさんはよく働くなぁ。さすがはあたしが見込んだだけのことはある。うんうん」

「あの、里璃子さん！」

　清香は口を尖とがらせ、テーブルの上から今日の予定表をとり上げた。

「もしかして……特別委員てバーベキュー大会が終わるまで、ずっとここに張りついてるんですか？　バーベキューのときはあたしたちもお休みだと思ってたのに！」

「だって、しかたないでしょ？　いくらバーベキューだからって、みんなが勝手に焼いたり焼いたり焼いたりしてたら、収拾つかなくなっちゃうでしょ。あれが足りない、あれがなくなったとかいって、最後までやっかい事が持ち込まれるのよ」

「そうなんだ……今日は久々に舞まい子こさんとゆっくりできると思ってたのに……」

「残念でしたぁ」

　そう言って、里璃子はニヤニヤと笑った。

「里璃子さん、ひょっとして、あたしにわざと故意に作為的に恣し意い的てきに意地悪してませんか？」

「してませ～ん」

「ホントですか？」と、清香が里璃子に疑いの目を向けていると……。

「里璃子～！」

　国道のほうから段ボール箱を抱えた修しゆう介すけが走ってきた。チェックしたら数が足りなかった調味料の買い出しに行っていたのだ。

「ぜんぶ揃そろえてきたよぉ～」

　と、石段を駆け下りたが、最後の段を踏み外して、本人は砂の上にダイブ、箱の中身もあたりにぶちまけてしまった。

「も～、なにやってんのかなぁ」

「あ、あたしも手伝いますよ」

　里璃子と一緒に清香も散らばった調味料の瓶を箱に拾い集めた。

「美倉さん、ありがとう。それから、里璃子、大事な話がある」

「ん？　なに？」

　と聞き返した里り璃り子こに、修しゆう介すけは箱を抱えたまま、

「大好きだ」

　と言った。

　里璃子は目を丸くして、清さや香かは「ぎょっ」と叫さけんで、砂浜に尻しり餅もちをついた。

「大好きだ」

　修介がまた繰り返した。

　内心どう思っていたのかわからないが、里璃子は顔色ひとつ変えないまま、

「ごめん。あたしが好きなのはこの世で彩さい原ばら舞まい子こ、ただひとりだから」

「そんなことは知ってる。でも、そうだったとしても僕の気持ちに変わりはない。だから、ちゃんと言葉にしておきたかったんだ……変なタイミングだけど」

（ちゃんと言葉に……）

　修介の言葉を聞いて、清香の心の奥底で、なにかぼんやりとした揺らぎ……細波さざなみのようなものが広がっていった。

　しばらく黙っていた里璃子だが、修介に正面から向き直ると、

「なんて言われても、あたしの心に変わりはないけど……でも、ありがとうね」

「……今はそうでも、僕は諦あきらめ……え？」

　最初に清香の異変に気づいたのは、修介だった。言葉を呑のみ込み、「どうかしたの？」と彼女の顔を覗のぞき込んだ。里璃子も清香の様子がおかしいこと気づき、「大丈夫？」と声をかけた。

　まるで熱に苦しめられているように、清香は肩をぶるぶると震わせていた。

「あ、あああああ」

　ちゃんと話すつもりが、息をすぅすぅ吐き出すだけで、まともに喋しやべれなかった。

「しっかりして」

　里璃子に背中をさすられ、清香はようやく落ち着いた。

「ご、ごめんなさい。里璃子さん。それに修介さん。とてつもなく重要で肝要で重大なことを忘れてました。今から十分……五分でいいから、時間ください。すぐに戻ってきて、その分、余計に仕事しますから！」

　それだけ言うと、里璃子たちの返事を待たず、清香は浜のほうへ駆け出した。

　その背中を見送って、里璃子はくすくすと笑いはじめた。

「なに笑ってるんだ？　そんなにおかしい話？」

「ううん、なんでもない」

　修介にそう答えながらも、里璃子は笑うのを止やめられない様子だった。

「あの子、ホントにうっかりしてるよね。いちばん大事なこと、今いま頃ごろになって思い出すなんて……」



「舞まい子こさん、舞子さん、舞子さん……と」

　浜ではクラスごとに分かれて、バーベキュー用グリルの準備が始まっている。自分たちのクラスが集まっている場所を探して、清さや香かは目をキョロキョロさせた。そこに舞子もいるはずだ。

　すると……。

「探したよぉ～」

　と、制服姿の山やま岡おかが走ってきた。

「え？　山岡君？　君、学校やめたんじゃないの？」

　真顔で言う清香に、山岡も真面目まじめな顔で答えた。

「……やめてませんけど」

「だって、今週の特別週間、ずっと休んでたじゃない。今日の午前中だっていなかったし。サボりにサボって、バーベキュー大会だけ参加しようって、いい根性だよね」

「サボってたんじゃないって」

　山岡は声を低くすると、清香の耳にそっと口元を寄せた。

「美み倉くらさんや彩さい原ばらさんが派手に暴れて、あれのフォローするのに、僕がどれだけ苦労したと思ってんの？　河かわ波なみ親子の証言を握にぎり潰つぶしたり、新しいＳ＆Ｍの処理に関して、膨大な書類を作成したり」

「そうだったんだ。でも、それが仕事でしょ？　それでお給料もらってんでしょ？」

「そりゃそうだけど……」

「じゃ、今、急いでるんで……」

「ま、待って」

　また駆け出そうとした清香の手をぐっと握り、山岡は待ったをかけた。

「なに～！」

「今回の事件のことで、僕、ちょっと考えたんだけど」

「今回のこと？　まだ解決してないことあったっけ？」

「あったじゃない。河童かつぱ沼の財宝のこと」

「あー、あれね」清香は頭をぽりぽりと掻かいた。「河波親子が騒いでただけでしょ？　財宝なんてあるわけないじゃない」

「それはどうかな？」

　意い味み深しんな笑みを浮かべると、山岡は両腕を組んだ。

「河童沼の財宝と、君たちのＳ＆Ｍ、僕は関係あると思うんだ？」

「はぁ？　どういうこと？」

「そもそも彩原さんのお祖じ父いさんがどうやってＳ＆Ｍを手に入れたか、それは今でも謎なぞのままだ。僕はそれがずっと気になってた。Ｓ＆Ｍはこの土地に伝わる財宝だったんじゃないかな。で、問題はこの土地に存在する前、どこにあったのか、って話で。……前の事件のとき、帽子の男が言っていたっていう言葉、覚えてる？」

「……えーと、なんだっけ？」

「『Ｓ＆Ｍは本来は人間が使うものじゃない』って」

「あー、そんな話もあったね。で？」

「人間が使うもんじゃないなら、誰だれが使うものなのか？　……ひょっとして宇宙人じゃないの？　河童かつぱ沼に関する伝承には、天から来たひととか、天から来た鬼が財宝を隠して云うん云ぬんて話がある。それはつまり、Ｓ＆Ｍを持った宇宙人が地球に降り立った……」

「えー、でもでも」清さや香かは山やま岡おかの話を遮った。「Ｓ＆Ｍは舞まい子こさんのお祖じ父いさんが持ってたわけでしょ？　財宝を沼の下に埋めたって話と矛盾しない？　あ、待ってよ。埋めた後、すぐに掘り出されて、その後、水が溜たまって沼になった？」

「おや」山岡が目を細めた。「美み倉くらさんにしては論理的な。確かにそういう可能性もある。でも、こういう考えかたはどう？　宇宙人からしてみたら、Ｓ＆Ｍなんてわざわざ埋めて隠すほどの宝じゃなかった。日常的に使う程度のアイテムだった。だから沼の底にあるのは、Ｓ＆Ｍなんて目じゃないもの……つまり、宇宙人がやって来たときの宇宙船とか基地とか、なんか想像を絶する超スーパーアイテムで……」

「なるほど、なるほど」

「ね。興味湧わいてきたでしょ？」

　山岡の顔が清香の前にぐーっと迫ってきた。清香はその額をぺしゃりと叩たたいて。

「ううん、全然。あたし、そういう話、興味ないから。山岡君、そんなに気になるなら、文もん科か省しようの予算で沼の水、ぜんぶ吸い上げて、調査してみたらいいじゃない。というわけで、あたしは急いでるんで、じゃ」

「だからー！　それは申請したけど、却下されたんだって！」

「知るか、ンなこと！」

　まだなにか喚わめいている山岡を置き去りにして、清香は走った。クラスの友達が集まっているのを見つけ、駆け寄って舞子の姿を捜した。

「あー、舞子さんっ！」

　同級生たちから離れ、舞子はひとり波打ち際ぎわに立ち、水平線を眺めていた。

「舞子さ―――んっ！」

　清香の呼び声に、舞子はゆっくり振り向いた。

「はぁ、はぁ。舞子さん、あたし、ずーっと忘れてたことがありました。でも、それ、今、思い出して」

「……なんですか？」

　舞子はきょとんとなり、清香のことを見返した。

「あたしはもうホントにバカで。だからとっても大事なことを忘れてて。あたし、Slaveスレイブにされてるときは、心の中を舞子さんに見られちゃうから、自分が舞子さんのことをどう思ってるか、筒抜けなわけで」

「……そうですね」

「だから、それで安心していたというか。だから忘れてたんです。あたし、思ってただけで、一回も舞まい子こさんに言ってないんですよ」

　寄せてきた波に靴が濡ぬれるのにも気づかず、清さや香かは大きく息をした。

　そして、言った。

「あたし、舞子さんのことが大好きです」

　清香の言葉に、舞子は静かに微笑ほほえんだ。

「ありがとう。そうやって言葉にしてもらえるのを、ずっと待っていました」

「……」

　清香はなにを言っていいのか、わからなくなった。先週、舞子の気持ちを聞かされたときのように、「宇宙」が見えたりすることはなかったが、ただ胸のあたりがほんのりと温かくなっていた。

「……ま、舞子さん」

「はい？」

「これってつまり……いわゆる……俗にいう……一般的にその……な、なんとなれば……つまり！　『相思相愛』というヤツでは……ぐはっ。い、言ってしまった」

「……いい言葉ですね」

「えへへ。……あれ？」

　ドキドキする胸を押さえながら、清香はふと考えた。

「あれ？　あれれれ？　あたしは舞子さんのことが大好き。舞子さんはあたしのことが大好き……そんな超重要な事実が確認されたのに……なんか、でも……よく考えたら、昨日までと変わんない感じですね」

「そうですね」

　舞子は小さくうなずいた。

「昨日までとなんにも変わらないですね。けれど……」



「――それを『幸せ』というのではないでしょうか」





『ＰｉＰｉｔ!!　～ぴぴっと!!　Ｖｏｌ・２』おわり



    

  
    
      
あとがき





　お待たせいたしました。「PiPit!!～ぴぴっと!!」第二巻です。美み倉くら清さや香かと彩さい原ばら舞まい子こ、ふたりの女の子の「Ｓ＆Ｍ」を巡る第二の冒険、お楽しみいただけましたでしょうか。

　と、このあたりから、本編の内容について触れていきますので、未読の方はまた後ほどということで……。

　第二巻の構想を練り始めたのは、確か第一巻が刊行される少し前のことでした。

　続編ですので「新しいＳ＆Ｍのオーナーが登場、清香＆舞子がそのオーナーと対決する」というフォーマットはあったものの、どんな物語にしようか決めかね、アレコレずいぶん迷った記憶があります。

　いちばん悩んだのはお話の骨格の部分です。清香と舞子の関係を変化させるのか、それとも彼女たちの関係は特に動かさないまま、ゲストキャラクターとの対決を中心に話を進めていくのか……結果は皆さんが読まれた通り、今回で彼女たちの関係にはひとつ決着がつく形となりました。自分としては「わりといい感じのところに落ち着いてくれたのでは……」と思っているのですが、みなさんはどうだったでしょうか。

　さて。他の作家の方がどうなのかは存じ上げないのですが、僕の場合、「お話」は事前にかなり決め込んでから原稿を書くのですが、いわゆる「テーマ」、つまり、この小説はそもそもなんなのか？　ということは、書き出しの時点ではあまり判然としていないことが多いです。今回の物語でいえば、テーマは（たぶん）「言葉にする」ということだと思いますが、それも最初から決めていたわけではなくて、原稿を書きつつ「こんどの話って、つまりどういうこと？」と自問自答をしつつ、「ああ、そういう話なんだ」となんとか結論めいたものに辿たどり着いた……という感じです（頼りなくてごめんなさい）。

　小説を書くのはそれだけでとても楽しいのですが、こんな感じで自分の中で漠然としていたものが、少しでも明確な形として現れる瞬間がいちばん心躍ります。飽き性の自分がこうした仕事（小説に限らず物語を作る作業はすべてそうなのですが）を長年続けられたのも、それが得難い喜びだからだと思います。

　……と、今回はなぜかちょっと硬い雰囲気のあとがきになってしまいました。

　最後になりましたが、前巻に引き続き、担当していただいた編集部のＫ玉さん、そしてこちらのイメージ以上の素敵なイラストを描いていただいたシバユウスケさん、ありがとうございました。心からお礼申し上げます。



　それではみなさん、またお会いしましょう。



２００７年１０月　和智正喜（今回もアンテナつき）
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